
銅 剣 番 号 B列42号 分 類 I  Ⅵ 令 長 稚   H 22cm 関 幅 推   5 50cm
切 上 方 向 谷   ロ 色 調 1  5G5/2 現  存 51 92cm ≧ 下 端 幅 1 649m

面 lAl尾  根 lBl  谷 父U 身  長

“

圭   51 00cm 突 起 の 位 置 16 80cm
lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 朝監   34 20cm 到 万最 小幅 のイ立苦 推 平 14 80cm

重量 (含浸前 ) 375 3g 重量 (含浸後 ) 388 0真 奪U 方  長 推  4 90cln 割方下端の位置 推  11 90cn
A面脊 幅 (a) 1.50cm B面脊 幅 (al 47cm 墓 長 2 22cm 最 大 幅 の 位 置 推  10 00cm

1 54cm 多〔  え旦  甲邑 推    5 90cm 突 起 部 脊 厚 ()_74cm

1 59cm 58cm 割 万最 小 幅 tE    5 35cm 到 方 下 端 春 厚 0.79cm
〃  (d) 1 61cm 〃  (d) 60cm 割 方 下 端 幅 推   6 40cm 最大幅部脊厚 0 80cm
〃  (e) 58cm 〃  (e) 67cm 最  大  幅 推  6 70cm 関 部 脊 厚 0 92cm

特   徴
鋒部に鋳型のズレあり。突起の位置が低い
刃部が長い。到方がやや短かい。

遺存状態   H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 17cm

関 端 部 厚 0 18cm

修理中の知見 研磨痕。幅広な剣身。 日
者

月年
測

誤実
実

1993年 10月 20日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 643 0,8773 2 1648

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%, I As(%)I Bi(%) Co(°/0)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 狽」 冠 条 件 2(ラ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca  CI  S そ冤

銅 剣 番 号 B夕J41号 分 類 I   I-2-① 令 長 復  50 30cm 関 幅 ヨヒ    5 00cm
切 上 方 向 谷   奥 色 詞 1  5GY 5/4 現 存 長 49 93cm 茎 下 端 幅 推 43cln

面 ① 尾  根 0  谷 父U 身  長 ℃琵   48 22cm 突 起 の 位 置

“

圭   17 00cm
lAl あ  り CBl な  し 刃 部 長 ね琵   31_30cm 割 万掃小 lRの 作 漕 14 20cm

重量 (含浸前 ) 368 6g 重量 (含浸後 ) 360_0富 なU 方 長 雑    6.00cm 今U方下 端 の位 置 推  ■ 00cm
A面脊 幅 (a) 38cm B面脊 幅 (a) 茎 長 2 08cm 最 大 幅 の 位 置 復    8 50cm

〃  (b) 41cm 〃  (b) 突 起  嶋 引室    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 90cm
45cm 到 方 融 卜幅 推  4 80cm 到 方 下 端 春 厚 0 95cm

〃  (d) 47cm 〃  (d) 53om 到 方 下 端 幅 推   6 20cm 最 大 鴨 部 脊 厚 0 96cln
〃  (e) 53cm 〃  (e) 53om 最  大  幅 推  6.40cm 関 部 脊 厚 1 00cm

特   徴
脊厚の変化が大きい。突起の位置が低め。
樋先端部の内側に傾斜する面が急。

遺存状態   H 最 大 幅 部 端 部 厚 0_16cm

関  端  部  厚

修理中の知見 丸みのある茎部。元部の片半身が欠損。
日

者

月年
測

実
実

1993年 3月 26日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 694 8774 2 1706

定 量分析
Cu(9/0) Sn(%) Pb(O/n) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOml Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
沢J定 条 件 1(%) 誤J冠 条 件 2 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

鋼 剣 番 号 B列40号 分 類  I   III-1-① 令 長 復  52 00cm 関 幅 5 25cm
切 先 方 向 1   谷  口 色 詞 1  5GY 4/0 現 存 長 51 30cm 垂 下 端 幅 1 81cm

面 い 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  50 13cm 突 起 の 仁 置 19 70cm
×EΠ lAl な  し 0 あ  り 刃 部 長 朝名   30 40cm 到方最小幅の位署 17 50cm

重量 (含浸前)1   3669質 重量(含浸後) 355 0富 IU 方 長 平    5 55cm 今V方下端の位置 平 15cm
A面春 幅 (a) 1 25cm B面脊 幅 (a) 33cm 茎 長 87cm 最 大 幅 の 位 置 11_50cm

〃 (b)   127伽 〃  (b) 36cm 突 起 幅 Ft    5 70cln 突 起 部 杏 厚 0_70cm
〃  (C) 1,34cコ 〃  (C) 41cm 割 万最 小 幅 つ昆    5 20cln 到 方 下 端 春 厚 0_75cm

1.40cm 〃  (d) 52cm 割 方 下 端 幅 復   6 00cn 最大幅部杏厚 0 78cm
〃  (e) 1 73cm 〃  (e) 最  大  幅 6 25cm 関 郡 脊 厚 0 93cm

特   徴
脊厚が薄めで全体に扁平。突起の位置が高レ
茎が短か く太い。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 10cm

修理中の知見 表面の調整良好。研磨痕。幅広な父U身。 日
者

月年
測

誤実
実

1993年 9月 28日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 670 0 8779 2 1665

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(O/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)lhlln(DDmi Ni(%)I Sb(O/a)IZn(DDm)
87_7 11 1 052 1 0047 0062 1 <00011  - 0 52

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFF Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S そのrL



′

八

Ψ

ｒ

，
―

ザ

Ｉ
Λ
）
ｌ
′
均

Ｆ
ｌ
人
い
Ｙ
‥

，

―

，

ｌ

ｉ

∩

Ｙ

！

′

―

)―

|           |          |

イ
ー
人
ω
Ｙ
Ｉ
Ｉ

Ｉ

Ｉ
＝
人
∪
―
＝
¶

―

―
―
∧
∪
Ｉ
～

　

―

〔
＝
ｋ
∩
Ｙ
＝
ｔ
　
ｌ



銅 剣 番 号 B列45号 分 類 I  1 1-① 令 長 51 50cln 関 幅 5 14cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  564/0 現  存  長 51 50cm 茎 下 端 幅 1 60cm

面 lAl尾  根 ⑤   谷 負U 身 長 49 77cm 突 起 の 4立 置 8 50cm
×EΠ lAl あ  り ① な  し 刃 部  長 31 25cm 割方最小幅の位置 16 50cm

重量 (含浸前 ) 408 9宜 重量(含 浸後) 396 0富 今U 方  長 平   5 60cm 今J方下端の位置 平  12,90cm
A面脊 幅 伸) 42cm B面脊 幅 (a) 1 42cm 茎 長 IF    1 73cm 最 大 幅 の 位 置 12 00cm

48cm 〃  (b) 1 42cm 突 起 幅 tt    5 80cm 突 起 部 春 厚 0 72cm
〃  (C) 51cm 〃  (C) 1 55cm 到方最 /Jヽ 中畠 It    5 10cm 到 方 下 端 春 厚 0 79cm
〃  (d) 52cm 〃  (d) 1 56cm 到 方 下 端 幅 推平  6 30cm 最大幅部脊厚 0 79cn
〃  (e) 69cm 〃  (e) 1 60cm 最 大  幅 詢ヒ    6 60cm 関  部  脊 厚 0 94cn

特   徴
かすかに樋あり。脊厚がやや薄め。
鋳型のズレが著しい。茎が短かめ。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 14om

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 刃部、元部で鋳型のズレあり。元部に粗い研磨痕。
日

者

月年
測

損実
実

1993年 10月 5日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

0 873(〕 2 1576

定 量分析
Cu(%) Sn(°/。 )I Pb(% A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(И6)I Fe(核

`)l�
ln(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ om)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
狽」冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのld

銅 剣 番 号 B'W44号 分 類 |   
―

令 長 lt   51 40cm 関 幅

切 上 方 向 1   谷  日 色 調 1  565/4 現 存 長 51 06cm 茎 下 端 幅 復   1 68cm
面 ω 尾  根 ①   谷 ∩U 身 長 推  49 45cnl 賽 起 の 41P置 18 50cm

lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 tt   30 90cm 今上方最小幅の位置 推   16 00cm
重量 (含浸前 ) 3155宣 車量 (含侵後 ) 306 0富 今U 方  長 つこ    6 50cm 到 万 下 端 の位 置 推  12 00cm
A面脊 幅 (a) 32cm B画脊 幅 僻) 33cm 芸 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 推  ■ 00cln

34cn 〃  (b) 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 0 68cm
〃  (C) 〃  (C) 創 方最 小 幅 推   5 50cm 到 方 下 端 春 厚 71cm
〃  (d) 39cm 到 方 下 端 幅 最大幅部脊厚 0 71cm
″  (e) 57cm 〃  (e) 52cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 82cm

特   徴 全体に薄い。李」方が長い。鋳掛けあり。
遺存状態   III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 18cm

関 端 部 厚

修理中の知見 表面の腐食著しい。鋳控‖ナあり?
日

者

月年
測

瀕実
実

1993年 3月 30日

吉 田   広

鉛同位休比
206/204           1           207/206 208/206
17 645           1           o 8818 2_1738

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%)IA冥 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm〕 Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
瑣1足 条 件 1(%) 狽1冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その榊

銅 剣 番 号 I     B列 48号 分 類  I   IH― 土―② 全 長 復  52 00cm 関 幅 推   5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現 存 長 1 60cm 茎 下 端 幅 1 75cm

面 い 尾  根 lBl  谷 員U 身  長 4夏  50 10cnl 突 起 の 位 置 18 00cm
× 印 lAl あ  り ①  を 刃 部 長 夏々  31 20cm 到方最小幅の位 置 17 30cm

重量(含浸前) 322 7富 重量 (含浸後 ) 10富 奪U 方  長 推   5 30cm 今J万 卜端 の イヤ活 確平 13 60cm
A面脊 幅 (→ 42cm IS向奇 中昌(a) 43cm ≧ 長 1 90cm 掃 大 幅 の イ

'署
10 00cm

〃  (b) 〃  (b) 央   え旦  甲邑 tt    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 60cm
〃  (C) 43cm ″  (C) 53cm 創 万最 /1ヽ 甲昌 推   505伽 今U方 下 端 脊 厚 0 62cn
〃  (d) 55cm 〃  (d) 到 方 下 端 幅 推   6 10cm 最 大 幅 部 杏 厚 0 68cm
〃  (e) 64cm 64cm 最  大  幅 推   6 55cnl 関 郡 脊 厚 0,88cm

特   徴
全休に薄い。元翼端部に甲張 り残 る。
鏑が不明瞭。茎が大い。

虞存状態   Ⅳ
最 大 中邑詈陽 縮 躊厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 やや幅広な父U身。脊、茎部も扁平。
日

者

月年
測

預実
実

1993卑 10月 1日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 733 0 8769 2 1656

定量分析
Cu(0/。 ) Sn(%, Pb(% Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(Dつm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 狽J定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  AI  K  Ca CI  S その判
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銅 剣 番 号 B列 48号 分 類 I    IV 今 長 推 10cm 関 幅 推   5 20cn
切 先 方 向 1   谷  日 i調 1 5CY 5/2 現 存  長 50 67cm 茎 下 端 幅 1 35cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 貪U 身  長 rE   48 70cm 矢 起 の 位 置 平  16 85cm
×E同 lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 推  31 85cnl 到方最小幅の位置 14 40cm

重量 (含浸前 ) 445 1富 重量 (含浸後 ) 432.0貿 到  すテ 長 推 平  6 10cm 奪U方下 端 の位 置 10 75cm

A面春 幅 ●) 1 36cm B面脊 幅 (→ 40cm 華 長 平   2 40cm 最 大 叩Bの 位 置 8_90cm
〃 (b)    1 40cm 〃  (b) 41cm 突 起 幅 推  5 50cnt 突 起 部 否 厚 0 94cm
〃  (C) (C) 46cm 割 方 最 /1ヽ 中昌 推  4 90cnI 手U方 下 端 香 厚 1 00cm
〃  (d) 1 39cm 〃  (d) 47cm 到 方 下 端 幅 推   6 05cm 最 大 幅 部 脊 厚 1 05cm
〃  (e) 1 39cm 〃   (e) 35cm 最  大  幅 tt    6 30cm 関  部  春 厚 0 93cm

特   徴
脊厚が厚 く、A・ B面で脊のズレが著しい
突起の位置が低い。鋳掛けあり(2ケ所)。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 細長い茎部。巣が多ヤ 日
者

月年
測

実
実

1993年 10月 15日

佐 藤 綾 子

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206

17 670 0 8794 2 1682

定 量 分 析
Ciュ (%| Sn(%) Pb(%) A宜 (%)I As(9/。)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっmi Ni(%)I Sb(フる)IZn(DDm)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
潰J↑ 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  PЪ   Fe  Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 B列 47号 分 類 I   H-2-② 令 長 布己   53 25cn 関 幅 jt    5 20cm

切 先 方 向 谷   奥 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 53 05cm 事 下 端 幅 1 58cn

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  51 32cm 突 起 の 位 置 18 00cm
×E日 ω  あ  り lBl な  し 刃  部  長 復  3330伽 到方最小幅の位置 15 90cm

重量 (含 浸前 ) 423 5富 重量 (含 浸後 ) 4140富 到  方  長 推   5 00cm 奪U方下 端 の位 置 IL   13 00cm

A面脊 幅 (a) 1 34cm B面春 幅 (a) 1 40cm 事 長 平   1 93cln 最 大 VBの 位 置 9 50cn
〃  (b) 1 39cm 突 起 幅 推  5 40cm 央 起 部 脊 厚 0 79cn
〃  (C) 1 38cm 1 43cm 今」方最 /1ヽ 中昌 推   4 80cm 奪U万 下 端 脊 厚 0 88cm

1 43cm 1 48cm 到 方 下 端 幅 推   5 75cm 最 大 幅 部 春 厚 0 92cm
〃  (C) 1 58cm 〃   (e) 1 66cm 最  大  幅 推   6 10cm 関  著Б  脊  厚 1 00cm

特 徴
脊厚が厚い。刃部が長い。制方がやや短かい。
刃部の研ぎがあまい。周囲に小円孔を穿った鋳桂‖すあり

遺存状態   III
最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関  端  部  厚 0 17cm

修理中の知見 径 2 mm位 の穴あり。鋳掛けあり。幅広な剣身。
日

者

月年
測

涙実
実

日
子

月
綾

年
藤

‐９
佐

鉛同位体比
207/206 208/206

17 636 0 8801

定 量 分 析
Cu(%) Sn(O/6) Ph(%Ⅲ A買 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 法J宇 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag

銅 剣 番 サ I   B列 46号 分 類 I   I-2-③ 全 長 復  51 03cm 関 幅 lt    5 30cm

切 先 方 向 1   谷  口 色 調 1  5GY 5/0 現  存  長 50 92cm 事 下 端 幅 1 53cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復   48 70cm 饗 起 の イ立 漕 16 70cm

lAl あ  り lBl な  し 河 部 長 つ己   32 00cm 今Ⅲ方最小幅の位 置 羽1   15 00cm

重暑 (含 浸前 ) 369 7g 重量 (含 浸後 ) 358 0富 割  方  長 lt    5 20cm 今U方下 端 の位 置 推  ■ 50cm

A面脊 中昌(■ 1 41cm B面脊 幅 (a) 1 45cm 茎 長 2 33cm 最 大 幅 の 位 置 7 80cm
〃  (b) 1 43cm 〃  (b) 1 48cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 75cm
〃  (C) 1 44cm 1_46cm 判 方最 小 幅 判方下端脊厚 0,82cm
〃  (d) 1 46cm 〃  (d) 1 50cm 割 万 下 端 鴨 最 大 幅 部 脊 厚 0 82cm
〃  ( 1 56cm 1 60cm 最  大  幅 1圭    6.60cm 関 部 脊 厚 0 87cm

特   徴 突起の位置が低い。刃部がやや長め。
遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 14cm

修理中の知見 茎下端面に巣あり。長めの基部。短めの元部。
日

者

月年
測

実
実

1993年 10月 21日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 673 0 8789 2 1682

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(%)I Bi(O/a) CO(0/a)I Fe(°/6)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(。 Dm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その碇
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飼 剣 番 号 I   B列 51号 分 類 l―で) 全 長 つ邑   51 90cm 関 幅 tt    5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 訓 1  5G5/2 現  存  長 51 45cm 茎 下 端 幅 1 55cm

面 ① 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 つ琵   49 75cm 突 起 の 1立 置 18 40cm
×E日 ①  な  し ①  あ  り 刃 部 長 朝監   31 30cm 制方最小幅の位置 16 80cm

重量 (含浸前 ) 393 1富 重量 (含浸後 ) 384 0g 引 方 長 推  5 90cnl 到 万 下 端 の位 置 推  12.50cm
A面脊 幅 (a) 25om B面春 幅 (a 26cm 墓 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 」t   12 50cm

〃  (b) 25cm 30cm 突  起  幅 推   5 60cn 突 起 部 脊 厚 0 745cm
〃 (C)    1 34cm 〃  (C) 36cm 到 方 最 /1ヽ 1届 η亘    5 20cm 到 方 下 端 春 厚 0 765cm

(d)1        1 34cm 〃  (d) 86cm 41方下蛉幅 推    7 00cm 最大幅部脊厚 0 765cm
〃 (e)1    1 51cm 寅莞  ノく  中邑 推   7 10cm 関 部 脊 厚 0 90cm

特 徴 脊厚がやや薄め。
遺存状態   Ⅲ

最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚 0 16cm

修避中の知見 脊部に対し水平方向の研磨痕。元部に鋳型のズレあり。
実測年月日
実 測 者

1992年 7月 10日

足 立 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206

17 818 0 8736 2 1627

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) Ag(%)I As(%) (% o(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 冠 条 件 1 (%) 定 条 作 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A釘 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その41

銅 剣 番 号 B列 50号 う) 奈自 |      ―――― 全 長 tt   51 90cm 関 幅 推   5 00cm
切 先 方 向 谷 ロ 色 調 1  5G5/4 現 長 51 70cm 茎 下 端 幅 1 49cm

面 lAl 尾   根 ① 谷 長 詢ヒ   49 75cm 従 起 の 位 置 18 60cm
×E日 CO な  し lBl あ  り 刃 部 長 朝笠   31 20cm 割万最小鴨の位置 豆々   16 20cm

重量 (含浸前 ) 390 8FF 重量 (含浸後 ) 381 0富 剖 方 長 lt    6 00cm 今U万下 端 の位 置 tt   12 60cn
A面 脊 幅 (a) 45cm B面脊幅(a) 1 40cm ≧ 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 11 40cm

〃  (b) 45cm 1 44cn 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 46cm 〃   (C) 1 49cm 到 方最 小 幅 今U方 下 鈴 春 厚 0 76cm
〃  (d) 48cm 〃  (d) 1 49cm 到 方 下 端 幅 最大幅部脊厚 0 78cm
〃  (C) 62cm 〃  (C) 1 61cn 最  大  幅 関  部  脊 厚 0 94cm

特 徴
脊厚が薄め。
杏と翼の境に際取りあり。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 185cm

関  端  部  厚

修理中の知見 元部に凹みあ り。扁平な茎部。
実測年月日
実 測 者

1993年 3月 24日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 660 0 8791 2 1690

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A営 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆のよ光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 冠 条 件 2 (°/O)

u  Sn )b Fe Sb A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのlll

鋼 剣 番 号 B列 49号 分 類 |   
―

全 長 催   51 80cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 51 00om 茎 下 端 幅 推   1 30cm
面 lAl 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 tt   49 90cm 突 起 の 位 置

“

圭   17 70cm
×ヒΠ lAl あ lBl な  し 刃 部  長 rt   32 20cm 到方最小幅の位置

重量愉浸前, 328 2富 重量 (含 浸後 ) 70富 今U 方  長 剖方下端の位置
A面脊 嶋 (a) 35cm B面脊 幅 (a) 37cn 茎 長 推   1 90cm 岳 ★ 幅 の 行 署

〃  (b) 40cm 35cm 突  起  嶋 突 起 部 脊 厚 0 76cm
〃  (C) 38cm 〃  (C) 38cm U方最小幅 到 方 下 端 脊 厚 0 78cm

43cm 〃  (d) 51crp U方下端幅 最 大 幅 部 春 厚 0 83cm
〃  (e) 45cm 〃  (C) 43cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 95cn

特 徴
茎側面に甲張り残る。突起の位置がやや低め。
鋒部に刃がついていない。刃部が長め。

遺存状態   Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚

関  端  部  厚

修理中の知見 扁平な脊部。元部に研磨痕。刃部の腐食著しし 実測年月日

実 測 者

1993年 10月 22日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 750 0 8756 2 1643

定量分析
Cu(%) Sn(O/。 ) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(oom)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 疋 条 件  2  (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その■
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銅 剣 番 号 B列 54号 分 類 |   
―

全 長 推  51 90cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5GY 6/4 現  存  長 50 50cm 茎 下 端 幅 推   1 55cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49,80cm 窄 記 の 作 署 18 00cm

× 印 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 割筆   31.80cm 割方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 270 2富 重呈(含浸後) 260 0g 割  方  長 れ臨    5 30cm 到 方下 端 の位 置 推  12 70cm
A面春 幅 (a) 1 405cm B画脊幅(a) 1 385cm 茎 長 2 10cm 最 大 V邑 の 位 置

〃  (b) 41cm 〃  (b) 40cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 65cm
〃  (C) 48cln 〃  (C) 48cm 到 万 最 小中昌 今U方 下 端 脊 厚 朝圭    0 68cm
〃  (d) 推 53cln 〃  (d) 推 49cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 70cm
〃  (e) 1_615cm 1 595cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 805cm

特   徴 脊厚が薄い。 遺存状態  Iv 最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 ≧部に朱 (?)付着。表面の腐食者しい。扁平な脊部。
日
者

月年
測

預実
実

1994年 6月 2日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 725 0_8767 2 1654

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(物6)I Fe(協6)l�ln(DDm Ni(°/6)I Sb(%)IZn(DOm)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(O/6) lRll定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのフ

銅 剣 番 号 B列53号 分 類 I   I-2-③ 全 長 れ見   50 70cm 関 rt    4 90cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 4/0 現  存  長 50 40cn 垂 下 端 鴨 1 50cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 優  4872帥 突 起 の 位 置 17 20cm
×ER lAl あ  り lBl な 刃  部  長 31 50cm 到方最小幅の位置 推  14.70cm

重量 (含浸前 ) 459 6Fr 重曼(含浸後) 445 0g 到  方  長 5 75cm 到 方 下 端 の位 置 45cm
A面脊 幅 (al 1   1 34cm B面脊幅(a) 46cm 茎 長 1 98cm 最 大 幅 の ,漕 朝圭    8.50cm

〃   (b)1       1 38cm 〃  (b) 46cm 突  起  幅 確   6 10cm 突 起 部 脊 厚 0,77cm
〃   (C)1        1 43cm 〃  (C) 49cm 弁J方景 推    5 00cm 到 方 下 端 春 厚 0.81cm

(d)1        1 51cm 54cm 割 万 下

'市

中邑 推    6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cm
〃   (e)1        1 60cm 〃  (e) 66cm 最 大 幅 j●    6 40cm 関 部 春 厚 0_99cm

特   徴
全長がやや短かめ。突起の位置が低め。
元部が短かめで関幅も狭い。鋳型のズレあり。

遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の知見 やや短めの剣身。メタル残存量多し 日
者

月年
測

瀕実
実

1993年 10月 27日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206

17_669 0 8788 2 1668

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) Ag(%)I As(O/a)I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(°/O)IZn(DOm)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
誤」冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊 〕

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si A K  Ca  Ci  S その4

鋼 父U番 号 B列 52号 分 類 I    IV 全 長 推  51 91cm 関 幅 tt    5 60cm
切 先 方 向 谷   ロ 色 調 1  5GY 4/4 現  存  長 51 52om 茎 下 端 幅 1 66cm

面 釣 尾  根 lBj  谷 剣 身 長 割圭   49 70cln 寮 江 の 作 督 17 20cn
×EΠ lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 謝臨   32 50cm η方掃川ヽ幅の行置 15 20cm

重量 (含浸前 ) 325 5富 重量 (含 浸後 ) 337_Og 到  万  長 復   5 70cm fl万下端の位置 11 50cln
A面 脊 幅 (a) 43cm B面春 幅 (→ 1 44cn 茎 長 2 21cm 最 大 幅 の 位 置 9 70cm

〃  (b) 45cm 〃  (b) 1 42cn 突 起  幅 突 起 部 春 厚 0 68cm
〃  (C) 〃  (C) 1 47cm 考U方最 小 幅 到方下端脊厚 0 70cm
〃  (d) 59cm 〃  (d) 1_50cm 今U方下 端 幅 コ臨    6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 729m
〃  (C) 62cm 〃  (e) 1,70cm 最 大 幅 It    6 40cm 関 部 脊 厚 0 76cm

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置が低め。
元部が短かめ。刃部が長め。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関 鈴 部 厚 0_14cm

修理中の知見 元部に研磨痕。扁平な脊部。元部に鋳型のズレあり。
日
者

月年
測

実
実

1993年 10月 22日

吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 673 0 8788 2 1675

定量分析
Cu(%i Sn(%) A質 (%, I As(%)I Bi(%) Co(°/。 )I Fe(%)l� ln(oOmi Ni(°/6)I Sb(O/n)IZn(DOm)

鋳の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(0/6) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その犯
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銅 剣 番 号 I   B列 57号 分 類 |   
―

全 長 推   52 50cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5GY 6/4 現  存  長 51 70cm 茎 下 端 幅 推   1 60cnl
面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  50 30cm 突 tEの 作 音 平  18 25cm

× 印 60 を 0 あ  り 刃 部  長 推平 32 05cm 今J方 叔小幅の位置
重量 (含 浸前 ) 372 4g 重量 (含浸後 ) 365 0々 今J 方 長 到 万 下 端 の位 置

A向脊 中昌(a) B面脊 幅 僻) 35cm 墓 長 tt    2 20cm 最 大 幅 の 位 置
〃  (b) 〃  (b) 43cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 73cm
〃  (C) 46cm 〃  (C) 47cm 考U方最 小 幅 到 万 下 端 脊 厚 0 76cm
〃  (d) 49cm 〃  (d) 50cm ●

Al方
下 玲 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 80cm

〃  (e) 66cm 69cm 最 大  幅 伺  言Б  春  厚 0^92cm

特   徴 脊厚がやや薄め。刃部がやや長め。 遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 都 厚

関 端 都 厚

修理中の知見 樋に匙面状の凹みあり。 日
者

月年
測

預実
実

日
子

月
綾

年
藤

‐９
佐

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

736 0 8765 2 1664

定 量 分 析
Cu(%) Sn(0/6) Ph(% A質 (%)I As(°/。 )I Bi(%i Co(O/。 )I Fe(°/6)llln(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(Dつ m)

鋪の営光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 浜J定 条 件 2(O/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Cl  R その¶

銅 剣 番 号 B列 56号 分 類 I   I-2-① 全 長 51 60cm 関 幅 4 95cm
切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5GY 4/2 現  幕  長 51 60cm 茎 下 端 幅 1 47cm

面 lAl尾  根 0  谷 剣  身  長 49 55cm 突 起 の 位 置 17 80cm
×印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 80cm 割万最小幅の位置 推  16.20cm

重量 (含浸前 ) 420 3g 重量 (含浸後 ) 395 0宣 今J 方 長 引F    5 90cnE 割 方下 端 の位 置 平  11 90cm
A面春 幅 (a) 23cm B面春 幅 (al 24cm 茎 長 2 05cm 最 大 幅 の 位 置 推  1020心m

〃  (b) 22cm 28cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 28cm 〃  (C) 割 方最 小 幅 剖 方下端脊 厚 0 72cm
〃  (d) BBcm 〃  (d) 34cm 到 方 下 蛉 幅 半    6 01cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 715cm
〃  (e) 46cm 〃  (e) 1 385cm 最 大 幅 6 30cm 関  部  春 厚 0 82cm

特   徴
脊厚が薄い。元部がやや短かめ。
茎が細め。最大幅部付近の鋳型のズレが著し▼

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 135cm

関 端 部 厚 0 145cm

修理中の知見 元部に鋳型のズレと思われる段差著しい。短めの茎部。 日
者

月年
測

実
実

1994年 5月 27日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204    1    207/206 208/206
17.684    1    o8782 2 1678

定量分析
Cu(%: Sn(O/。 ) !b(% A質 (%)I As(%)I Bi(°/。 : Co(O/6)I Fe(°/6)l� ln Ni(%)I Sb(%)IZn(。 っm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A只 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その什

銅 剣 番 号 Ь夕B55号    十分 類 |  ―― 令 長 優   51 90cm 関 幅 羽圭    5 20cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  56Y5/4 現  再  長 51 45cm 茎 下 端 幅 復   1 47cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 ℃昆   50 10cm 突 起 の 4立 音 コ≧   18 00cm
lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 詢ヒ   32 05cm 到 万掃 小隠 の位 漕

重量 (含浸前 ) 367 4宜 重量(含 浸後) 360 0「 到  方  長 割 方下 端 の位 置
A面脊 幅 (a) 1 355cm B面春 幅 (→ 22cm 茎 長 1 80cm 最 大 幅 の 位 置

〃   (b)1      1 305cm 〃  (b) 突  起  嶋 突 起 部 脊 厚 0_73cm
〃  ( 1 36cm 〃  (C) 29cm 割 方最 小 幅 台U方 下 鈴 春 厚 0 76cm

l 〃  (d) 1 315cm 今U方下 端 幅 最 大 鴨 部 脊 厚 0 755cm
″  (e) 1 61cm 〃  (e) 推 38cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 88cm

特   徴
脊厚が薄め。刃部がやや長め。
脊と翼の境の際取り明瞭。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚

関  端  部  厚 0 16cm

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。 実損1年月 日
実 測 老

日

子

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
7 634 0 8797 2 1678

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宮 (%)I As(%)I B % Co(%)I Fe(%)IMn(っっml Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
損‖ 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu  Sn Pb 
「

e As Si  AI  K Ca CI  S その礼
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銅 父U ttξ サ B列 60号 分 劉    
―

全 長 推 15cm 関 幅

切 先 方 向 谷    口 色 調 1  5G6/4 現  存  長 50 65cm 茎 下 端 幅 1 395cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   49 12cm 突 起 の 位 置 推  1630伽
×E日 ω  な lBl あ  り 刃  部  長 れヒ   32 75cm 手」方最小幅の位 置

重量 (含 浸前 ) 395 3g 重量 (含浸後 ) 384 0g 到  方  長 割 方 下 端 の位 置

A面脊 幅 (a) 推 27cm B面者 幅 (a) 推 1 365cm 茎 長 平  2 03cm 最 大 甲この 位 置

〃  (b) 37cm 〃  (b) 1 36cm 突 起 鴨 突 起 部 脊 厚 推   0 895cm
〃  (C) 1 425cm 〃  (C) 1 44cm 到 方 最 小 幅 今U方 下 端 脊 厚 0 89cm

〃  (d) 1 405cm 〃  (d) 1 475cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 90cm

〃  (e) 49cm 〃  (e) 1 55cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴
脊厚が厚 く、さらに脊が左右に属折する。
突起の位置が低い。刃部が長め。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅部 玲 部 厚

関  端  部  厚

修理中の知見 刃部がほとんど欠損。
日
者

月年
測

韻実
実

1994年 6月 8日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204           1           207/206 208/206

17 689            1            0 8782 2 1691

定量分析
Cu(0/6) Sn(%) Pb(%)I Ag(%〕 I As(O/n)I B (% Co(%)I Fe(°/。 )IMn(っ Dml Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その飩

9同 剣 香 サ      B列 59号 分 類  I   I-1-① 今 長 狼   51 60cm 関 幅

“

圭    5 00cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/0 現  存  長 51 55cm 茎 下 端 幅 1 69cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  49 50cm 窄 TEの 行 置 18 50cn

×E日 lAl あ   り lBl を 刃 部 長 推  31 00cm 到方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含 浸前 ) 4 重量 (含浸後 ) 384 0g 到  方  長 5 80cm 到 方下 端 の位 置 12 70cm

A面脊 幅 (→ 27cm B面脊 幅 ●) 23om 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の イ立 置 11 00cm

〃  (b) 〃  (b) 24cm 突  起  幅 推   5 65cn 突 起 部 脊 厚 0 66cm

〃  (C) 〃  (C) 34cm 割 方 最 小 幅 推   500伽 割 方 下 端 脊 厚 0 71cm

〃  (d) 38cm 看U方下 端 幅 6 16cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 748cm

60cm 〃  (e) 62cm 最  大  幅 6 27cm 関 部 脊 厚 0 89cm

特   徴
脊厚が薄い。
茎がやや太い。脊と翼の境の際取り明瞭。

遺存状態   I 最大幅部端部厚 0 14cm

関  端  部  厚 0 14cm

修理中の知見 元部に鋳型のズレと思われる段差者 しい。硬いコブ錆が付着。
日
者

月年
測

実
実

1994年 6月 9日
金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 936 0 8681 2 1587

定 量 分 析
Cu(O/。 ) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(°/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
狽J冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S その従

鋼 剣 巻 サ B列 58号 今 長 勃と   53 08cm 関 幅 5 10cm

切 先 方 向 谷    口 色 調 1   5G4 現  存  長 52 60cn 事 下 蛉 幅 775cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 父U 身  長 推   50 79cm 矢 起 の 位 置 8_00cm

141 な  し lBl あ  り 刃 部 長 推   32 70cm 割万最小幅の位置 推 5 50cm

重量 (含浸前 ) 424 8質 重暑 (含浸後 ) 410 0富 今U 方  長 平    5 70cm 到 方 下 端 の位 置 平 2 30cm

A画脊 叩昌(a) 1 375cm B面脊幅(→ 445cm 率 長 2 29cm 最 大 唱 の 4立 遭 9.50cm

1 405cm 1 405cn 突  起  鴨 推    5 60cm 寮 定巳 部  旱畢 厚 0 66cn

〃   (C) 1 435cm 〃  (C) 1 435cm 考Uフ,妄莞/」 中ヽ目 推   4 90cm 割 方 下 端 脊 厚 0 74cm

〃  (d) 1 55cm 〃  (d) 1 54cm 今U方下 端 幅 推   617伽 最 大 幅 部 脊 厚 0 76cm

1 725on 〃  (e) 1 69cm 最 大  幅 6 31cnl 関 部 脊 厚 0 875cn

特 徴
脊厚が毒め。全体に薄い。茎が長めで大し

全長が長めで、刃部も長め。脊幅が広い。
遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 18cm

関  端  部  厚 0 19cm

修理中の知見 やや幅広な剣身。研磨痕あり。
日

者

月年
測

根実
実

1994年 6月 7日
永 島 いずみ

鉛 同位体比
206/204 207/206 208/206

17 684 0 8783 2 1687

定量分析
Cu(%) Sn(ツ 6 Pb(%) A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(O/n) Zn(00m)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn 'b Fe Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S その花
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銅 剣 番 号 B列 63号 分 翔    
―

全 長 推  50 95cm 関 幅

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 6/2 現  存  長 50 75cm 茎 下 端 幅 朝ヒ    1 55cm
面 lAl 尾  根 lBl 谷 剣 身 長 推   49 32cm 突 起 の 位 置 コと    19 0cm

× 印 OO な  し lBl あ 刃 部  長 tt   30 30cm 判方最小幅の位置
蔓量 (含浸前 ) 3142R 重量 (含浸後 | 307 0g 割  方  長 李」方下端の位置
A面脊 幅 (a) 1 39cm B面脊幅la) 1 34cm 茎 長 1 63cn 最 大 幅 の 位 置

〃  (b) 1 40cm 〃  (b) 1 405cm 突 起 幅 突 起 部 春 厚 0 67cm
〃  (C) 1 46cm 〃  (C) 1 43cln 到 方 下 端 春 厚 0 72cm

1 50cm 〃  (d) 1 49cm 奪U方下 端 幅 最大幅部脊厚 0 66cm
〃  (e) 1 63cm 〃  (e) 1 51cm 最  大  幅 部 脊 厚 0 785cm

特 徴
脊厚が薄い。突起の位置が高め。
茎が短かい。刃部がやや短かい。

遺存状態  Iw 最 大 幅 部 端 部 厚

関  端  部  厚

修理中の知見 扁平な茎部。表面がクレーター状に腐食。 日
者

月年
測

実
実

1994年 5月 25日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17 929 0 8702 2 1582

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A貿 (%)I As(%) %, Co(%)I Fe(°/0)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
狽」冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのII

銅 剣 を矛号 I     Bア H62号 分 類  I   III-1-② 令 長 It   52 50cm 関 幅 推   5 60cn
切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5GY 4/2 蕩`存  長 52 05cm 垂 下 端 幅 1 81cn

面 lAl 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 4三   50 14cm 突 起 の 位 置 18 50cm
ω  あ  り lBl な  し 刃  部  長 推  31 60cn 到方最小幅の位置 コ圭   16 30cm

重量 (含浸前 ) 500 6富 重量(含浸後) 482 0富 参U 方  長 コ竺    4 50cm 今」方下端の位置 推   14 00cm
A面脊 幅 (a) 40cm B面脊 鴨 (a) 41cm 事 長 2 36cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm

〃  (b) 41cm 〃  (b) 突 起 幅 推    5 80cm 突 起 部 春 厚 )7Bcm
42cm 〃  (C) 51cm 到 万 長 小 幅 推    5 00cm 到 方 下 端 春 厚 0 82cn
47cm 57cm 到 方 下 端 幅 認圭    5 90cm 最大幅部脊厚 0 86cm

″  (e) 68cm 〃  (e) 68cm 最  大  IB 6 51cm 関  部  脊  厚 0 98cm

特 徴
脊厚が厚め。
研磨全 く無し。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 20cm

関 端 部 厚 0 19cm

修理中の知見 甲張り落としのみ行っている。刃部等の研ぎ出し未。太短い茎部。 日
者

月年
測

狽実
実

日
子

月
綾

年
藤

‐９
佐

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206
7 721 0 8779 2 1676

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) A質 (%)I As(%) %, Co(MS)I Fe(%)IWIn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)
79 8 12 1 038 010 1 046 1 <l 012 1 052 1 58

錆の蛍光X線

試 料 色 調
状」冠 条 件 ユ (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  もn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Ci  S その‖

銅 剣 番 号 I   B列 61号 分 類 |    
―

全 長 ヨ笙   51 50cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5G5/4 現  存  長 50 90cm ≧ 下 端 幅 引圭    1 75cm
面 ω 昆  経 lBl 谷 剣  身  長 推   49 30cm 突 起 の 位 置 割笠   17 50cm

× 印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 推  31 80cm 到方最小幅の位置

重量(含浸前) 3 重量 (含浸後 ) 20g 到  万  長 創方下端の位置
A面脊 中邑(a) 46cm B面春 幅 (a) 60cm 茎 長 推   2 20cm 最 大 幅 の イす 置

〃  (b) 52cm 〃  (b) 60cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 70cm
〃  (C) 〃  (C) 60cm 今J方最 小 幅 今U方 下 端 脊 厚 0 74cm

60cm 〃  (d) 65cm 割 万 下 端 WiH 最 大 幅 部 春 厚 0 74cm
〃  (e) 〃  (e) 72cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 87cm

特 徴
脊厚が薄め。脊幅が広し
茎が太い。

遺存状態  Ⅳ 最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 扁平な茎部。
日

者

月年
測

誤実
実

1994年 6月 16日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206

17 678 0 8783 2 1674

定量分析
Cu(%) Sn(%)I Ph(隊 Ⅲ A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(O/n

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのィ
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銅 剣 番 号 B列 66→ 分 類 I 11 全 長 51 65cm 幅 推  5 20cm
切 先 方 向 谷   口 有 5G5/4 現 存  長 51 65cln 茎 下 端 幅 1,34cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49 50cm 賓 湿 の イ立 漕 17 95cm
lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 31 55cm 今J万 最小鴨の位 置 割圭   15 50om

重暑 (含浸百 358 8富 重量 (含浸後 ) 350.Og 万  長 推   5 50cm 到 方 下 端 の位 置 推 45cn
A面脊 鴨 (a) 1 29cm B面春 幅 (al 1 25cm 茎 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 推  9 50cn

〃  (b) 1 34cm 〃  (b) 1 30cm 突  起  幅 引圭    5 80cln 突 起 都 脊 厚 0 73cm
〃  (C) 35cm 〃  (C) 1 判方最 /Jヽ 1痘

“

三   5 05cn 到 万 下 端 脊 厚 0,78cm
1 45cm ″  (d) 1 35cm H方下 蛉 幅 6 10cm 最 幅 部 脊 厚 0 79cm

1 465cm 最  大  幅 推  6 40cm 関 郡 脊 厚 0 86cm

特   徴
脊厚が薄め。茎が細い。
鋒部の刃端部が平坦。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 0 14cm

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 鋒部の刃部は未調整。 日
者

月年
測

預実
実

日
子

・３

り

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位体比
207/206

17 766 0 8766 2 1651

定 量 分 析
Cu(°/6) Sn(% Pb(9/0) Ag(°/6) As(%)IB (O/。 ) C。 (O/6) Fe(%)IMn(っ。m Ni(°/。 )I Sb(°/。 )IZn(DDm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
副 冠 条 イ牛 ユ (%, 測 定 条 件 2(%Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si A Ca CI  S その拠

銅 剣 番 サ I   B列 65号 ケ) 奈負 |      
―

全 長 推   52 25cm 関 鴨

切 先 方 向 1   谷  奥 色 副 1  5GY 5/4 現  存  長 51,83cコ 基   卜  端   鴨

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 Tt  5()3()cm 饗 IBの オ

'看
推  18 70cm

× 印 lBl ―― 刃 部 長 4   31 60cm 割方最小幅の位置

重量(含浸前)1    2567g 重量 (含浸後 ) 252 0 Ff 割  万  長 到 方 下 端 の位 置

A面 脊 幅 (a)1   1 35cm B面春 幅 僻) 1 30cm 茎 長 推   195伽 最 大 幅 の 位 置

〃   (b)1       1 37cm 1 33cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 62cm
〃  (C) 51cm 〃  (C) 1 43cm 割 方 最 小 幅 到 万 下 端 脊 0 71cm
〃   (d, 1        1 53cm 〃  (d) 1 47cm 今」方下端幅 最 大 幅 部 脊 , 0 73cm
〃   (e)|     ヤヒ1 67cm 推1 60cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 0 82cm

特   徴 脊厚が薄い。鋒部に鋳掛けあり。
遺存状態  Iw 最大幅部端部厚

関 音籐 チ早

修理中の知見 元部の片半身が欠損。表面がクレーター状に腐食。 日
者

月年
測

涙実
実

1994年 6月 13日

永 島 いずみ
207/206

17 845 0 8711 2_1538

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(°/O)IZn(DDm

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(° /6)

Cu  Sn b Fe Sb A質 Cu Sn Pb Fe As  Si  A K Ca Cl  R その・Ill

銅 剣 番 号 B列 64号 分 類  I   I-2-の 全 長 つ豆   51,95cm 関 幅 5 30cn
切 先 方 向 谷    日 色 調 1  5G4/0 現  存  長 51_85cm 茎 下 端 幅 161

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 つ琵   50 15cm 賽 証 の イ亨 苦 半 7 96cm
× 印 lAl あ   り lBl な  し 刃  部  長 推  32 10cm 副方掃 川ヽ幅 の rif替 6_00cm

重量 (含浸前 ) 413.6g 重量 (含浸後 ) 380 0富 奪U 方  長 引F    6 20cm 手U方下 端 の位 置 平 1 80cm
A血春巾呂(a) 1 36cm B面脊 幅 (→ 1 27cnl ≡ 長 1 80cm 最 大 幅 の 位 置 0 00cm

1 38cm 〃  (b) 1 27cm 突  起  幅 5 44cm 突 起 部 春 厚 0 72cm
〃  (C) 1 41cm 〃  (C 1 38cm 到 方 最 小 幅 推   4 80cm ll方 下端脊厚 0 76cm
〃  (d) 1 47cm 〃  (d) 1 40cm 到 方 下 鈴 幅 推    6 40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 79cm
〃  (e 1 51cm 〃  (e) 1_52cm 最 大  幅 6 60cm 関 部 脊 厚 0 89cm

特   徴
脊厚が薄め。刃部がやや長め。
茎がやや短かめ。鋒先端甲張り落としの面あり。

遺存状態   1 最大 幅 部 端 部 厚 0 105cm

関 端 部 厚 118cm

修理中の知見 鋒部付近で剣身に垂直な研磨痕。残存状態良好。 日
者

月年
測

洩実
実

1994年 5月 27日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 695 0 8780 2 1658

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A買 (%)I As(%)I BI(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%) Zn(っっm)

7 0 058  1  0 045  1  -―――

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 冠 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Ci  S その¶
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銅 剣 番 号 I     B列 69号 分 類 I 12③ 全 長 ℃昆   50 45cm 関 5 10cm
切 先 方 向 1   谷  興 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 10cm 茎 下 端 幅 1 65cm

面 ω 昆  根 lBl  谷 央U 身  長 つ見   48 35cm 突 起 の 位 置 17 10cm
lAl な  し ①  あ  り 刃 詈b長 詢障   31 15cm 割方最小幅の位置 15 00cm

重量 (含 浸前 ) 462 1富 重量 (含浸後 ) 456 0g 今U 方  長 5_30cm 創 万 卜端 の位 置 11 80cm
A面脊幅(al 1 27cm B面春 幅 (→ 1 35cm 堅 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 9 00cln

〃  (b) 1 32cm 〃  (b) 1 32cm 突 起 幅 詢ヒ    5 30cm 央 起 部 脊 厚 0 94cm
〃  (C) 1 35cm 〃  (C) 1 39cm 到 万編克/1ヽ 甲邑 4 70om 到 方 下 端 脊 厚 0 96cm
〃  (a) 1 39cm 〃  (d) 1 41cn 到 万 下 端 幅 5 90cn 最大幅部脊厚
〃  (e〕 1 66cm 〃  (e) 1 57cm 最  大  幅 6 30cm 関 部 肴 厚 1 10cm

特   徴
全体に厚 く細身。突起の位置が低め。
元部が短かめ。脊と翼の境の際取り明瞭。

遺存状態  H 最 大 鴨 部 端 部 厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 23cn

修理中の知見 九みのある茎部。九みのある脊部。脊部の付け根に一条の沈線あり。
日

者

月年
測

浪実
実

1994年 6月 20日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 755 0 8750 2 1648

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(9/0) 代g(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
演1冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのll

銅 剣 番 号 B列68号 分 類 I   I-2-① 全 長 51 95cm 関 幅 5 22cm
切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5GY 2/0 現  存  長 51 95cm ≡ 下 端 幅 1 535cm

面 lAl 揖乳   本屋 0  谷 剣  身  長 49,50cm 突 起 の 位 置 18 10cm
①  な  し ①  あ  り 刃 部 長 31 40cm ll方最小幅の位置 16 00cm

重量(含浸前) 4 重量 (含浸後〕 392 0g 到  方  長 平    6 20cm 到 方下 端 の位 置 半  ■ 90cnE

A面脊 幅 (a) 35cm B面春 幅 (→ 茎 長 2 45cm 最 大 幅 の 柿 置 10 00cm
〃  (b) 1 385cm 〃  (b) 1 325cm 突 起  IB 詢ヒ    5 40cm 矢 起 部 香 厚 0 71cm
〃  (C) 〃  (C) 1 335cnt 到 方 最 小 幅 4 535cn 到 方 下 端 春 厚 0 75cm
〃  (d) 1 415cm 〃  (d) 到 万 下 端 幅 ヨ『     6 25cm 最 大 幅 部 杏 厚 0 77cm
〃  (e) 1 525cn 〃  (e) 48cm 最  大  幅 6 425cm 関 部 脊 厚 0 895cm

特   徴
脊厚が薄め。今」方が長 く、割 り込み方が深▼
茎が長い。鋳型のズレが目立つ。

遺存状態   I 最大幅部端部厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 175cm

修理中の知見 全体的に硬い錆が付着。茎下端面に人工的な穴、錆掛けあり。
日

者

月年
測

実
実

1994年 6月 15日

永 島 いずみ

鉛 同位体比
206/204 207/206

17 0 8771 2 1665

定量分析
Cu(%) Sn(%) Ph(% A璧 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn( Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (U/6) 浪J定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 B列 67号 分 類 |    
―

全 長 つ昆   52 50cm 関 幅 推    5 40cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G6/4 現 長 52 05cm 茎 下 端 幅 1 55cm

面 lAl 尾  根 (Bl   谷 長 わ豆   50 55cm 窄 IPDの 行 活 19 20cm
× 印 lAl な (動  あ   り 刃 部 長 」E   31 35cm 割万最小幅の位 置 16 80cm

重量 (含浸前 ) 400 1g 重量 ( ド浸後 ) 390 0宜 到 方 長 6 20cm 奪U方下 端 の位 置 13 00cm
A面春 幅 (→ B面脊 幅 (a) 34cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cn

〃  (b) 40αm 35cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 69cm
〃  (C) 43cm 〃  (C) 37cn 考U方最 小 幅 割 万 下 端 脊 厚 0 75cm
〃  (d) 45cm 〃  (d) 39cm 到 方 下 錦 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 78cm
〃  (e) 60cm 〃  (e) 最 大 幅 関 部 脊 厚 0 94cm

特   徴
脊厚が薄め。突起の位置が高め。
元部の外形が直線に近 く、幅広な印象。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 185cm

関 端 部 厚 0 21cn

修理中の知見 元部に鋳型のズレと思われる段差著しラ 日

者

月年
測

実
実

1994年 6月 15日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
と7 773 8766 2 1686

定 量 分 析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(0/6 A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn ppm Ni(%, I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(0/6) 演J冠 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S /rの 朴
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銅 剣 番 号 B列 72号 今 長 わ豆   52 25cm 関 幅 推   65()cm
切 先 方 向 谷   ロ 色 調 1  5G5/2 現  存  長 51 95cm 茎 下 端 幅 1 70cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 ℃見   49,95cm 突 起 の 位 置 18 60cm

×印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 引笠   31 30cm 到方最小幅の位置 16 50cm

重景 (含浸前 ) 393 2質 重量 (含 浸後 ) 333 0々 到  方  長 5 70cm 到 方 下 端 の位 置 12 90cm

A血春 1晶 (a) B面脊幅(a) 1 32cm 茎 長 2 35cm 長 大 幅 の イV置 00cm

32cm 1 38cnl 突 起 幅 IE    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 65cm

(C) 〃  (C) 1 45cm 到 方 最 小 幅 tt    5 00cm 割 方 下 端 脊 厚 0 725cm
〃  (d) 45cm 〃  (d) 1 45cm 到 方 下 端 幅 朝圭    6 40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 745cm
〃  (e) 64cm 〃  ( 1 63cm 最  大  幅 推   6 60cm 関 部 春 厚 0 86cm

特   徴
脊厚が薄い。
やや幅広な剣身。鋳誉ドナあり。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 155cm

関 端 部 厚 0 155cm

修理中の知見 元部に鋳型のズレと思われる段差著しい。扁平な脊部。長めの茎部。
Ｅ
者

月年
測

狽実
実

日
子

２２

り

月

ま
年
津

・９
金

鉛 同位体比
206/204 207/206 208/206

17 789 0 8745 2 1623

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/0) A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(°/6)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色  詞
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A買 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 B列 71号 分 類 I   III― 今 長 推  50栃cm 関 幅 推   5_30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 訓 1  5G5/2 塊 π 長 50 85cm 茎 下 端 鴨 推    1 65cm

面 lAl 尾   根 lBl  谷 剣  身  長 It   49,00cm 突 起 の 位 置 18 95c“

×印 OO あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  30 05cm 到方最小幅の位置 16 50cm

重量 (含浸前 ) 395 4質 重量 (含浸後 385 0宜 今U 方  長 6 05cm 到 方 下 端 の位 置 12 90cn

A面春 幅 僻) BtJcm B面春 幅 侮) 28cm 芸 長 1 95cm 最 大 幅 の 作 音 1 50cm
〃  (b) ユ 445cm 1 315cn 突  起  鴨 lt    5 70om 突 起 部 脊 厚 0 67m
〃  (C) 1 525cm 38cn 到 方最 小 幅 推   5 10cm 今U方 下 端 脊 厚 0 71cm
〃  (d) 54cm 〃  (d) 1 405cm 考U方下 端 幅 推   640伽 最 大 幅 部 脊 厚 0 735cm
〃  (C) 1 695cm 〃  (e) 70cm 最  大  幅 推   6 60cm 関 部 寄 厚 0 96cm

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置が高め。
刃部がやや短かめ。茎がやや大め。やや幅広な剣身か。

遺存状態   Ⅱ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関  端  部  厚 0 20cm

修理中の知見 元部に朱が付着。元部の調整良好。
日
者

月年
測

損実
実

1994年 6月 21日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

7 842 0 8716 2 1561

定 量 分 析
Cu(% Sn(%) Pb(%) A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(協6)I Fe(協6)ぼ亜n(。っmi Ni(%) I Sb(%) IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(0/。 ) 測 定 条 件 2(° /a)

Cu  Sn  Pb  Fe  SIJ Ag Cu  Sn Pb Fe As Si A K  Ca  CI  S その/111

9同 剣 番 号 I     B列 70号 分 類 I    IW 仝 長 tt   51 63cm 関 幅 推   5 20cm
切 上 方 向 1   谷  口 角 調 1  56Y5/4 夢`存  長 50 63cm 事 下 端 幅 1 68cm

面 lAl尾  根 ) 谷 剣 身 長 推  49_4Ъ飩 饗 tt・ の イ立 替 16 90cn

×E日 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 コヒ   32 60cm 号J方 最小幅の位置 4 50cn

重量 (含 浸前 ) 485 3富 重量 (含 浸後)1    47602 到  方  長 rt    5 60cm 奪U方下 端 の位 置 推   11 30cm
A面脊 幅 (→ 1 28cm B面脊 幅 (a) 34cm 茎 長 平   2 10cm 最 大 幅 の 位 置 8 70cm

〃   (b)1      1 345cm 〃  (b) 40cm 突  起  幅 lt    5 90cm 突 d都 春 厚 O tJ9cm

45cm 〃  (C) 42cm 今U万最 /1ヽ 甲昌 推  5 05cm 到 万 下 端 脊 厚 1 04cn
〃  (d) 1 45cm 〃  (d) 44om 割 方 下 端 幅 It    6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 1 07cm
〃  (e) 1 55cm 〃  (e) 56cm 最  大  幅 lt    6 40cm 関  部  脊  厚 1 20cm

特   徴
脊厚が厚 く、さらに脊が左右に屈折するc

茎がやや大め。突起の位置が低い。
遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関  端  部  厚

修理中の知見 表面が クレーター状に腐食。丸みのある脊部。
日
者

月年
測

韻実
実

1994年 6月 23日

津 森 真 弓

鉛同位体比
207/206

17 714 0 877] 2 1660

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Ag(%)I A、 (%)I Bi(%) C。 (9`)I Fe(ラ

`)い
vln(aDm) Ni(°/n)I Sb(O/n)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(O/。 ) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その
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銅 会!1番 号 B列 75号 分 類 |    
―

全 長 ℃更   51 00cm 関 幅

切 先 方 向 谷 奥 色 調 1   5G5/4 現  存  長 50 94cm 茎 下 端 幅 1 75cm

面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長 4亘   49 25cm 饗 記 の イ亨 音 16 70cm
×印 lAl な lBl あ  り 刃 部  長 つ見   32 55cm 割万最小幅の位置 推  14 00cn

重量 (含浸前 ) 450 4g 重量 (含 浸後 ) 430 0g 到  方  長 推   5 80cm 奪U方下 端 の位 置 tt   10 90cm
A面春 幅 (al 1 38cn B面脊 幅 (a) 35cm ≧ 長 1 75cm 最 大 幅 の 位 置 rt    9 oocm

〃  (b) 1 40cm 〃  (b) 38cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 92cm
〃  (C) 1 42cm C) 45cm 割方最小幅 今U万 下 端 脊 厚 0 96cm
〃  (d) 1 45cm 〃  (d, 49cm 今U万下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 99cm
〃  (e) 1 43cm 〃  (e) 38cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 1 04cm

特 徴
脊厚が厚 く、A・ B面で脊にズレあり。突起の位置が低い
茎が短かめ。刃部が長め。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 蛉 部 厚 0 16cn

関 瑞 部 厚 0 19cm

修理中の知見 丸みのある茎部。表面がクレーター状に腐食。短めの元部。
日

者

月年
測

損実
実

1993年 10月 27日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204           1           207/206

17,758 8761 2 1649

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%)IA質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(°/O)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 卜疋 条 件 2

`%|Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Aビ Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その礼

銅 剣 番 号 L3夕J74号 分 類  I   I-1-① 全 長 引圭   51 85cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5G5/2 現  存  長 51 66cm 茎 下 端 幅 推    1 60cn
面 lAN尾  根 rRl 容 剣  身  長 Ft   49 60cm 突 起 の 位 置 18 70cm

ω  あ   り lBl な  し 刃 部  長 推  3090伽 到万最小幅の位置 tr   16 80cm
重量 (含浸前 ) 329 3宜 重量(含 浸後) 306 0g 割  方  長 5 70cm 奪U方下 端 の位 置 13 00cm
A面春 幅 (a) 36cm B面脊 幅 (a) 36cm 茎 長 推   2 25cln 最 大 幅 の 位 置 推  ■ 30cm

〃  (b) 41crn ″  (b) 42cn 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 61cm
″  (C) 〃  (C) 51cm 今J方最小幅 割 万 下 端 脊 厚 0 66cn
〃  (d) 53cm 56cm 到 万 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 67cm
〃  (e) 65cm 〃  (e) 68cm 最  大  幅 tt    6_40cm 関  部  脊  厚 0 88cm

特 徴
脊厚が薄い。
茎がやや長め。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関 端 都 厚 0 20cm

修理中の知見 扁平な脊部。元部に粗い研磨痕。 実測年月日

実 測 者

1993年 10月 26日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206

17 737 0 8758 2 1643

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(0/6) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(按 6, Mn(っっmi Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
lHl冠 条 件 1(%) 定 条 件 2  (%)

Cu Fe Sb Ag Cu Pb Fe As A K  Ca CI  S その¶

銅 剣 番 号 B列 73号 分 類 |  ― ― 全 長 引ヒ   51 70cm 関 幅

切 上 方 向 谷 奥 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 50 80cm 茎 下 鈴 幅 朝笠    1 60cm
面 ω 尾  根 0 谷 剣  身  長 推  49 60cm 突 証 の イ亨 苦 IE   18 50cm
×

=Π
①  あ  り lBl 刃 部 長 推  31 10cm 割万最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 280 4々 重量 (含 浸後〕 262 0g 割  万  長 到 方下 端 の位 置

A面 脊 幅 (a) 1 27cm B面脊幅(→ 1 30cm ≡ 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置

〃  (b) 1 33cm 〃  (b) 1 39cm 突 起  幅 突 起 部 春 厚 0 67cn

(C) 1 42cm 〃  (C) 1 38cm 到方ギ衰/Jヽ 1届 考」方下端脊厚 0 76cn
〃  (d) 1 44cm 〃  (d) 1 37cm 斉J方下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 78cm
〃  (e) 1 59cm 1 59cm 賃克  ノく  甲邑 関 郡 脊 厚 0 87cm

特 徴 脊厚が薄め。飼が一部不明瞭。
遺存状態  Ⅳ

最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 全体的に粉状に腐食。残存状態悪し 実測年月 日

実 測 者

1994年 6月 28日

佐 藤 綾 子

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206

17 688 0 8768 2 1685

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(ヲ

`)I Fe(°
/0)l� ln(OOm Ni(%)I Sb(%)IZn(pp肛

88 3 2 88 4 43 0 13  1  0 73 0062 1 0042 1  <1 0 15  1  0 64  1   12

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
測 乍 条 件 1(%Ⅲ 定 条 件 2  (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのld
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銅 剣 番 号 B列 78号 分 類 I  Ⅲ-1-② 全 長 復  52 14cm 関 幅 推   5 05cln
切 ■ 方 向 1   谷  日 色 調 1   5G5/4 現  存  長 52 04cm 茎 下 端 幅 1.52cm

面 lAl 尾   根 lBl  谷 剣  身  長 わ己   50 00cm 饗 起 の イ立 替

“

圭   18 60cm
×ED lAl あ  り lBl な 刃 著る 長 推 31 400cm 割万最小鴨の位置 4圭   16.50cm

重量 (含浸前 ) 392 0 Ft 重量 (含浸後 ) 375 0g 割  万  長 割圭    4_60cm 到 方 下 端 の位 置 推  14 00cm
A面脊 幅 (a) 23cm L白蒼 鴨 (a) 26cm 茎 長 2 14cm 最 大 幅 の 位 置 窮筆   10 00cm

〃  (b) 25cm 〃  (b) 29cm 突 起 幅 tL    5.50cm 突 起 部 春 厚 0 70om
31cm ″  (C) 35cm 到 方最 小 幅 推    4 90cm 考1方 下端脊 厚 0 74cm

〃  (d) 35cm 到 万 下端 叩邑 推 半  595伽 最 大 幅 郡 脊 厚 0 74cm
〃  (C) 51cm 〃  (e) 52cm 最  大  幅 」fE    6 20cm 関  音Ь 脊  厚 0 825cm

特   徴
脊厚が薄い。茎が細め。
割方が短かい。元部が長め。鋳雄μナあり。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 鈴 部 厚 0 155cm

関 端 部 厚 0 145cm

修理中の知見 やや幅広な剣身。元部は粉状に腐食。 日
者

月年
測

預実
実

日
子

２４

り

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位体比
206/204 207/206

7 781 0 8748 2 1628

定量分析
Cu(%, Sn(%) Pb(% Ag(°/6)I As(°/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)l sb(%)IZn(ppm)

鋳の蛍光X線

試  刈 色  調
段1冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si Al  K  Ca CI  S その/itl

鋼 剣 番 号 B列 77号 分 類  I   I-1-① 全 長 つ豆   51 90cm 関 幅 tL    5 80cm
切 先 方 向 谷  奥 色 訓 1  5GY 6/2 現 長 51 70cln 茎 下 端 幅 推    1 65cm

面 141 尾  根 lBl  谷 長 わ己   49 90α m 突 起 の 位 漕 18 75cm
×EE lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 復  31 05cm 到万最小鴨の位置 16 50cm

重量 (含 浸前 ) 379 9富 重最 (含 浸後 ) 365,Og 到  万  長 5 85cm 到 万 下 端 の位 置 12 90cm
A面脊 幅 (a) 1 305cm B面春 幅 (→ 1 285om 茎 長 2 000m 最 大 幅 の 位 置 9 70cn

1 24cm 〃  (b) 1 32cm 突 起  幅

“

4    6 00cm 突 起 部 杏 厚 0 68cm

1 35cm 〃  (C) 1 40cm 到 方 最 小 幅 TE    5 20cm 引方下端脊厚 0 7359m
〃  (d) 1 465cm 〃  (d) 1 415cm 今J方下端幅 推   6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 78cm
〃  (e) 1 64cm 1.63cm 最  大  幅 推   6 65cm 関 郡 脊 厚 0 87cm

特 徴
脊厚が薄め。茎がやや太め。翼端部甲張り落としの痕ワ
が明瞭。元部が比較的直線に近い。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 15om

修理中の知見 元部は粉状に腐食している。
日

者

月年
測

実
実

1994年 6月 24日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 725 0 8769 2 1672

定 量 分 析
Ciュ (%) Sn(%, Pb(%) Ag(°/0)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sh(%)IZn(。 Dπ

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) lRl厄 条 件 2(%)

Cu  Sn b Fe Sb A宣 Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S そのIt

銅 剣 瑠群サ B列76号 全 長

“

そ   52 60cm 関 コと    4 90cm
切 先 方 向 1   谷  ロ 色 調 1 5G5/4 現  存  長 52 10cm 茎 下 端 幅 1 58cm

面 lAl 昆  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   50 38cm 突 起 の 位 置 18 10cm
×印 lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 ヨ坐   32 30cm 割方最小幅の位置 16 50cm

重量(含浸前) 404 1富 重量 (含 浸後 ) 391 0質 今U 方  長 今J方下端の位置
A面脊 嶋 (→ 1   1 32cln B面脊 幅 (n 34cm 茎 長 2 22cm 最 大 幅 の 位 置 8 50cm

″   (b)1       1 34cm 34cn 突 起  嶋 推   5 40cm 突 起 部 脊 厚 0 83cm
〃  (C) 42cm 41cm 到 方 最 小 幅

“

圭    4 80cm 今U方 下 端 春 厚 0 86cm
〃  (d) 1 44cm 〃  (d) 42cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 92cm
〃  (e) 1 63cm 〃  (e) 60cm 最  大  幅 稚   6 3()cm 関 部 脊 厚 1 01cm

特   徴
脊厚が厚い。茎がやや長め。
刃部が長め。脊 と異の境の際取り明瞭。鋳継ドナあり。

遺存状態   III 最大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚 0 1lcm

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。鋳掛けあり。
日

者

月年
測

韻実
実

1994年 11月 1日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 719 0 8778 1666

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%) NIn(っ。m Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(DDm)

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(O/6) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  AI K  Ca  CI  S そのIH
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銅 剣 番 号 I    B列 81号 分 類 |   
―

仝 長 lt   52 60cm 関 鴨 ヨヒ    5 60cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 52 15cm 茎  F  端  中昌 推   1 60cn

面 lAl尾  根 lBl 谷 貪U 身  長 4   50 40cm 突 起 の 位 置 19 00cm
lAl あ   り 0 な  し 刃  部  長 コ臨   31 40cm 到方最小幅の位置 推  16 50cm

重量 (含 浸前 ) 370_0宜 重量 (含浸後 ) 352 0g 割  方  長 推    6 00cm 今U方下 端 の位 置 朝圭   13_00cm
A面春 幅 (a) 38cm B面春 幅 (al 1 37cm 茎 長 推   2 20cm 最 大 鴨 の 位 置 羽圭   11 00cm

〃   (b)1       1 40cm 〃  (b) 1 43cm 突  起  幅 突 起 部 青 厚 0 66cm
1 46om 49cln 割 万 最 /1ヽ 中昌 IfE    5 00cm 今り方 下 端 脊 厚 0 72cn

〃  (d) 1 48cm 1 47cm 到 方 下 端 幅 fft    6 20cm 最 大 幅 部 春 厚 0 73cm
〃  (e) 65cm 1 56cm 最  大  幅 関 吾卜 有 厚 0 74cm

特 徴
脊厚が薄い。突起の位置が高め。
茎がやや長め。

遺存状態  III 最大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 扁平で長めの≧部。 実測年月日
実 測 者

1993年 10月 29日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 706 0 8777 2 1671

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/a) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
殺1厄 条 件 1(%) 定 条 作 2  (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A留 Cu  もn デb 
「

e As Ы  AI  K  Ca CI  S その■

銅 剣 番 号 B列 80号 全 長 巧ミ   51 62cm 関 幅 推  5 35cm
切 先 方 向 谷 日 色 調 1 5G5/4 現  存  長 51 51cm 茎 下 端 幅 1 53cm

面 lAl尾  根 lBl 谷 資‖ 身  長 復  49,60cm 突 起 の 位 置 17 60cm
×Eロ lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 ℃昆   32 00cm 割方最小幅の位 置 推  1500∞

重量 (含浸前 ) 389 1富 重量(含浸後) 370 0g 到  方  長 ltt    5 70cm 到 方 下 端 の位 置 詢笠   11 90cm
A面 脊 幅 (a) 30cm B面脊 嶋 (a) 30cm 茎 長 2 02cm 最 大 幅 の 位 置 10 60cm

31cm 〃  (b) 35cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 67cm
〃  (C) 38cm 〃  (C) 34cn 到 方最 小 幅 割 方 下 端 脊 厚 0 71cm
″  (d) 〃  (d) 40cm 割 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0,74cm
〃  (C) 52cm 51cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 86cm

特 徴
脊厚が薄い。突起の位置やや低め。
刃部がやや長め。今U方下端部分の張り出しが強▼

遺存状態  Ш
最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 元部の調整良好。
日
者

月年
測

預実
実

1994年 10月 28日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204           1           207/206 208/206

17.712    1    o8773 2 1660

定 量 分 折
Cu(%) Sn(%) Pb(%)IA釘 (%)I As(%)I Bi(0/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn Эpm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

鈴のよ光X線

試  料 色  調
演]冠 条 件 1(%) 定 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その41

◆同剣 番 号 I     B列 79号 分 類 |    
―

全 長 優  52 20cn 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G6/4 現  存  長 51 88om 茎 下 端 幅 推   1 80cm
面 lAl 尾  根 0 谷 剣  身  長 復  5040伽 突 起 の イ立 置 19 10cm

lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 η亘   31 30cm 脅J方 最小鳴 のイヤ替 推  17 00cm
重暑 (含浸前 ) 339 5g 重量 (含浸後 ) 326_0質 今J 方  長 今U方下 端 の位 置

A画否 叩邑(a) 38cm B面脊 幅 (a) 40cm 茎 長 推   1 80cm 最 大 幅 の 位 置 jt   l1 00cm

49cm 50cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 57cm
〃  (C) 48cm 〃  (C) 今U方最 /」 幅ヽ 到 方 下 端 春 厚 0 58cm
〃  (d) 57cm 〃  (d) 51cm 到 方 下 端 幅 最大幅部脊厚 0 60cm

68cm 〃  (e) 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 75cm

特 徴
茎がやや短かめで太い。突起の位置が高め。脊厚が薄し
刃部の端部に九味が残る。

遺存状態   Iw 最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関 端 部 厚

修理中の知見 全体に幅広な剣身で厚みがうすい。粒状の錆が多く付着。 実測年月日

実 測 者

1994年 6月 29日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 813 0 874ユ 2 1633

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm

錆の営光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 狽」 定 条 作 2

`%Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag
'u  Sn

Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その4
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銅 食U番 号 B列84号 今 長 推   50 85cm 関 幅 推   6 05cm
切 ヰ 方 向 谷    口 色 調 1  5GY 5/2 現 存 長 50 24cm 茎 下 端 幅 確   1 60cm

画 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 00cm 突 起 の 位 置 17 40cm

lAl あ  り lBl不  明 刃 部 長 推  31 60cn ll方最小幅の位置 tt   15 00cm
重畳 (含浸前 ) 396 4質 重景 (含浸後〕 3も 2 0富 到  方  長 推    5 90cm 到 方 下 端 の位 置 lt   l1 50cm
A面脊 幅 (a) 1 32cm B面春 幅 (ゴ 1 34cm 著 長 朝笠    1 85cm 最 大 幅 の 位 置 推  10 00cm

1 35cm 1 38cm 突 起 鴨 突 起 部 脊 厚 0 75cm

1 36cm 1 39cm 割 万最 小 幅 tt    5 10cm 割 方 下 端 脊 厚 0 80cm
〃  (d) 1 42cm 1 44cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 81cm
〃  (C) 1 59cm 1 53cm 最  大  幅 関 部 春 厚 0 93cm

特   徴
茎がやや短かめ。突起の位置が低め。
B面鋒付近に樋あり。元部が短かめで直線的。

遺存状態  Ⅳ
最 大 鴨 晋嚇 部 厚 推   0 17cm
関 端 部 厚

修理中の知見 脊部表面の病食著しい。茎部断面に巣あり。鋳桂μナあり?
日

者

月年
測

実
実

1993年 12月 13日

吉 田   広

鉛同位体 比
206/204 207/206 208/206

17.714 0 8781 2 1680

定量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/6 Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(協6)I Fe(°/0)はvln(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っmi

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測I宇 条 件 1(%Ⅲ 測 卒 条 件 呈  イ隊 Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A買 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その礎

銅 剣 番 号 B列83号 分 類 |  
―

令 長 つ盈   52 10cm 関 幅 稚   5 20cm
切 キ 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/2 現 存 長 51 55cm 至 下 瑞 鴨 1 60cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  5025∽ 突 起 の 位 置 rt   18 90cm
×E日 lAl な  し ①  あ  り 刃 部 長 推  31 40cm 到方最小幅の位置 lt   16 20cm

重量 (含浸前 ) 321 9富 重景 (含 浸後 ) 3150質 到  方  長 到 方 下 端 の位 置

A面脊 幅 (a) 1 32cm B面春 幅 (a) 1 30cm 事 長 1 85cm 最大幅 の位 置 50cm

1 35cm 1 36cm 多〔  え三  十邑 突 起 部 脊 厚 0 60cm

1 45cm 〃  (C) 1 42cm 割 方最 小 幅 奪U万 下 端 脊 厚 0 64cm
〃  (d) 1 44cm 〃  (d) 1 44cm 孝U方下 端 幅 最 大 幅 部 蓉 厚 0 66cm
〃  (e) 1 66cm 〃  (C) 1 61cm 最  大  幅 関  部  脊  厚 0 84cm

特   徴
脊厚が薄い。元部が直線的。
茎がやや短かめ。鋳掛けあり。

遺存状態   III 0 18cm

関 端 部 厚

修理中の知見 元部の調整良好。全体に粉状で脆し
日

者

月年
測

損実
実

日
子

２８

り

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
207/206 208/206

17 731 0 8771 2 1658

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%) I Sb(%) IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
狽J定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊 )

Cu  Sn 'b Fo Sh Ag

鋼 剣 番 号 B列82号 分 類  I  III-1-② 仝 長 推  52 00cm 関 幅 朝笠    5 40cm
切 先 方 向 谷    口 角 言周 1  565/4 現  存  長 51 00cm 事 下 端 幅 1 62cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣 身 長 推  50 30clll 突 起 の 位 置 18 70cm

× 印 ①  な  し lBl あ 刃  部  長 推  31 60cnl 割方最小嶋の位置 推   16 80cm
重量 (含浸前 ) 376.9富 重量 (含浸後 ) 361 0富 今U 方  長 5 00cm 参U方下 端 の位 置 13 70cm

A面脊 幅 (a) 1 33cm B面春 幅 (al 1 33cm 茎 長 1 70cm 最 大 幅 の 位 置 10 80cm
〃  (b) 1 37cm 〃  (b) 1 35cm 突 d幅

“

圭    5 80cm 突 起 都 春 厚 0 695cm
〃  (C) と 435cln 1 37cm 割 万最 小 鴨 推   4 90cm εU万 下 端 脊 厚 0.68cm

1 44cm 1 415cm 奪U方下 端 幅 コと    5 95cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 705cm

1 59cm 〃  (e) ± 58cm 最  大  幅 推   6 50cm 関 部 春 厚 0 84cm

特 徴
脊厚が薄い。剖方がやや短かい。
茎がやや短かめ。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 125cm

関 蛉 部 厚 0 17cm

修理中の知見 茎下端面に鉄錆が付着。
日
己

月
克

年
立

Ю
足

日
者

月年
測

損実
実

鉛同位体比
207/206

17 701 0 8782 2 1662

定 量 分 析
Cu(%) Sn(0/6) Pb(%Ⅲ Ag(%)I As(%)I Bi(%) C。 (身

`)I Fo(ワ
()ほッIn Ni(%)I Sb(%)IZn(。 っm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(O/。 ) 潰J冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その■
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銅 剣 番 号 B列 87号 分 類  I   I-1-① 全 長 朝笠   52 55cm 関          鴨 1         5 39cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1  5Y4/2 現  存  長 52 10cm 目琶  F  勇誌  中昌 1        1 68cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 食‖ 身 長 推  50_50cm 突 起 の 位 置 1  18 90cn
×印 lAl あ  り lBl を 刃 部  長 朝臨   31 64cm 到方最小幅の位置 1    16 50cm

重量 (含浸前 ) 4■ 9宮 重畳 (含 浸後 ) 390 0g 到  方  長 平   5 98cn 今J方下端の位置 1 平  12 88cm
A面脊 幅 (a) 1_34cm B面脊幅(a) 1 35cm 茎 長 2 05cm 最 大 鴨 の 位 置 |   ■ 00cm

〃  (b) 1 38cm 1 38cm 突  起  幅 5 75cm 矢 起 部 脊 厚 1    0 69cm
1 44cm 〃  (C) 1 48cm 到万最 /Jヽ 中昌 tt    5 00cm 到 万 下 端 脊 厚 1   0 72cm

〃  (d) 1 46cm 45cm 到 方 下 端 嶋 6.33cm 最大幅部脊厚 1   0 76cm
〃  (e) 1 60cm 1 57cm 最  大  幅 引笠    6 60cm 関 部 脊 厚 1    0 90cm

特   徴
脊厚が薄め。茎下端に「外引け」7あ り。
元翼端部に甲張りおよび型ズレ残る。到方がやや長いか。

遺存状態  II 最大幅部端部厚 1    015帥
関  端  部  厚 1    019m

修理中の知見 研磨痕あり。硬いコブ錆が付着。
日

〓
一

月

一

年
岡

‐９
今

日
者

月年
測

実
実

鉛同位休比
206/204 207/206

17 760 0 8760 2 1659

定 量 分 析
Cu(%) Sn(°/Oi Pb(%) Ag(°/6)I As(%)I Tli(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm NI(%)I Sb(%)IZn(DDm)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 演J冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag
'u  

もn デb re As Si Al K Ca Ci  S その4

飼 剣 番 号 B列 86号 分 類 |    
―

全 長 推  52 05cm 関

切 上 方 向 谷   日 色 調 1  5GY 6/4 現  存  長 51 66cm 茎 下 端 幅 推    1 60cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 会H 身  長 コ室   50 07cm 突 起 の 位 置 推   17 50cm
×E日 ①  な  し ①  あ  り 刃 部 長 コと   32 55cm 割方最小幅の位 置 れ監   15 50cn

重量 (含 浸前 ) 396 0Fr 重量(含浸後) 379 0富 奪U万 長 tt    4 80cm 割方下端の位置 推  12 70cm
A面脊 幅 (a) 推 43cm B而春幅(a) tt1 31cm 茎 長 1 98cm 最 大 幅 の 4す 者 10 50cm

42cm 〃  (b) 1 33cm 突  起 幅 突 起 部 脊 厚 0 78cm
〃  (C) 〃   (C) 1 42cm 割方最小幅 到 方 下 端 春 厚 0 82cm
〃  (d) 推 48cm 〃  (d) FEl 43cm 今」万 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 84cm
〃  (e) 推 56cm 権1 50cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 915cm

特 徴
刃部が長い。突起の位置が低め。
割 方 が 短 か ψ再。

遺存状態  Ⅳ
最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 下面に朱 (?)付着。表面の腐食著しい。 日
者

月年
測

韻実
実

1995年 1月 27日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 539 0 8854 2 1767

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(°/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(oom)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  AI  K  Ca CI  S その■

◆同剣 昂野号 I     Bア J85号 分 類 I  Ⅲ-1-② 全 長 Tt   52 38cm 関 幅 推  5 30om
切 先 方 向 1   谷  奥 色 前 1 5G5/4 現  存  長 51 93cm 茎 下 端 幅 1 52cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 瑣J 身  長 lt   50 30cm 突 tBの 行 署 18 60cm
×E日 ①  あ  り lBl な 刃 著閏 長 tt   31 60cm 到万最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 419 0Fr 重量 (含浸後 ) 4060宜 割  万  長 5 10cm 考U方下 端 の位 置 18 50cm
A面脊 幅 (a) 1 45cm B面春 幅 la) 茎 長 2 08cm 最 大 幅 の 位 置 00cm

〃   (b)1        1 46cm 突 起  幅 lt    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 82cm
1 53cm 〃  (C) 到 方最 小 幅 花   58(〕 cnl 季U万 下 端 脊 厚 0 82cm

〃  (d) 1 57cm 〃  (d) 46cm 套J方下 端 幅 推   6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 91cm
″  (e) 1 62cm 〃  (e) 63cm 最   大  幅 tt    6 70cm 関  部  春 厚 1 00cm

特   徴
脊厚が厚 く、A・ B面で脊にズレあり。
判方がやや短かい。茎が細め。

遺存状態  Ш
最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚

修理中の知見 元部の調整良好。 日
者

月年
測

実
実

1995年 1月 31日

池淵俊―・津森真弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 728 0 8776 2 1681

定量分析
Cu(O/61 Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%: Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 ‡ 条 件 1 `隊 ) 測 定 条 件 2(%|

じu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのFli
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銅 剣 番 号 Bア」90号 分 類 |    
―

今 長 ヨヒ   52 05cm 関 幅

切 先 万 向 1   谷  日 色 調 1  5G5/2 現  再  長 51 75cm 茎 下 端 幅 1 72cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   49 80cm 突 遷 の 位 置

“

圭   18_700m
Al な  し lBl あ  り 刃 部  長 推 10cm 割万最小幅の位置 】圭   16 50cm

重量 (含浸前〕 438 3g 重量 (含浸後 ) 427 0宜 到  方  長 rt    5 70cm 奪U方下 端 の位 置 tL   13 00cm
A向 青 甲邑(a) 1 385om B面脊 幅 僻) 33cn ≧ 長 2 25cm 最 大 幅 の 位 置 朝ヒ   11 00cm

〃  (b) 42cm 1 385cln 突 起  幅 央 起 音卜含 厚 0 72cm
〃  (C) 49om (C) 43cm 到方最 /Jヽ 幅 割 万 卜端 吾 厚 0 755om
〃  ld) 505cm 〃  (d) 46cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 77
〃  (e) 67cm 1_695cm 最 大 幅 関 部 琴 厚 0 925cm

特 徴
脊厚が薄め。脊の際取りが明瞭。
刃部に溝状に大きく型ズレ。茎が長めで大い。

遺存状態   Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 刃部の段差者しい。粒状の鈴が付着。幅広な剣身。
日

者

月年
測

実
実

1995年 2月 1日
永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206 208/206

17 656 0 8790 2_1672

定 量分析
Cu(0/。 ) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
預」 条 件 1 (擁 ) 誤J冠 条 件 2(%)

'u  Sn
Fe Sb A買 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Cl  S その41

銅 剣 番 号 B列 89号 分 類 |   ― ― 全 長 推   51 15cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 6/4 現  幕  長 50 80cm 茎 下 端 幅 rt    1 43cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 朝監   49.25cm 突 起 の イV音 推  16 70cm

× 印 lAl.な lBl あ  り 刃 部  長 Ft   32.55cm 到万最小幅の位置 推  15,00cm
重量 (含 浸前 ) 363 6g 重量 (含浸後 ) 355 0貿 到  方  長 到 方 下 端 の位 置

A面脊幅(a) 34om B面春 幅 0) 28cm 垂 長 コヒ    1 90cm 最 大 幅 の 位 置 tt    9 00om
〃  (b) 35cm 30cm 突  起  幅 推   5 90cn 突 起 部 脊 厚 0 81cm
〃  (C) 38cm 〃  (C) 32cm 割方最 /Jヽ 幅 推   5 10cm 割方下端脊厚 0 85cm
〃  (d) 45cm 〃  (d) 1 365cm 幸U方下 端 幅 最 大 幅 郡 脊 厚 0 92cn
〃  (e) 52cm 〃  (C) 最  大 引圭    6 55cm 関 部 春 厚 0 91cm

特   徴
脊厚が厚い。突起の位置が低い。
刃部が長め。茎が細い。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 表面の腐食著しい。白色の錆の下に朱 ?
日

者

月年
測

実
実

日
子

２６

り

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 712 0 8765 2 1645

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(°/。 )I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ぅ。m Ni(%, I Sb(%)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(隊 Ⅲ ●Hl定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そ¢

銅 剣 番 号 B列 88号 分 類 |   
―

令 長 割と   52 00cm 関 幅 推   5_20cm
切 先 方 向 冬   ロ 色 調 1  5GY 5/2 現 π 長 51 50cm 茎 下 端 幅 推   1 46cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49 875cm 突 起 の 位 置 4   18 55cm
×E日 lAl な  tャ (B)あ    り 刃 部 長 tt   31_35cm rl方最小幅の位置 15 90cm

重量 (含浸前 ) 373 9g 重量 (含浸後 ) 362.O rr 今U 方  長 推 平  5 85cm 割 方 下 端 の位 置 12 65cm
A面脊 幅 (a) 32cm B面脊 幅 (a) 32cm 茎 長 2 125cm 最 大 幅 の 位 置 10 90cm

″  (b) 35cln 84cm 突  起   幅 突 起 郡 脊 厚 0 68cm
〃  (C) 41cm 〃  (C) 33cm 劇 万最 小 幅 琴U方 下 鈴 春 厚 0 70cm
〃  (d) 45cln 〃  (d) 37伽 今U方下 端 幅 最大幅部脊厚 0 68cm
〃  (e) 47cm 〃  (C) 47cm 最  大  幅 関  部 脊 厚 0 81cm

特   徴
脊厚が薄い。茎が長めで細い。
今J方に対応する脊の研ぎが長い。鋳桂Hナ あり。

遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 18cm

修理中の知見 やや幅広な剣身。扁平な茎部。 実測牟月 日
実 測 者

1994年 4月 13日

中 村 陵 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17.637 0_8796 2 1689

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) AЯ (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/O)l�ln(っっmi Ni(%)I Sb(%)IZn(。 amⅢ

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
浪J冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(隊 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その礼
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銅 剣 番 号 B列 93号 分 類 |   
―

全 長 推   52 10cm 関 幅

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 乳  存  長 51 00cm 茎 下 端 幅

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 饗 濯 の イ亨 音 ヨ臨   18 60cm
×印 lAl を lBl ―一 刃  部  長 復   31 40cm 割万長小幅の位置

重量 (含浸前 ) 292 7g 重豊 (含浸後 ) 277 0買 割 方 長 到 方 下 端 の位 置
A面蓉 幅 (a) 確1 29cm B面脊 幅 (a) 推1 26cm 茎 長 最 大 幅 の 位 置

〃  (b) 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 TF   O,735cm
参U方最 小 幅 到 方 下 端 脊 厚 0 82cm

〃  (d) 今J方下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cn
〃  (e) 〃  (e) 寛克  ノく  甲邑 関 部 春 厚

特   徴 脊に巣が多く見られる。 遺存状態  Iw 最 大 幅 部 鈴 都 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 巣と思われる穴多ψ 日
者

月年
測

狽実
実

1994年 6月 30日

永 島 いずみ

鉛同位休比
207/206 208/206

17 687 0 8795 2 1685

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(% A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Opm Ni(%)I Sb(%)IZn(oom)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn b Fe Sb A質 Cu Sn Pb Fe As  Si  A K Ca CI  S その礼

銅 剣 番 号 B列 92号 分 類 I   I-2-13D 全 長 推  50 73cm 関 幅 羽圭    5_20cm
切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5G6/2 現  存  長 50 43cm 茎 下 端 幅 推   1 41cm

面 ω 尾  根 ③   谷 剣  身  長 48 40cm 突 起 の 位 置 17 20cm
lAl あ  り lBl な 刃  部  長 推  31 20cm 今J方 最小幅の位置 14 50cm

重畳 (含浸前 | 重量 (含浸後 ) 460 0 Ft 今J 方 長 平   5.65cm 到 方 下 端 の位 置 平  ■ 55∽
A向脊 W昌 (a) 1 23cm B面脊 幅 (a 23cm 茎 長 2 33cm 最 大 幅 の 位 音 8 50cm

(b)1      1 295cm 〃  (b) 1 325cm 突 起 幅 割圭    5 40cm 突 起 部 脊 厚 0 88cm
〃  (C) 1 375cm 〃  (C) 37cm 到方最 /J、 ほ層 推   4 90cm 割 方 下 端 脊 厚 0 96cm
〃  (a) 1 39cm 〃  (d) 38cm 手」方下端幅 推 半  6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 1 05cnl
〃 (e)1    1 51cm 〃  (e) 最  大  幅 tt    6 60cm 関 部 脊 厚 1 18cm

特   徴
脊厚が厚 く、さらに脊が左右に屈折する。
やや小ぶりで細身。突起の位置が低め。

遺存状態   H 最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 175cm

修理中の知見 短めの元部。九みのある茎部。
日

者

月年
測

実
実

1994年 6月 28日

永 島 いずみ

鉛 同位体比
206/204 207/206 208/206
17 662 0 8793 2 1686

定量分析
Cu(%) Sn(O/6)I Ph(隊 代寛(%)I As(°/。)I BI(%) Co(%)I Fe(%)IMn Dom′ Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(DOm)

4 0060 1 0026 1  <1 <10

錆の蛍光X線

試  料 色 詞
1瓶製 器 得 箸 澤 争 五

測 定 条 件 2(%)
Cu Sn Pb Fe As  Si  Al K Ca CI  S その他

銅 剣 番 号 B列91号 分 類 I  Ⅷl 全 長 推  51 30cln 関 幅 穆記    5 40cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 85cm 茎 下 端 幅 推   1 60cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 父U 身  長 tt   49 64cm 突 IEの 作 音 21 85cln

CO な 0 あ  り 刃 部 長 推  27 75cnl 割方最小幅の位置 19 40cm
重量 (含 浸前 ) 379 9g 重量 (含 浸後 ) 371 0富 今J 方  長 引F    5 90cm 到 方 下 端 の位 置 司Z   15 95cm

A面脊 幅 (a) 17cm B面春 幅 (a) 21cn 茎 長 1 66cm 最 大 幅 の 位 置 11 50cm
〃  (b) 〃  (b) 23cm 突 起 幅 5 55cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm

28cm 〃  (C) 28cm 到 方 最 小 幅 推   4 80cm EU万 下 端 脊 厚 0 72cm
〃  (d) 32cm 〃  (d) 33cm 到 方 下 端 幅 推  5 90cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
′′  (e) 58cm 〃  (e) 54cm 最 大 幅 復   6 50cm 関 部 脊 厚 0 82cm

特   徴
脊厚が薄め。突起の位置が高い。
刃部が短かい。茎が短かい。全体に幅広で薄ψ

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 全体に幅広な剣身。元部が長い。全体に調整良好。
日

者

月年
測

韻実
実

日
子

月
綾

年
藤

・９
佐

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206
17 715 0 8771 2 1651

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ぅ。m Ni(%, I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
預J定 条 件 1(%Ⅲ 測 冠 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのtl
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銅 剣 番 号 B列 96号 全 長 れヒ   52 20cm 関 幅 推    5 35cm
切 先 方 向 谷    日 色 訓 1  5G5/4 現  存  長 51 55cn 垂 下 端 幅 コ臨    1 70cm

面 働 尾  根 ①   谷 剣  身  長 50 25cm 突 起 の 位 置 19 00cm
×印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 朝ヒ   31 30cm 割方最小幅の位置 推 15 70cnt

重量 (含浸前 ) 367 4富 重量 (含 浸後 ) 355 0窟 41 方 長 コヒ    5 15cm 今」方下端の位置 推   13 85cn
A面脊 幅 僻) 32cm B面春 幅 (→ 35cm 茎 長 1 95cm 掃 大 幅 の 柿 音 推  ■ 00cm

〃  (b) 35cm 〃  (b) 37cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 63cm
〃  (C) 38cm 〃  (C) 41cn 割 方最 小 幅 今U方 下 端 脊 厚 0 71cm

45cm 〃  (d) 51cn 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 70cm
〃  (e) 52cm 〃   (e) 72cn 最 大 幅 関 部 脊 厚 0 84cm

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置高め。
今」方がやや短かめ。

遺存状態  Ⅲ
大幅 部 端 部 厚 0 19cm

端  音る 厚

修理中の知見 刃部の残存状態悪い。鋳控‖)あ り?
日

者

月年
測

実
実

日
弓

月
真

年
森

‐９
津

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

7 684 0 8792 2 1692

定 量 分 析
しu(ン 6リ Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(°/。 )I Fe(°/。 )Ⅱvln(oomi Ni(°/0)I Sb(0/6)IZn(っ 。m)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S そのFL

銅 剣 番 号 B列 95号 分 類  I   I-1-③ 全 長 わ三   52 54crr 関 幅 ℃量    5 50cm
切 上 方 向 谷  奥 色 詞 1 5G5/4 羽  存  長 52 40cm 茎 下 端 幅 Ю豆    1 80cm

面 lAl尾  根 (Bl   谷 剣  身  長 つ琵   50 70cm 突 起 の 4立 置 平 8 95cm

ω  な  し lBl あ   り 刃 部 長 復 平 31 75cm 到方最小幅の位置 7 20cm

重量 (含浸前 ) 410.8R 重量 (含浸後 | 396 0宜 到 方 長 半    5 50cm 割 万 下 端 の位 置 3 45cm

A面 脊 幅 (a) 1 25cm B面脊幅ω 1.299m 茎 長 文 84cm 最 大 幅 の 位 置 1 00cm
〃  (b) 1 28cm 1 29cm 突  起  幅 推   5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm

1 37cm 〃  (C) 1 36cm 到 方最 小 幅 4 88cm なU方 下 端 春 厚 0 75cm
〃  (d) 1 40cm 〃  (d) 1 44cm 斉J方下 蛉 幅 lt    6 40cm 最大幅部脊厚 0 77cm
〃  (C) 1 61cm 1 60cm 最 大  鴨 6 57cm 関 部 脊 厚 0 90cm

特 徴
脊厚が薄め。
元部から≧にかけて鋳型のズレが著しい。幅広な剣身。

遺存状態  IB 最大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 硬いコブ錆が付着。幅広な茎部。
日

者

月年
測

汲実
実

1994年 7月 1日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 683 0 8790 2 1686

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Aq(°/。 )I As(°/。 )I Bi(%) Co(O/。 )I Fe(%)IMn(DDm) Ni(°/6)I Sb(%) Zn(DOm)

0 078  1   0 28  1  -―――

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
狽」厄 条 件 1(%) 預J冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 B列 94号 分 類  I   I-1( 全 長 51 70cm 関 つ琵    5 33cm
切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5GY 6/2 現  存  長 51 70cm 垂 下 端 幅 1 67cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49 60cn 突 起 の 位 置 18 65cm
×E日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 31 00cm 到方最小幅の位置 16 45cm

重量 (含 浸前 ) 380 4富 重量 (含 浸後 ) 370 0質 到  方  長 5 90cm 今」方下端の位置 12 75cm

A面脊 幅 (a) 26cm B面春 幅 (a) 28cm 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 10 95cm
″  (b) 28cm 〃  (b) 33cm 突  起  幅 推   5 80cnl 突 起 部 脊 厚 0 62cm
〃  (C) 42cm 〃  (C) 割 方 最 /1ヽ 1嘱 推   5 10cn 今U方 下 端 春 厚 0 64cn
〃  (d) 42cm 〃  (d) 割 方 下 端 幅 6 08cn 最 大 幅 部 春 厚 0 66cn

60cm 〃  (e) 55cm 最  大  幅 6 41cm 関 部 脊 厚 0 78cm

特   徴
脊厚が薄い。≧がやや太め。A面鋒左上方に鋳整Wナ あり。
刃端部の面取り著しい。

遺存状態   H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関  端  部  厚 0 21ca

修理中の知見 刃部は未調整。元部の調整良好。
日
者

月年
測

実
実

1994年 6月 30日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 675 0 8789 2 1674

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鋳の蛍光X線

試 料 色  詞
韻J定 条 件 1(%) 測 宇 粂 作 2(琢 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AcI Cu Sn Pb Fe As  Si  AI  K  Ca CI  S そのR
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鋼 剣 香 号 I     B列 99号 分 制     
―

全 長 詢ヒ   52 80cm 関 幅 推    5 7詭 m
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5G5/4 現  存  長 52 47cm 華 下 鈴 幅 1 39cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 会U身 長 推  50 70cn 饗 起 の 柿 置 18 30cm
×二日 lAl あ  り 0 な 刃 部 長 rt   32 40cm 91方最小嶋の位置 16.10cm

重量 (含浸前 ) 459 1富 璽量 (含 浸後 ) 446 創  万  長 tt    4 80cnl 割 方 下 端 の位 置 推  13 50cm
A面脊 幅 (a) 30cm B lal看中目(a 1 24cm 茎 長 tt    2 10cm 最 大 幅 の 位 置 9 00cm

〃  (b) 33cm 〃  (b) 1 28cm 突  起  幅 lt    6 05cm 突 起 部 脊 厚 0 78cm
〃  (C) 39cm 〃  (C) 1 36cm 到 方最 小 幅 詢ヒ    5 10cm 到 万 下 端 脊 厚 0 85cm
〃  (d) 46cm 〃   (d 47cn 割 万 下 端 鴨 窮圭    5 90cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 90cm
〃  (e) 〃  (e 1 38om 最  大  幅 推  6 60cm 関 部 脊 厚 0 90cm

特 徴
脊厚が厚い。鋳型のズレが著しい。
全長やや長めで、刃部も長め。茎が細ψ

遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 21cm

修理中の知見 丸みのある脊部。元部の調整良好。
日

者

月年
測

狽実
実

1994年 7月 6日
佐 藤 綾 子

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206
17 555 0 8813 2 1700

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/6) Ag(%)I As(°/6)I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍北X線

試 料 色 調
演」冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのld

銅 剣 番 号 B列 98号 分 類 I 1l① 全 長 コヒ   51 30cm 関 推   540∞
切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5G6/4 現  存  長 51 20cm 垂  卜 端  鴨 推   1 59cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 嗣圭   49 35cm 突 起 の 位 置 朝上   17 95cm
×E日 O⇔  あ  り lBl な  し 刃 部 長 朝室   31 35cm 到方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含 浸前 ) 458 0富 重量愴 浸後 ) 到  方  長 司『     5 55cm 今U方下 端 の位 置 平  12 40cm
A面春 幅 (a) 3tJcn B画脊 幅 (a 1 40cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 10 50cm

〃  (b) 43cm 〃  (b) 1 43cm 突 定E幅 割笠    5 60cm 突 起 部 脊 厚
〃  (C) 49cm 〃  ∈ 1 45cm 到方最小幅 コ圭    4 90cn 割 方 下 端 脊 厚 0 83cm
〃  (d) 50cm 〃  (d) 1 485cm 割 方 下 端 幅 ffE弓『   6 38cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 835cn
〃  (e) 57cm 〃  (e 1 60cm 最  大  幅 コヒ    6 60cn 関  部  杏  厚 1 05cm

特 徴
脊と翼の境の際取り明瞭。
剖方の割 り込み方がやや深いか。

遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 16cm

関  端  部  厚 0 14cm

修理中の知見 メタル残存量多い。緑色の錆の下に緻密な表面層あり。研磨痕。
日

者

月年
測

実
実

1994年 7月 4日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 677 0 8792

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
tH冠 条 件 1(°/。 ) 測 定 条 件 2(%Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのrL

1同 剣 番 号 I     Bテ U97号 分 報 |  ― ― 全 長 推  51 60cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 6/4 現  存  長 51 10om 事 下 端 幅 1 66cm
面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 25cm 突 rBの 任 活 剪圭   18 70cm
×Eロ lAl あ  り lBh な 刃 部 長 lt   30.50cm 割方最小幅の位 置

重量 (含浸前 ) 386 5 Ft 重昌 (含 浸後 ) 379 0g 劇  方  長 到 方 下 端 の位 置

A面脊 幅 (a) 32cm Ь向脊 中昌(a) 茎 長 2 40cm 最 大 幅 の 位 置
〃  (b) 32cn 〃  (b) 35cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 72cm

40cn 〃  (C) 40cm 割方最小幅 割 万 下 端 脊 厚 0 75cm
〃  (d) 43cm 〃  (d) 45cm 奪U万下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0,77cm
〃  (e) 52cm 〃  (e) 59cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 84cm

特 徴
脊厚が薄め。刃部がやや短か立
茎が長い。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 剣身をつぎ足した様な線 (段差)あ り。表面の腐食著しし 日

者

月年

測

狽実
実

日
子

月
ま

年
津

‐９
金

鉛同位体比
207/206

17 665 0 8799 2 1679

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宣 (°/。 )I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのrl
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銅 剣 番 号 B列 102サ 婢 良 |      
―

全 長

“

そ   50 85cm 関 幅
切 先 方 向 谷    日 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 49 70om 茎 下 端 幅 rF    1 54cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 TE   49 05cm 突 起 の 位 置 t4   18 20cm
lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 推   30 85cm 割方最小幅の位置

重量 (含 浸前 ) 307.5富 重量 (含浸後 ) 295 0g 引  方  長 割方下端の位置
A面脊幅(a) 推 1 26cm B面脊幅(a) 雑 26cm 茎 長 1 80cm 最 大 幅 の 柿 詈

1_29om 28cm 突  起  幅 突 遅 部 脊 厚 0 80cm
〃  (C) 〃  (C) 36cm 判方最小幅 到 方 下 端 春 厚 0.885cm
〃  (d) 1 35cm 〃  (d) 87cm 割 方 下 端 幅 最 大 幅 都 春 厚 0 94cm
〃  (e) 1 475cm 48cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 1 025cln

特   徴
脊厚が厚い。脊幅が狭彰
茎がやや短かめ。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚

関  端  部  厚

修理中の知見 残存状態悪い 嚢
測
衝
月
暑 巽

94督 7R響
晟

鉛同位体比
207/206 208/206

17 713 0_8774 2 1660

定量分析
Cu(% Sn(%) Pb(%) Aα (%)I As(%)I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)IMn(DDml Ni(°/0) Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
狽」定 条 件 1 (°/。 ) 状」 冠 条 件 2(う

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu  Sn  Pb  
「

e  As  Si  A K Ca CI  S その¶

銅 剣 番 号 I   B列 101号 分 類 I  Ⅳ 全 長 つ盈   52 10cm 関 4    5 00cm
切 先 万 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 55cm 垂 下 端 幅 1 51cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 貪W 身 優  49,50cm 突 起 の 位 置 16 80cm
×印 lAl あ  り lBl な 刃  部  長 復  3270∽ 割方最小幅の位層 4 00cm

重量 (含 浸前 | 453 5富 重量 (含浸後 ) 443.Og 割  方  長 5 80cm 奪U方下 端 の位 置 11_00cm
A面脊幅停)1   1 30cm B面春 幅 (→ 茎 長 2 60cm 最 大 幅 の 位 着 9.00cm

〃   (b)1       1 33cm 〃  (b) 突  起  幅 推   5_80cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
〃  (C) 1 35cm 〃  (C) 34cm 到 方景 推    5.00cm 到 方 下 端 脊 厚 0 30cn
〃   (d)1        1 39cm ′′ (d) 88cln 到 万 下 端 幅 推    6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 82cm
〃   (e, 1        1 52cm 〃  (e) 46cm 最  大 幅 tL    6 30cm 関 部 脊 厚 0 92cm

特   徴
脊厚の変化が少ない (鋒部分も厚い)。 突起の位置が低い
元部が短かめ。刃部が長い。全体に細身。

遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の知見 細身の鋒部。長い茎部。 日
者

月年
測

実
実

日

子

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
207/206

17 667 0.8789 2 1673

定量分析
Cu(0/。 ) Sn(%) Pb(%) A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(°/。 )I Sb(O/6)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 (%) 測 定 条 件 2(隊

じu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その礼

銅 剣 番 号 B列 100号 分 類 I   I-2-0 全 長 推  51 43cm 関 幅 推   5 00cm
切 先 方 向 谷   ロ 色 調 1 5G5/4 現  存  長 51 38cm 喜 下 端 幅 引筆    1 45cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   48 95cm 窄 記 の 柿 署 17 15cm
×印 lAl あ  り ①  な  し 刃 部 長 推  31 80cm 割方最小幅の位 置 15 00cm

重量 (含浸前 ) 450 1g 重量 (含浸後 ) 487 0定 到 方 長 司二   5 225cm 今U方下 端 の位 置 平  11 925cm
A面春 幅 (a) 1 365cm B面脊 幅 (a) 33cm 茎 長 2 48cm 最 大 幅 の イ立 漕 10 00cm

〃  (b) 1 425cm 〃  (b) 37cm 突  起  幅 tt    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 86cm
〃  (C) 1 435cln 46cm 到方最 /Jヽ 幅 推  5 20cln 到 万 下 端 脊 厚 0 91cm

45cln 〃  (d) 49cm 今」方下端幅 推   6 15cm 最 大 幅 部 春 厚 0 95cm
1.48cm 〃  (e) 52cm 最  大  幅 推    6 50cm 関 部 脊 厚 1 00cm

特   徴
脊厚が厚い。突起の位置が低め。
到方がやや短かめ。茎が細 く長い。全体に細身。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 細身の鋒部。 日
者

月年
測

損実
実

1994年 7月 6日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206
17 690 0 8792 2 1687

定量分析
Cu(%) Sn(O/6) Pb(% A質 (%)I As(°/。 )I B,(%) Co(%)I Fe(O/6)lh/1n(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 う 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%Ⅲ

Cu  Sn b Fe Sb A質 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その¶
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銅 剣 ヨ浄号 B列 105号 分 類  I   I-2-⑥ 全 長 lt   51 32cm 関 幅 引圭    5 25cm
切 先 万 向 谷   奥 色 調 1  5G5/4 現  審  長 51 22cm 茎 下 端 幅 1 57cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tL   49 31cm 突 起 の 4立 置 17 50cn
× 印 CO な (Bl あ   り 刃 部 長 ヨヒ   31 80cm 割万最小鴨の位置 15 50cm

重量 (含浸前 ) 453 1g 重量 (含浸後 ) 440 0富 育J サ〒 長 平  5 85cm 割 方 下 端 の位 置 平  11 65cm
A面春 幅 (n 20cm B面脊 幅 (a) 1 265cm 茎 長 2 01cm 最 大 幅 の 位 置 10 000m

〃  (b) 1 245cm 30cn 突 起  幅 推   5 385cm 突 起 きい有 厚 0 72cm
〃  (C) 30cm 〃  (C) 34cn 到 方最 小 幅 朝圭    4 95cm 到方下端脊厚 0 76cm
〃  (d) 35cm 〃  (d) 38cm 到 方 下 端 幅 lt    6 42cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 78cm
〃  (e) 53cm 〃  (e) 1 525cm 最  大  幅 trr    6 64cm 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴
脊厚が薄め。脊幅が狭い。突起の位置やや低め。
元部が短かめ。全体に細身。

遺存状態   コ
最 大 幅 部 端 郡 厚 0_13cn

関  端  部  厚 0 15cm

修理中の知見 上下面で脊部の形状に違いあり。茎部の凹みに未 (?)付着。
日

者

月年
測

実
実

1994年 7月 13日

永 島 いずみ

鉛同位体とヒ
206/204 207/206 208/206
17 0 8861 2 1755

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/6)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
瀾1宇 条 件 1(隊 ) 狽」 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A買 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca Cl  S そのlH

銅 剣 番 号 B夕 U104=デ 分 類  I    II-1 李 長 復  52 20cn 関 幅 引圭    6 10cm
切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5G5/4 現

「

 長 51 70cm 茎 下 端 幅 〓圭    1 50cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  50 30cm 突 起 の 位 置 郵三   17 80cm

lAl あ   弩 lBl な  し 刃 部  長 つ豆   32 50cm 割方最小幅の位置 郵圭   16 00cm
重量 (含浸前 ) 467 7鷲 重量 (含 浸後 ) 456 0富 今U 方  長 推  ・  4 80cm 到 方 下 端 の 作 活 13 00cm
A面春幅(al 28cm B面脊 幅 (→ 1 25cm 茎 長 1_90cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm

28cm 1 28cm 突  起  幅 羽圭    5 90cm 突 起 部 脊 厚
〃  (C) 32cm 〃  (C) 1 39cm 奪U方最 小 幅 推   540帥 到 方 下 鈴 杏 厚 0 86cm
〃  (d) 36cm 〃  (d) 1 45cm 到 方 下 端 幅 推   6 20cm 最大幅部脊厚 0 91cm
〃  (e) 35cm 〃  (e) 1 46cm 最 大  幅 rt    6 70cm 関 部 脊 厚 0 91cm

特   徴
脊厚が厚い。刃部が長め。
到方が短かめ。

遺存状態   III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚

修理中の知見 丸みのある茎部。元部の残存状態悪い。粒状の錆が付着。
日

者

月年
測

実
実

1994年 7月 12日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 699 0 8783 2 1676

定量分析
Cu(U/O) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) CO(°/6)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ om)

鋳の蛍光X線

試  料 色 詞
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その利

鋼 剣 番 号 B列 103号 分 類 I  I-1-① 令 長 52 70cm 関 嶋 5.42cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 4/2 研  存  長 52 70cm 茎 下 端 幅 1 65cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 50 40cm 突 起 の 位 置 18 90cm
lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 31 50cm 16 50cm

重量 (含 浸前 ) 431 3富 重ξ 浸後 ) 430 0富 今U 方  長 5 70cm 到方下端の位置 引F   13 20cm
A面脊 幅 (a)1   1 40cn B面脊 嶋 (a) 43cm 事 長 2 30cm 景 大 幅 の イ

'署
11 00cm

〃 (b)   1 39cm 〃  (b) 53cm 突  起  幅 推    5 80cm 突 起 部 春 厚 0 69cm
〃 (C)   151伽 〃  (C) 40cm 今U万最 /1ヽ 叩邑 5 25cm 到 方 下 端 脊 厚 0 77cm

(d)   1 61cnl 51cm 到 方 下 端 幅 6 25cm 最 大 幅 部 春 厚 0 76cm
〃  (e) 1 73cm 〃  (e) 72cm 最  大  幅 6 57cm 関 部 脊 厚 0 86cn

特   徴
脊厚が薄め。元部に甲張り残る。
茎が長めで太い。剖方の割 り込み方が減 く全体に幅広。

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 17cm

関  端  部  厚 0 20cm

修理中の知見 全体にシャープなつ くり。元部の段差者しい。硬いコブ錆付着。 日
者

月年
測

実
実

1994年 7月 14日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206

17 668 0 8788 2^1683

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(DDm)

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
段1冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca Cl  S その犯
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B列 108号    十分 類 I  I-2-③ 全 長 ℃見   50 25cm 関 幅 lt    5 35cm
切 先 方 向 1   谷  口    1色 調 1  5G6/4 現  存  長 50 10cm 芸 下 端 幅 1 40cm

面 lAl尾  根    l   lBl  容 剣  身  長 復   47 80cm 饗 記 の イ亨 暦 16 55cm

lAlな  し  l lBlあ  り 刃 部 長 を琵   31 25cm 到方最小幅の位置 推   14 50cm
重景 (含浸前 ) 4 lg 重量 (含浸後 ) 408 0富 考U 方  長 tt    5 05cm 今U方下 端 の位 置 朝圭   11 50cm
A画脊 甲昌(a) 22cnl B面脊 幅 僻) 1 25cm 茎 長 tt    2 45om 最 大 幅 の 位 置 4    9 50cm

〃  (b) 1 285cm 26cm 突  れ  幅 推   5 45cm 突 起 部 脊 厚 0 85cm
〃  (C) 〃  (C) 1 275cm 91万最 小 幅 推    4 80cm 到 方 下 端 脊 厚 0 89cm

36cm 1 28cm 到 方 下 端 幅 tL    6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 89cm

54cm 〃  (e) 1 48cm 最  大  幅 コ4    6 30cm 関 部 脊 厚 1 00cm

特   徴
脊厚が厚め。脊幅が狭い。突起の位置が低い。
元部が短かめ。茎が細〈長い。やや小ぶりで細身。

遺存状態  H 最 大 幅 都 蛉 部 厚 0 1lcm

関 端 部 厚

修理中の知見 丸みのある脊部。細長 く九みのある茎部。
日
者

月年
測

波実
実

日
弓

月
真

年
森

・９
津

鉛同位体比
206/204 207/206

18 156 0 8599 2 1423

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A買 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(°/O)IZn(っ om)

0 078  1  0 43 12 1 0016 1 十一

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn b Fe Sb Ag lu もn Pb re As  Si AI  K  Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 B列 107サ 分 類  I   III-1-② 全 長 推   51 77cm 関 幅 稚   5_24cm
切 先 方 向 1   谷  美 色 3日 1  565/2 現  存  長 51 57cm 茎 下 端 幅 1 55cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 会」 身 長 IE   49 90cm 突 起 の 位 置 18 80cm

lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 引圭   31 10cm 割万最小幅の位置 tt   17 00cm
重曇 (含 浸前 ) 442 0g 重量 (含浸後 430 0宮 到  方  長 5 30cm 到 方 下 端 の位 置 13 50cm

A面脊 甲邑(a) 1 245cm B面脊 幅 ●) 1 29cm 茎 長 1 87cm 最 大 幅 の 位 置 9 00cm
〃  (b) 1 23cm 〃  (b) 1 27cm 突 起 幅 5 58cm 突 起 部 脊 厚 0 805cm
〃  (C) 1 31cn 〃  (C) 1 345cm 号Jヲテ気克/1ヽ 甲邑 コ圭    5 00cm 割 方 下 端 脊 厚 0 855cm
〃  (d) 1 37cm 1 40cm 到 方 下 端 幅 引と    6 04cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 92cm
〃  (e) 1 435cm 〃   (e) 1 41cm 最  大  幅 推   6 40cm 関  部  脊  厚 1 02cm

特   徴
脊厚が厚 く、A・ B面で脊にズレあり。
今」方がやや短かめ。茎がやや短かめ。

遺存状態  III 最大幅部端部厚 0 1lcm

関  端  部  厚 0 13cm

修理中の知見 茎部に段差あり。表面に硬い粒状の錆が付着。元部の調整良好。
日

者

月年
測

実
実

1994年 7月 15日

永 島 いずみ

鉛 同位体比
206/204 207/206

17 522 0 8841 2

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(0/n) A質 (%)I As(%)I BI(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al K Cぬ  Cl  S その利

銅 剣 番 号 B列 106号 分 類 I   I-2-③ 全 長 復  50 90cnl 関 幅 rt    5 10cm

切 先 方 向 1   谷  日 色 詞 1 5G5/4 現  存  長 50 40cm 茎 下 端 幅 45cm

面 lAl尾  根 ①   谷 剣  身  長 復  48 45cn 饗 記 の イす 着 半  17 275cpl
lω  な  し lBl あ  り 刃 部 長 推   31 25cm 割方最小幅の位置 15 00cm

重量 (含浸前 ) 416 6質 重量(含浸後) 405 0g 奪U 方  長 平  5 175cm 到 方 下 端 の位 置 12 10cm

A面脊幅la)   1 31cm B面脊 幅 ●) 32cm 茎 長 2 45cm 最 大 幅 の 位 置 11 00om

(b)1       1 34cm 〃  (b) 36cm 突 起  幅 rt    5 60cm 突 起 部 脊 厚 0 83cm
〃  (C) 1 38cm 〃  (C れI方最小幅 推    5 10cm 到 万 下 端 脊 厚 0 88cm
〃  (d) 1 42cm 35cm 引 万 下 端 幅 推    6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 89cm
〃  (e) 52cm 〃  (e〕 50cm 最  大  幅 6 53cm 関  部 春 厚 0 96cm

特   徴
脊厚が厚 く、A・ B面で脊にズレあり。
茎が細 く長い。突起の位置が低め。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 茎部にタガネ痕 (7)。 丸みのある脊部。九みのある茎部。
日
者

月年
測

損実
実

日

子

・３

り

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体 比
206/204 207/206 208/206

17 686 0 8791 2 1691

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) Ag(%)I As(%) (%) CO(0/6)I Fe(°/6)けッIn(。 。m Ni(%)I Sb(ツる, IZn(ppm)

鋳の蛍光X線

試 料 色  調
浪J冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(隊 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その‖
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銅 剣 番 号 Ь夕可1■号 分 劉     
―

全 長 推  5160伽 関 幅

切 先 方 向 谷   奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 15cm 華 下 端 幅 推  1 60cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   49 60cm 饗 だこ の イア 着 稚   18 30cm

ω  あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  31 30cm 割万最小嶋の位置

重量 (含 浸前 ) 294 7宣 重量(含浸後) 285 0富 到  方  長 割 方 下 端 の位 置

A向脊 甲昌(a) 1 31cm B面脊 幅 ●) 茎 長 tt    2 00cm 最 大 幅 の 位 置

1 45cm 突  起 幅 突 起 都 脊 厚 0 675om
〃  (C) 1 48cm 51cm 到方最小幅 割 万 下 端 脊 厚 0 685cn
〃  (d) 1 45om 53cm 割 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 71cm

1 58cm ″  (e) 62cm 最  大  幅 関  言Б 脊  厚 0 88cm

特   徴
脊厚が薄い。
×印が糸曰くて大き▼

遺存状態  Iw 最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 残存状態悪い。群青色の錆付着。 日
者

月年
測

韻実
実

日
弓

月
真

年
森

‐９
津

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 646 0 8798 2 1694

定量分析
Cu(%) Sn(0/6) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm: Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si A K  Cn Cl  S その¶

銅 剣 番 号 L3夕 」110号 分 類 I    IW 全 長 tt   51 28cm 幅 5 10cm

切 先 方 向 1   谷  日 色 調 1  5G5/4 現  存  長 15cm 事 下 端 幅 1 60cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 朝笠   48 88cm 饗 訂己 の イす 舌 16 80cm
×印 lω  あ  り 0 な  し 刃 部 長 lt   32 08cm 割方最小幅の位置 推  14 50cln

重暑 (含 浸前 ) 542 88 聖量 (含 浸後 ) 525 0富 手U 方  長 平   6 15cm 割 方下 端 の位 置 平  10 65cm
A画脊 甲昌(a) 1 28cm B面脊 幅 (→ 34cm 茎 長 2 40cm 最 大 幅 の イ烹 置 8 00cm

〃   (b)1       1 325cln 〃  (b) 1 325cm 突  起  幅 Jt    5 70cm 突 起 都 脊 厚 0 98cm
〃  (C) 1 355cm 〃  (C) 到 方 最 小 幅 引上    4 85cm 到 方 下 端 脊 厚 1 055cm
〃  (d) 1 43cm 〃  (d) 45cm 割 方 下 端 幅 tL    6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 1

1 49cm 最  大 幅 朝監    6 40cm 関 部 春 厚 1 12cm

特   徴
脊厚が厚い。突起の位置が低い。元部が短かし
茎が長い。厚みがあって全体に細身。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関  端  音b )早 0 1lcm

修理中の知見 群青色の錆付着。
日

者

月年
測

実
実

1994年 7月 18日

永 島 いずみ

鉛同位体 比
206/204 207/206 208/206

17 725 0,8760 2 1628

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm)Ni(%)I sb(%)IZn(DDm)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その¶

鋼 剣 番 号 B列 109号 分 類  I   I-1-① 全 長 復  5215伽 関 幅 tt    4 95cm
切 井 方 向 谷  奥 色 詞 1  5G5/4 現  存  長 51 60cm 妄 下 端 幅 1 56cn

面 ω 尾  根 lBl  谷 貪u 身  長 ゆ豆   49 95cm 袈 湿 の 紅 漕 8 50cm
×印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 復 50cm 割万最小鴨の位 置 6 00cm

重量 (含浸前 ) 437 2富 重量 (含 浸後 ) 426 0g 到  万  長 5 60cn 到 万 下 端 の位 置 平 2_90cm
A面 脊 幅 (a) 1 30cm B面脊幅(a) 1 29cm 茎 長 2 20cm 最 大 幅 の 位 置 0 50cm

1 39cm 〃  (b) 1 32cm 突 起  幅 推   570∞ 突 起 部 春 厚 0 69cm

(C) 1 43cm 〃  (C) 1 35cnl 今U方最 小 幅 詔圭    4 tJ5cm 割 方下端脊厚 0 77cm
〃  (d) 1 45om 〃  (d) 1 38cm 奮H方下 , 推  6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 80cm
〃  (e) 1 58cn 1 53cm 最 大  幅 rt    6 45om 関 部 脊 厚 0 92cm

特   徴
脊厚がやや薄め。関幅が狭し
茎が率曰く長め。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 22cm

関  端  部  厚 0 19cm

修理中の知見 脊部の残存状態良好。元部に鋳型のズレあり。群青色の錆付着。 製衝
月
暑1選

艶
極

7s研
旱

鉛同位体比
206/204 207/206

17 805 0 8746 2 1625

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宣 (%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%) Sb(%) Zn(ppm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(O/。 )

Cu  Sn Fe Sb A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その/J
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銅 剣 番 号 C夕 U3号 分 類  I   I-1-⑥ 全 長 TE   51 40cm 関 5 25cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 3/2 現  存  長 50 80cn 茎 下 端 幅 1 56c耐

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 80cm 窄 記 の 柿 督 18.30cm
lAl あ   り lBl な  し 刃 部 長 謝蜜   31 50cm 奪」方最小幅の位 置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 446 1宦 重量 (含浸後 ) 449 0質 |」 方 長 半    5 40cm 到 方 下 端 の位 置 ヨ『    12 90cm
A面脊 幅 (a) 1 30cm B面脊 幅 (a) 茎 長 1 60cm 最 大 幅 の 位 置 10 50cm

〃  (b) 1 36cm 36cn 突  起  幅 5 40cn 突 起 部 脊 厚 0 73cm
1 39cm 〃  (C) 40om 争U方最 小 幅 稚    48()cm εU万 下 端 脊 厚 0 78cm

〃  (d) 1 44cm 〃  (d) 割方 下 端 1 5 98cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 80cm
〃  (e) 1 50cn 〃  (e) 56cm 最 大 幅 6 20cm 関  部  脊  厚 0 85cm

特   徴
脊厚がやや薄め。茎が短い
刃部先端が細 くするどい。

遺存状態   I 最大幅部端部厚 0 20cm

関 端 部 厚 0 19cm

修理中の知見 脊部に水平方向の研磨痕。残存状態良好。元部に鋳型のズレ。 日
者

月年
測

実
実

1993年 1月 7日
勝 部   昭

鉛同位体比
206/204 207/206

17 717 0 8760 2 1640

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A宜 (%)I As(%)I Bi(°/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn 9,m′ Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2 レ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A支 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al K Ca CI  S そのrL

C3 緑 茶 l 15   1 4 0 03 57  0 2  0 0  1 0  8 6  4 24 19 Bi

銅 会U番 号 C列 2号 分 類 I   I-2-① 全 長 推  51 20cm 関 幅 1圭    5 00cm
切 先 方 向 谷   奥 色 調 1 5GY 4/0 現  存  長 50 80om 茎 下 端 幅 1 58cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 コ生   49 24cm 饗 tBの 任 署 17 65cm
× [Π lAl な (Bl あ   り 刃 部 長 rE   31.55cm 割方最小幅の位 置 15 74cm

重量 (含浸前 ) 442 4g 重量 (含浸後 ) 432 0宜 剖 方 長 5 69cm 到 方下 端 の位 置 11 96cn
A面春 幅 (→ 1 44cm B面脊 幅 0 1 33cm ≧ 長 1 96cm 最 大 唱 の 作 音 8 99cm

〃  (b) 1 〃  (b) 1 34cm 突 起  幅 推   5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 82cm
〃  (C) 1 43cm 〃  (C 1 39cm 到ヴテ」我/Jヽ 幅 推   4 75cm 今U方 下 端 香 厚 0 84cm
〃  (d) 1 47cm ″  (d) と 42cm 到 方 下 端 幅 嗣圭    5 90cm 最 大 幅 部 春 厚 0 85cm
〃   (C) 1 63cm 〃  (e 1 56cm 最 大 幅 嗣室    6 50cm 関 部 春 厚 0 94cn

特   徴 茎に研磨痕が目立つ。突起の位置やや低め。
遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 1lcm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 ×印大きくシャープ。研磨痕。大めの茎部。
日

者

月年
測

実
実

1998年 3月 10日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 690 0 8770 2 1660

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(°/。 )I Bi(°/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(pom Ni(%)I Sb(%)IZn(oOm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(0/。 ) 殺1冠 条 件 2(%)

Cu  Sn 'b  Fe  Sh  A Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その犯
C2 緑 茶 7 3  2 0 0_02 0 0 10 36   1 7  0 0  4 09 00

銅 剣 番 号 C列 1号 分 類 |    
―

全 長 朝ヒ   53 40cm 関 幅 推  5 80cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1 5GY 5/4 現  存  長 52 60cm 茎 下 端 幅 推  1 80cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 ヨヒ   51 26cm 突 起 の 位 置 17 90cm
×EΠ OO あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  33 30cm 割方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 316 7買 重量 (含浸後 ) 309 0々 到  方  長 割 方 下 端 の位 置
A面 脊 幅 僻) 1 40cm B面脊 幅 (a) 1 43cm 茎 長 2 14cm 最 大 幅 の 位 置 tt   l1 00cm

1 39cm 〃  (b) 1 51cm 突 起  幅 突 起 部 杏 厚 0 66cm
〃  (C) 1 48cm (C) 1 56cm 今U方最 小 幅 今J方 下 端 脊 厚 0 72cm
〃  (d) 1 48om 〃  (d 1 56cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 72cm
〃  (e) 1 77cm 〃  (e) 1 71cm 最 大 幅 関  部 脊 厚 0 88cm

特 徴
脊厚が薄い。全長が長めで刃部も長い。
脊部が大い。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 表面、元部の調整良好。幅広な茎部。刃部～元部の片半身欠損。
日

者

月年
測

損実
実

1993年■月12日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 749 0 8760 2 1654

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宮 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 ユ (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その¶
Cl 茶・自・緑 16   36   42   2 7  2 0   -― 124336211319-― -14 00 Bi
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銅 剣 番 号 I   C列 6号 分 類  I   I-1-① 全 長 詢監   52 90cm 関 推   5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/6 羽  存  長 52 20cm 垂  下 端  幅 ℃見    1 70cm

面 lAl尾  根 (Bl   谷 会U 身  長
=圭

   50 64cm 突 起 の 位 置 18 70cm
×EΠ OO あ  り lBl な  し 刃  部  長 TE   31 90cm 割方最小幅の位置 推  17 50cm

重量 (含浸前 ) 重量 (含浸後 ) 396 0宜 割 方 長 引4    5 20cm 今U万 卜瑞 の位 置 推  13 50clr.
A面春 幅 (a) B面脊 幅 (a) 1 18cm 茎 長 2 26cm 最 大 幅 の 作 漕 10 50cm

〃   (b)1       1 29cm ″  (b) 1 21cn 突  起  幅 推   5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 1 35cnl 〃  (C) 1 29cm 到 方 最 /1ヽ 幅 推  5 15cm 到 万 下 端 春 厚 0 73cm

1 38cm 1 38cm 4J方下蛉幅 推    6 30cm 最 大 幅 郡 脊 厚 0 74cm
〃  (e) 1 57cm 〃  (e) 1 58cm 瓦莞  ノく  中邑

“

三    6 50cm 関 部 脊 厚 0 84cnl

特   徴
脊厚が薄め。
刃部やや長め。

遺存状態   Ⅳ
最大幅部端部厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 09cm

修理中の知見 刃部の腐食著しい。 日
者

月年
測

狽実
実

1993牟 11月 25日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206
17 747 0 8756 2 1652

定 量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(°/c)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%〕 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A費 Cu Sn Pb Fe As Si Al  K Ca CI  S その4H

C6 緑・茶・赤 23 686112190585-― -13 00 Bi

銅 剣 番 号 C夕J5号 分 類  I   I-1-① 全 長 ℃寛   52 20cm 関 幅 1圭    5 25cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5GY 5/0 現  存  長 51 95cm 茎 下 端 幅 1 72cln

面 ① 尾  根 0  谷 剣  身  長 復  50 24cnl 突 起 の 位 置 18 70cm
×E日 Oω  な lBl あ  り 刃 部 長 ℃昆   31 50cm 到方最小幅の位 置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 391 2宣 重量 (含浸後 ) 383 0宜 割 方 長 平   5 55cm 今U万 卜端 の 位 音 13 15cm
A面脊 幅 (a) 39cm B面脊 幅 0) 1 38cm 茎 長 1 96cm 最 大 幅 の 柿 替 10 40cm

(b)1        1 41cm 1 45cna 突  起  幅 5 78cm 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃  (C) 1 415cm 〃  (C) 1 495cm 考U方最 小 幅 5 04cm 到 方 下 端 脊 厚 0 80cm
〃  (d) 1 43cm 〃  (d) 1 54cm 割方下端幅 6 15cm 最 大 幅 部 春 厚 0 82cm
〃  (e) 1 69cm e) 1 65cm 編寛  ノく  中邑 6 45cm 関 部 脊 厚 0 97cm

特 徴 茎が大い。幅広な剣身。 遺存状態  III 最大幅部端部厚 0 212cm

関 端 部 厚 0_195cm

修理中の知見 巣と見られる小さい穴あり。研磨痕。表面の調整良好。
日

者

月年
測

狽実
実

1993年 1月 5日
足 立 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 768 0 8741 2 1605

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%) Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 狽J定 条 件 2(ラ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Aσ Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al  K  Ca CI  S その/1tl

C5 確 茶・赤茶
|

82   0 1   14   1 8  0 03 77  0 9  0 0  1 5  2 4  7 02--17 53 Bi

銅 父U番 号 C列 4号 分 類 |    
―

全 長 馴圭   52 50cm 関 鴨

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 51 20cm 茎 下 端 幅 推   1 70cm
面 ①  尾   根 lBl  谷 剣  身  長 Ft   50 00cm 突 起 の 位 置 推  18 80cm
×E日 lAl な  し lBj あ  り 刃 部 長 イ圭   31 20cm 号」方最小幅の位置

重量(含浸前) 194 0宮 重量(含 浸後| 189 0富 到  方  長 到 方 下 端 の位 置
A面脊 幅 (a) 27cm B面脊 幅 (a) 1 41cm 茎 長 推   2 50cm 最 大 幅 の 位 着

〃  (b) 36cm 〃  (b) 1 38cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 56cコ
〃  (C) 1 40cm 〃  (C) 1 44cm 割 方最 小 幅 到方下端脊厚 0 57cm
〃  (d) 1 55cm 1 54cm 奪U方下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 65cm

1 68cm 1 62cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 0 75cm

特   徴 脊厚が薄い。茎が大くて長い。鋳掛けあり。
遺存状態  Iw 最大幅部端部厚

関 端 部 厚

修理中の知見 刃部ほとんど欠損。残存状態悪し 日
者

月年
測

実
実

1993年 ■月30日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 701 0 8769 2 1681

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A富 (%)I As(%) %) Co(°/。 )I Fc(%)IMn(Dam Ni(%, I Sb(%)IZn(DOm

錆の蛍光X線

試  料 色  調
潰」定 条 件 ユ (%) 淑」 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As  Si  A K Ca Cl  S その41

C4a 綜 ・
茶 17  1 9  0 04  -― 82009016-43-020

C4b 緑 ・
泰 59  6 1   30  2 9  0 8 65   9 8  0 1  2 5  4 2  9 4  1 Bi
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銅 剣 番 号 C列 9号 ウ) 奈賞 I    III-1-(2) 全 長 つ昆   51 80cm 関 幅 5 23cm
切 先 方 向 谷  奥 色 前 1  5G4/0 現  存  長 51 35cm 茎 下 端 幅 1 71cm

面 lAl尾  根 lBl 谷 剣  身  長 復  49 60cm 突 起 の 位 置 18 50cn
×EE ①  あ  り ①  な  し 刃 部 長 わ豆   31 10cm 引方最小幅の位置 16 50cm

重量 (含 浸前 ) 418 7富 重景 (含 浸後 ) 399 0g 今J 方 長 70cm 劃 万 下 端 の位 置 13 80cm
A面脊 幅 (a) 1 38cm B面脊幅●) 43cm 茎 長 2 20cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

〃   (b)1       1 415cm 〃  (b) 1 445cm 突 起 幅 5 78cm 突 起 部 春 厚 0 72cm
〃  (C) 1 475cm ″  (C) 1 475cm 到 方 最 小 幅 4 89cm 割 方下端脊厚 0 77cm
〃   (d)1       1 47cm 〃  (d) 到 方 下 蛉 幅 5 76cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 78cm
〃  (e) 1 69cm ) 63cm �寛  ノく  叩邑 6 35cm 関  部  春 厚 0 97cm

特 徴
脊厚が蒔め。李1方が短かい。
刃部に型ズレあり。茎が大く、茎下端面に研磨痕あり。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 17cm

関  端  部  厚 0 17cm

修理中の知見 研磨痕。全体に調整良好。靱性のある錆付着。
日

者

月年
測

実
実

1993年 1月 7日
足 立 克 己

鉛同位体比
206/2( 207/206 208/206

7 728 0 8762 2 1645

定量分析
じu(‐/oリ Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
演J冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのll

分許 白 170 21 25 8 01 - 754410160065-― -1200-
9～ 1lb 緑・茶 191 009 71 3  0 01 48  0 3  45   1 1  0 0  3 2  0

C9～■c 録・赤茶 ,日  75 14 21 4  0 05  -― 551536110038-― -09 00 Bi
C9～■d 緑・茶・日181 3 1  0 04 5200942100024-― -0900-

銅 貪U番 号 C列 8号    十分 類 I  I-2-⑥ 全 長 復   50 30cm 関 幅 朝圭    4 95cm
切 先 方 向 谷  奥     1色 調 1  5GY 5/0 現  存  長 50 05cm 茎 下 端 幅 1 52cm

面 ω 尾  根   l  ① 谷 剣  身  長 復   47 85cm 突 起 の 4立 遭 半   16 石cm

lAl な  し   l   ①  あ  り 刃  部  長 推  31 40cm 判方最小幅の位置 14 65cm

重量 (含浸前 ) 434 4富 重豊 (含浸後 ) 425 0g 到 方 長 5 30cm 奪」万 下 端 の位 置 11 159m
A面脊 幅 (a) 1 245cm B面春 幅 (a) 1 335cm 茎 長 平   2 45cm 最 大 幅 の 位 置 平   7 65cm

〃  (b) 1 25cm 1 34cm 突 起 幅 推    5 15cm 突 起 部 脊 厚 0 91cm

1 33cm 〃  (C) 1 35cm 到方最 /Jヽ 1曜 推    4 65cm 今U方 下 蛉 春 厚 0 91cm
1 38cm 〃  (d) 1 38cm 育J方下 蛉 幅 5 95cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 99cm

〃  (e) 1 46cm 45cm 晟  大 幅 6 32cm 関  部  脊  厚 1 06cn

特 徴
脊厚が厚く、A・ B面て育にズレあり。突起の位置が低い。
全長が短かめ。茎が細くて長い。

遺存状態  IB 最大 幅 部 端 部 厚 0 14cn

関  端  部  厚 0 12cn

修理中の知見 丸みのある茎部。細身で短めの元部。元部の調整良好。
日

者

月年
測

実
実

1995年 1月 31日

R田敏照・金津まり子

鉛同位体比
206/204 207/206

17_747 0 8770 2 1657

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宣 (%)I As(°/。 )I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(孫 ) 状」 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その4
綜・泰・言 14 14   1 5  0 02 501841130035-― -0700-

銅 剣 番 号 C列 7号 分 類  I   I-2-① 李 長 推  51 20cln 関 tt    4 90cm
切 先 方 向 1   谷  興 色 調 1  5G5/4 現  再  長 50 40cm ≡ 下 端 幅 推   1 40cm

面 ω 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 れ臨   48 98cm 突 起 の 位 置 17 10cm
×E日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 推  31 90cm 今J方 最小幅の位置

“

圭   14 00cn

重量 (含浸前 ) 430 5富 重量 (含 浸後 ) 420 0富 套J 方  長 稚    56()cm 今」方下端の位置 11 50cm
A面春 幅 僻) 34cm B面春 幅 (a) 37cm 茎 長 2 22cm 最 大 幅 の 位 置 9 50cm

〃  (b) 38cm 〃  (b) 39cn 突 起  幅 推   6 10cm 突 起 部 脊 厚 0 86cm
〃  (C) 41cn 〃  (C) 40cm 到 方 最 小 幅 推   5 10cm 考U方 下 端 脊 厚 0_89cm
〃  (d) 〃  (d) 43cm 考U方下 端 幅 tt    6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0^90cm

49cm 〃  (e) 45cm 最  大  幅 復    6 30cm 関 部 脊 厚 0 97cm

特 徴
脊厚が厚い。突起の位置が低め。
刃部やや長め。短かめの元部。

遺孝状態   H 最 大 中謡 凸端 言Ь厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 20cm

修理中の知見 丸みのある脊部。元部の調整良好。
実測年月日

実 測 者

1993年 11月 19日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 605 0 8806 2 1711

定量分析
Cu(O/。 ) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DOlaa Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(っっm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
条 件 1 (%Ⅲ 測 定 条 件 2(隊

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その犯

C7 緑・茶 171 5 25   2 1  0 04 106113003104--0100-
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銅 剣 番 号 C夕」12号 分 類  I   III-1-② 仝 長 tt   52 90cm 関 5 25cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5CY 5/2 現  存  長 52 42cm 垂 下 端 幅 1 68cm

面 ω 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 lt   50 70cm 突 起 の 位 置 平  19 05cm
× 印 lAl な lBl あ  り 刃 部 長 jfE   31 65cm 割方最小幅の位置 17 20cm

重暑 (含浸前 ) 393 4g 重量 (含浸後 ) 375 0富 到  方  長 平   5 01cm 今U方下 端 の位 置 平  13 99cm
A面脊 中邑(a) 35cm B面春 幅 (al 1 30cm 事 長 2 20cm 最 大 1畠 の 作 苦 11 20cm

〃  (b) 50cm 〃  (b) 1 40cm 突 起 幅 推  5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 60cm
〃  (C) 50cm 1 50cm 到 万最 /1ヽ 中昌 5 20cm 割 方 下 端 春 厚 0 635cm
〃  (d) 50cm 〃  (d) 1 50cm 割 方 下 端 幅 推 平 5 925cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 635cm
〃  (e, 75cn 〃   (e) 1 70o■ 最  大  幅 6 40cm 関 部 脊 厚 0 76cm

特 徴
脊厚が薄い。突起の位置が高め。到方やや短かい。
脊の先端で匙面状の樋がみられる。茎やや太め。

遺存状態   ェコ
最ラ(甲昌音躊端 音Б厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 研磨痕。元部で鋳型のズレあり。
日

者

月年
測

潰実
実

1994年 3月 29日

高 山   岡J

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 729 0 8778 1666

定 量 分 析
Cu(%) S■ (0/6) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%) Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
条 件 1(O/n) 預」 冠 条 件 2( )

u  Sn b Fe Sh Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その4

銅 剣 番 号 I    C列 11号 分 類 I   I-2-⑥ 令 長 わ己   51 35cm 関 幅 コ圭    5 40cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  56Y5/4 現 存 長 51 20cm 茎 下 端 幅 1 46cm
面 lAl 尾  根 lBl 谷 寅U 身  長 ℃更   49,30cm 突 起 の 位 置 17 60cm

い な  し lBl あ  り 刃 部 長 ℃昆   31 70cm 割方最小幅の位置 15 10cm

重量 (含浸 Bl) 437 0g 重量 (含 浸後 ) 425 0富 今U 方  長 5 90cm ξu万 卜端の位音 11 70cm
A面脊 幅 仰) 28cm B面春 幅 (→ 26cm 茎 長 2 05cm 最 大 幅 の イ亨 着 10 40cm

″  (b) 28cm 〃  (b) 27cm 突 起 幅 羽圭    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 77cm
〃  (C) 32cm 〃  (C) 35cm 割 方最 小 嶋 推   5 30cln 考U方 下 端 脊 厚 0 80cm
〃  (d) 〃  (d) 38cm 到 方 下 端 幅 6 35cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 81cm
〃  (e) 45cm 〃  (e) 43cm 最  大  幅 推   6 50cn 関  部  春 厚 0 84cm

特 徴 やや短かめの元部。突起の位置がやや低め。
遺存状態  Ⅲ

最 大 鴨 部 端 部 厚 0 18cm

関 端 部 厚 0 14cm

修理中の知見 研磨痕。金属質が残存。
日
者

月年
測

実
実

1994年 3月 29日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 729 0 8769 2 1654

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A買 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(oom)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Acr Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その刊

C9～ 1li 緑・茶・白 04 23   2 0  0 06 00 16 40 69 03 -  - 17 89 B,

銅 剣 番 号 I    C列 10号 分 類  I   III-1-② 仝 長 復  51 13cm 関      WiH I 推   5 10cn
切 先 方 向 1   谷  奥 色 詞 1  565/4 現  存  長 50 93cm 垂 下 端 鴨 1  1 55cn

面 lAl尾  根 lBl 谷 剣 身 長 穆三   49,10cm 突 起 の 位 置 平  17 99cn
×印 ω  あ  り lBl な  し 刃 部 長 つ見ヨ「  31 10cm 割方最小幅の位置 1    1620∽

重曇 (含 浸前 ) 459 2g 重量 (含浸後 ) 450 0g 割  方  長 平   4 64cm 今」万 卜端 の 位 置 1 半  13_35cm
A向脊 鴨 (a) 1 29cm B面脊 幅 (a) 1 30cm 茎 長 2 03cln 最 大 鴨 の 位 置 1   9 90cnl

〃  (b) 1 37cm 〃  (b) 1 30cm 突 起 幅

“

圭    5 75cm 突 起 部 脊 サ早 1   0 815cm
〃   (C)1        1 45cm 〃  (C) 1 37cm fE    5 00cm 到 方 下 端 脊 厚 0 92cm
〃   (d)1        1 50cm 〃  (d) 1 43cm 到 方 下 端 幅 推平  580伽 最 大 幅 部 脊 厚 0 95cn
〃  (e) 1 71cm 1 51cm 最  大  幅 tt    6 40cm 関 部 春 厚 1  0 97cm

特 徴
脊厚が厚 く、A・ B面で脊にズレあり。
考J方が短かい。鋳掛けあり (3ヶ所)。

遺存状態  Ш
最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 元部に鋳型のズレと思われる段差著し▼ 日

剛

月年
山

‐９
高

日
者

月年
測

実
実

鉛同位体比
206/204 207/206

17 746 0 8757 2 1646

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 i Pb(%) Ag(°/a)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%) Sb(協6)IZn(DOm)

錆の営光X線

試 料 色  調
測 冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A営 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その4
9 約静茶・自 35 15   1 5  0 1 67  5 5  0 0  1 2  4 8  5 7 96 B

C9～ f 緑・白・茶 76 01 20 12 04 - 45034810002904--0600-
C9 緑

・
茶 41 19 29 01 717100243153-― -13 57 Bi

9 緑・茶・赤 5 19 29 0,ユ 47  5 7  39  2 5  0 0  4 2  -―    ――   ―-  0 6  0 0   -―
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銅 剣 番 号 I   C列 15号 分 類 1-(1) 全 長 TE   51 60cm 関 幅 tt    5 80cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51_10cm 茎 下 端 幅 1 66cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   49,44cm 笑 起 の 位 置 7 90cm
×印 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 lt   31 50cm 割万最小幅の位置 5 24cm

重量(含浸前)1    4006g 重量 (含浸後 ) 387 0富 到  方  ξ 5 33cm 到 方 下 端 の位 置 2 61cn
A IEl旱予中呂(a)1        1 28cm B面脊 幅 (a) 1 34cm 茎 長 2 16cm 最 大 幅 の 位 置 1 80cm

〃   (b)1       1 30cm 1 38cm 突 起  幅 推   5 70cm 突 起 部 春 厚 0.70cm
〃   (C)1       1 35cm 〃  (C) 1 40cm 奪U方最 小 幅 Йヒ    5 20cn 割 方下端脊厚 0 72cm
〃  (d) 86cm 〃  (d) 1 42cm 今J方下 端 幅 准    6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 73cm
〃   (e,1       1 54cm 54cm 最  大   中邑 推   6 40cm 関 部 脊 厚 0 98cm

特   徴
茎が薄い。
やや太めの茎。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 郡 端 部 厚 0 19cm

関 鈴 部 厚 0 165cn

修理中の知見 茎下端面に凹みあり。 日
者

月年
測

測実
実

1993年 3月 22日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206

17_645 0 8789 2.1693

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(°/6) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) N (%)I Sb(%) Zn(DDm)

鋳の蛍光X線

試 料 色  調
測

=条
件 1(%Ⅲ 預1定 条 件 2(° /6)

じu  Sn b Fe Sb A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S そのlll

銅 剣 碁 号 C列 14サ 分 類  I   I-2-① 全 長 rfE   51.80cm 関 幅 5 25cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 乳 Fr 長 51 60cm 茎 下 端 幅 1 59cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 コヒ   49 85cm 突 起 の 位 置 17 55cm
× 印 ω  な lBl不  明 刃  部  長 割圭   32 25cm tl方最小幅の位置 14 80cm

重量 (含浸前 ) 483 9g 重量 (含浸後 ) 167 0g 到  方  長 引上    5 57om 奪U方下 端 の位 置 平   11 98cm
A面春 幅 (a) 1 395cm B面脊 幅 (a) 41cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 8_7cnI

〃  (b〕 1 41cm 〃  (b) 1 42cm 突  起  幅 推   595伽 突 起 部 春 厚 0_865cn
〃  (C) 1 425cn 〃 (0 1 45cm 割 方 最 小 幅 4 85cm 判方下端脊厚 0 92cm
〃  (d) 1 525cm 〃  (d) 1 56cm 到 方 下 端 幅 平   6 10cn 最 大 鴨 部 脊 1 05cm
〃  (e) 1 625cm 〃  (e) 1 58cm 最 大 幅 6 535cm 関 部 脊 1 075cm

特 徴
脊厚が厚い。突起の位置が低め。
刃部の鏑が不明瞭で刃端部の九味が著しし

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の知見 茎部は肉厚でしっかりしている。鋳掛け穴に上が詰まる。
実測年月日
実 測 者

1994年 7月 20日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 644 0 8790 2 1679

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/6 A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(°/c)I Fe(身

`)IⅣ
In(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) lRl冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S そのll

銅 剣 番 号 C列 13号 分 類 I     VI 全 長 推  52 90clll 関 推   5 30cn
切 先 方 向 1   谷  奥 色 詞 1  5G5/2 現 存 長 52 75om 垂 下 端 幅 推   1 60cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 負U 身  長 推  5112伽 突 起 の 位 置 17 00cm
lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 朝圭   34 10cm 考J方 最小幅の位置 5.00cm

重量 (含浸前 ) 444 8Fr 重量 (含浸後 ) 426_0富 到  方  長 4 80cm 剖方下端の位置 12_20cm
A面脊 幅 (al 48cm B面脊 幅 僻) 53cm 事 長 1,78cm 最 大 幅 の 位 置 10 20cm

54cm 〃  (b) 50cm 突 起 嶋 TE    6.00cm 突 起 部 脊 厚 0 77cm
53cm 〃  (C) 57cm 到 方最 小 幅 tt    5 40cm 到 方 下 端 春 厚 0 75cm

〃  (d) 55cm ″  (d) 55cm 到 方 下 端 幅 jt    6 40cm 長 大 幅 部 春 厚 0 73cm
〃  (C) 55cm ″  (e) 52cm 最 大  幅 コヒ    6 70cm 音Ь 脊  ナ早 0 83cm

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置が低め。
割方が短かめ。刃部が長い。短かめの茎。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関 端 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。短めの元部。 日
者

月年
測

測実
実

1993年 12月 7日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 659 0 8803 2 1695

定量分析
tu(ゐ Sn(%) Pb(%) A宮 (%)I As(%)I B (% Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(°/6) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn  Pb  Fe As  Si  A K  Cn Cl  R その411
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銅 剣 番 号 I   C列 18号 分 類  I     VII 全 長 推   51 20cm 関 幅 】圭    5 40cn
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/0 乳  幕  長 50 95cln ≧   卜  瑞   甲昌 1 82cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   49 70cm 矢 起 の 位 置 9 90cm
×E日 lAl あ  り (Bl な   し 刃  部  長 lt日『  29 80cm 剖万最小幅の位置 8 50cm

重量 (含浸前 ) 415 0宜 重量 (含浸後 ) 405_0宮 到  方  長 J子    5 40cm 号U方下 端 の位 置 平 4 50cm
A面 春 幅 (a) 1 40cm B面脊 幅 ●) 1^45cm 茎 長 1 50cn 最 大 幅 の 位 置 50cm

〃   (b)1       1 43cm 〃  (b) 1 45cm 突  起  幅 推   5 40cm 突 起 部 脊 厚 0 80cm
(C)1        1 54cnl ″  (C) 1 50cm 奪U方最 小 幅 4 98cm 到 万 下 端 脊 厚 0 87cm
(d)1       1 56cm 1 58cm 到 方 下 端 幅 平  5 67cm 最 大 幅 郡 脊 厚 0 90cm

〃  (e) 1 76cm 〃  (e) 1 78cm 最 大 幅 6 17cm 関 部 春 厚 1 00cm

特   徴
脊厚が厚い。突起の位置が高い。B面に朱が付着。
刃部の鏑が不明瞭で、刃端部に研磨痕残る。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 鈴 部 厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 13cn

修理中の知見 鋒部の刃部は未調整。茎下端面に朱付着 ?
日
者

月年
測

実
実

1994年 7月 26日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 685 0 8798 2 1684

定量分析
Cu(%) Sn(%)I Pb(%) A貿 (%)I As(%) (°/。 ) Co(%)I Fe(°/0)IMn(Dうm) N (%)I Sb(%) Zn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 ユ (%) 測 定 条 件 2(0/6)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  R その林

銅 剣 番 号 C夕」17号 分 類  I    II― ユ 全 長

“

圭   51 95cm 関 幅 胡圭    5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 乳  存  長 51 75cm ≧ 下 端 幅 コ≧    1 40cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   49.50cm 饗 起 の イ立 漕 17 70cm
CO あ  り lBl な  し 刃 部 長 花  ■ tJOcm 割万最小幅の位置 15 60cn

重量 (含浸前)1    3937宣 重量 (含浸後 ) 379 0質 今J 方  長 半    5 10cm 到 方 下 端 の位 置 司宏   12 60cm
A面脊 幅 (■ 1 325cm B面脊 幅 仰) 87cm 茎 長 2 35cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm

34cm 〃  (b) 36cm 突  起 幅 推   5 60cm 突 起 部 春 厚 0 78cm
〃  (C) 37cm (C 35cm 割方最 /」 lヽE ヨ笠    5 05cm 奪U万 下 端 脊 厚 0 82cm
′′ (d) 43cm 〃  (d) 36cm 各U方下 端 幅 推  6 10cm 最 大 幅 部 香 厚 0 89cm
〃  (e) 53cm 〃  (e) 最  大 tt    6 70cm 関 部 脊 厚 0 98cm

特   徴
脊厚が厚め。やや長めの刃部。
茎が細 くて長い。やや銘が不明瞭か ?

遺存状態   Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 115cm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 九みのある茎部。茎下半面に巣あり。表面の調整良好。 日
者

月年
測

実
実

1993年 12月 24日

勝 部   昭

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206
17 570 0 8821 2 1735

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(Dam Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 冠 条 件 1 (%) 誤J冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As  Si  Ai K Ca CI  S その利

鋼 貪」番 号 I     C列 16号 分 類  I    II― ユ 令 長 復   51_20cm 関 幅 推   5 40cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現 存 長 51 10cm ≡ 下 端 幅 1 56cm

面 ① 尾  根 ①   谷 寅」 身 長 0見   49 25cm 賽 起 の 4立 置 7 30cm
×Eロ lAl あ  り lBl な 刃 部 長 復  3190∞ 41方最小幅の柿置 15 10cm

重量(含浸前) 425 2富 重量 (含 浸後 ) 4 到  チデ 長 推   4 9cm 到方下端の位置 推平 12 40cm
A面脊 幅 骨) 13向否 中邑(a) 28cm 茎 長 1 95om 最 大 幅 の 位 置 8 50cn

〃  (b) 8Bcm 〃  (b) 29cm 突 起 幅 IE    6 00cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
〃  (C) 35cm 〃  (C) 割 方 最 /1ヽ 中邑 詢と    5 00cm 到 方 下 端 春 厚 0 85cm

38cm 〃  (d) 39cm 到 万 下 端 幅 コ監    6 10cm 最大幅部脊厚 0 85cm
〃  (e) 51cm 〃  (e) 48cm 最 大  幅 推  6 40cn 関  部  脊 厚 1 05cm

特   徴
今V方がやや短かい。突起の位置が低め。
刃部やや長い。大きめの×印。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚 0 14cn

修理中の知見 巣とみられる小さい穴あり。×印が途中で切断されている。
日

者

月年
測

狽実
実

日
子

月
綾

年
藤

‐９
佐

鉛同位体比
ZU6/Z84 207/206 208/206
17_597 0 8827 2_1728

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDmi Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%: 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その他
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銅 剣 番 号 C列 21号 分 劉     
―

全 長 コ圭   51 50cm 関 幅 ヨ4    5 00cm
切 手 方 向 谷  奥 色 調 1   5G5/4 現  存  長 51 10cm 茎 下 端 幅 朝監    1 60cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   49 19cm 突 起 の 位 置 推  18 20cm
lAl あ  り lBl な 刃  部  長 tL   31 15cn 割方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 446_9質 重量(含浸後) 433 0g 割  万  長 割 方 下 端 の位 置

A面春 幅 (a) 88cm B面脊 幅 ●) 40cm 茎 長 群三    2 20cln 最 大 幅 の 位 置

〃  (b) 1 41cm 〃  (b) 41cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 82cm

1 43cm 〃  (C) 43cm 今U方最 小 幅 割 方下端脊厚 0,88cm
〃  (d) 1 48cm 〃  (d) 53cm lll方下端幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 93cm
〃  (C) 1 61cm 〃  (e) 58cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 1 02cm

特   徴
脊厚が厚い。
茎やや長め。

遺存状態  H 最大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 茎下端面に凹みあり。表面の一部で粉状に腐食。
日
者

月年
測

韻実
実

1993年 3月 16日

佐 藤 綾 子

鉛 同位体 比
206/204 207/206

17 609 0 8803 2 1689

定量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/n)I As(O/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppml Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(°/。 ) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その‖

銅 剣 番 号 C列 20号 分 類  I   I-1-③ 全 長 52 75cm 関 幅 5 40cm

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1   5BG 3/0 現  存  長 52 75om 薬 下 端 幅 75cnl

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 50 85cm 饗 己 の イ立 漕 半  18_96cn
× 印 lAl あ  り lBl を 刃 部 長 31 89cm 劃万最小嶋の位置 16.20cm

重量 (含浸前 ) 500 2富 重曇 (含浸後 ) 割  万  長 5 56cm 到 万 下 端 の位 置 平   13 40cm
A面春 幅 (a) 1 35cm B面脊 幅 (a) 1 40cm 茎 長 1.90cm 最 大 幅 の 位 置 9 70cm

〃  (b) 1 40cn ″  (b) 1 48cm 突  起 幅 5 63om 姿 tE部 蓉 厚 0 675cm
〃  (C) 1 48cm 1 55cm 到 方 最 小 幅 5 10cm 号U万 下 端 奇 厚 0 725cm
〃  (d) 1 449m 〃  (d) 1 51cm 6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 74cm

(e) 1_60cm 〃   (e) 1 60cm 最  大  幅 6 48cm 関  音Ь 春  厚 0 945cm

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置やや高め。刃部やや長め。
大めの茎。元端部の型ズレ著しい。

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 19cn

関  端  都   厚 0 22cm

修理中の知見 残存状態良好。茎部で腐食による体積膨張あり (ブロンズ病)。

日

者

月年
測

洩実
実

日
己

月
克

年
尾

‐９
西

鉛同位休比
206/204 207/206

17 800 0 8725 2 1580

定 量 分 析
Cu(%) Sn(9/O) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(0/。 ) Co(%)I Fe(°/n)IMn(ぅ。m Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

01 037 1 0064 0082 1 0089 1  <1 く10

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 冠 条 件 ユ (%) 測 冠 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFf Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その¶

銅 剣 番 号 C列 19号 分 類 1-③ 全 長 推   51 70cm 関 幅 jL    5 20cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 44cm 茎 下 端 幅 と_63om
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   49 86cm 突 起 の 位 置 平  18 2%cm
×E日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 推  ■_625cm 割 万掃 小聘呂のイ亨簡 訂4   16 30cm

重量 (含 浸前 ) 396.4富 重量 (含 浸後 ) 383 0定 到  万  長 半    5 10cm 到 方下 端 の位 置 平   13 15cm
A面脊 幅 (al 46cm B面春 幅 (→ 50cm ≧ 長 1 84cm 最 大 幅 の 位 置 10 40cm

45cm 〃  (b) 51cm 突 起  幅 引ヒ    5 75cm 突 起 部 脊 厚 0 76cm
〃  (C) 〃  (C) 52cm 今U方最 小 幅 推   5 10cln 到 方 下 端 春 厚 0 79cm

50cm 〃  (d) 57cm 到 方 下 端 幅 推   6 10cn 最 大 鴨 部 脊 厚 0 81cm
〃  (e) 60cm 〃  (e) 64cm 最  大 6 51om 関  部  脊  厚 0 93cm

特   徴
考」方やや短かめ。茎がやや短かい。鋳桂μ)あ り。
鋳型のズレが目立つ。茎端面の穴に朱らしき付着物あり。

遺存状態  コ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 10cm

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 元部の調整良好。茎下端面に穴あり。全体に粒状の鋳が付着。
日
者

月年
測

実
実

1993年 12月 10日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 673 0 8786 2 1661

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(°/。 )I Fe(°/。 )IMn(oom) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
損J主 条 件 1 (O/。 ) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fo  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As S, AI K Ca CI  S その4
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銅 剣 番 号 C列 24号 分 類 I 1l② 全 長 推  51 90cnt 関 幅 Ft    5 30cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1 5G5/4 現  存  長 51 21cm 茎 下 端 幅 1 73cm

面 lAl尾  根 0  谷 剣  身  長 推  49 80cm 空 記 の イ亨 署 18 80cm
× 印 |り  な  し lBl あ  り 刃 部 長 推   31 00cm 割方最小幅の位置 16 70cm

重量 (含浸前 ) 394 2R 重量 (含浸後 ) 378 0g 割  方  長 6 20cm 今U方下 端 の位 置 引卜   12 60cm
A面脊 幅 (a) 1 43cm B面春 幅 伸) 1 44cm 茎 長 2 10cm 最 大 甲Bの 位 置 11 20cn

〃  (b) 1 48cm 突  起  幅 推   5 50cm 突 起 部 脊 厚 0 64cm
1 52cm 〃  (C) 1 53cm 推  4 85cm 奪U方 下 端 脊 厚 0 70cm

〃  (d) 1 53cm ″  (d) 55om 今U万下 端 鴨 推   6 50cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 72cm
〃  (e) 1 60cm 1 65cn 最  大  幅 推    6 60cm 関 部 春 厚 0 86cm

特 徴
脊厚が薄い。
割方が長め。茎が大い。鋳掛けあり。

遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 17cm

関 端 部 厚 0 19cm

修理中の知見 やや幅広な剣身。
日

者

月年
測

韻実
実

1993年 12月 14日

吉 田   広

鉛同位休比
207/206

17 757 0 8760 2 1621

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%〕 I Bi(0/6) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(°/6)IZn(っ っm)

銹の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(° /6)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al  K Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 I   C列 23号 分 類 |   ―― 全 長 朝圭   51 30cm 関 幅 IE    5 40cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5G5/4 現  存  長 50 50cm 茎 下 端 幅 推   1 60cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   49 50cm 突 たこ の イヤ 漕 8 40cm
×E日 い  な  し ①  あ   り 刃 部 長 lt   31 10cm 割方長小幅の位置 6 10cn

重量 (含浸前 ) 3 重量 (含浸後 ) 300 0g 今J方 長 今U方下 端 の位 置 2 20cm
A面脊 幅 (a) 41cm B雨春幅(a) 1 38cm 茎 長 平   1 80cm 最 大 叩この 作 漕 0 20cm

〃  (b) 44cm 〃  (b) 1 38cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 61cm
〃  (C) 47cm 〃  (C) 1 41cm 奮U方最 小 幅 到 方 下 端 脊 厚 0 67cm
〃  (d) 51cm ″  (d) 1 51cm 割 万 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 67cm
〃  (e) 62cm ″  (e) 1 67cm 長  大  幅 tt    6 50cm 関  部  春  厚 0 71cm

特 徴 脊厚が薄い。茎やや短かめ。
遺存状態  Ⅲ

最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚

修理中の知見 脊部に水平方向の研磨痕。硬いコブ錆が付着。
日

者

月年
測

実
実

1993年 4月 2日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 704 0 8774 2 1654

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(°/a)I Bi(隊 ) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%)I Sb(%) Zn(DDm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al K Ca CI  S その■

銅 貪U番 サ C列 22号 分 類 1-③ 全 長 推  5215∞ 関 幅 復   5 20cn
切 先 方 向 谷   風 色 調 1  5GY 3/0 現 長 51 95cm 茎 下 鈴 幅 1 55cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 長 れヒ   50 24cm 突 だ已 の イす 音 半  18 40cm
×EΠ CO あ  り ①  な  し 刃 部 長 〕ヒ

=『

 31 85cn 割万最小嶋の位置 16 20cm
重量(含 浸前) 457 7富 重量 (含 浸後 ) 485 0宜 到  チア 長 引と    5 35cm 割 方下 端 の位 置 平  13 05cm
A面脊 幅 (a) B面脊 幅 (a) 43cm 壬 長 1 91cm 最 大 幅 の 位 置 12 30cm

〃  (b) 39cm ″  (b) 45cm 突 起  幅 推   585∽ 突 起 部 脊 厚 0 78cm
〃  (C) 40cn (C) 44cm 到 方妥衰/J 「ヽ届 5 06cm ,U万 下 端 脊 厚 0 82cm
〃  (d) 42cm 〃  (d) 45cm 今J方下 端 幅 6 21om 最 大 幅 部 琴 厚 0 83cm
〃  (e) 56cm 54cm 最  大  幅 6_36cm 関 部 春 厚 0 90cm

特   徴
A・ B面 で脊のズレが目立つ。
脊に鋳掛けあり。到方のllり 込みがやや浅く、研ぎの幅が狭ヤ

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 09cm

関 端 部 厚 0_1lcm

修理中の知見 表面、元部の調整良好。金属質残存。コブ鈴が付着。
日

者

月年
測

韻実
実

1993年 12月 14日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 692 0 8785 2 1664

定量分析
Cu(%i Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZ■ (っっm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 t条 件 1(%Ⅲ 誤J冠 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S そのrl
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銅 剣 番 号 C列 27号 分 類 I  H-2-② 全 長

“

圭   52、 28cm 関 幅 推  5_25cnl
切 先 方 向 谷  翼 色 調 1  5G5/4 現  存  長 52 02cm 茎 下 端 幅 1 72cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 詔4   50 00cm 饗 証 の 作 着 平   17 30cm
lAl あ  り lBl な  1シ 刃 部 長 4   32 70cm 割方最小鴨の位置 15 50cm

重量(含浸前) 377 5富 重量 (含浸後 ) 364 0g 到  万  長 5 10cm 到 方 下 端 の位 置 12 20cm
A面脊 幅 (a) 1 43cln B面春 幅 (a) 1 48cn 茎 長 2 28cm 最 大 幅 の 4立 置 10 20cm

〃  (b) 1 46cm 1 47cm 突  起  幅 tt    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 66cm
〃  (C) 1 59cln 〃  (C) 1 55cm 到方最小幅 復  5 20cm 割 万 下 端 脊

'

0,70om
〃  (d) 1_64cm 〃  (d) 58cm 到 万 下 端 幅 ℃昆    6 10cm 最 大 幅 部 脊 だ 0_73cm

1170c血 1 70cm 最  大  幅 6 33cm 関  音Б 脊  厚 0 83cln

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置が低め。剖方やや短かめ。
茎が長めで大く、さらに端面は平坦に加工してある。

遺存状態  II 最大幅部端部厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 扁平な茎部。両面に×印あ り。 日
者

月年
測

韻実
実

1993年 12月 15日

吉 田   広

鉛同位体比
207/206

17 662 0 8780 2 1685

定 量分 析
Cu(%Ⅲ Sn(%) Pb(°/。 ) Ag(°/6)I As(O/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(。。m: Ni(9/6)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 1(%) 測 定 条 件 2 `隊

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  A K Ca CI  S そのFL

銅 負U香 サ C列 26号 分 類 I 1l① 全 長 tt   52 40cm 関 幅 推  5 40cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1 5G4/0 現  存  長 52 25cn 茎 下 端 幅 tt    1 80cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  50 34cm 突 起 の 位 置 平 8 60cm
×【日 lAl な  し lBl な 河 部  長

“

圭   31,70cm 割万最小幅の位置 6 00cm
重量 (含浸前 ) 415_l lx 重量(含浸後) 400 0g εU 万 長 JF    5.65cm 到 方下 端 の位 置 30()cm
A面 琴 幅 (a) 1.41cm B面脊幅(a 1 44cm ≡ 長 2 06cm 最 大 幅 の 位 置 1 50cm

〃  (b) 1 47cm 〃  (b) 1 51cm 突  起 幅 4L    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm
(C) 1 50cm 〃  (C 1 55cln 到 方 長 小 幅 剪竺    5 20cm 割 万 下 端 脊 厚 0 72cm

〃  (d) 1 53cm 〃  (d) 0 60cm 副 万 下 端 叩邑 6 47cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 72cm
〃  (e) 1 78cm 〃  (e, 1 85cm 最  大  幅 6 64cn 関  部  杏  厚 0 90cm

特 徴
脊厚が薄い。
茎力も(い。 A・ B面 ともに×〔口の亥」E口 なし。

遺存状態  m 最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

部  厚 0 12cm

修理中の知見 刃部～元部に赤茶色の錆が発生。 日
者

月年
測

韻実
実

1993年 5月 25日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206

17 615 0 8805 2 1710

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(°/6) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) N (%)I Sb(%) Zn(DOm)

0 083  1   1 2 17 0 57

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn b Fe Sb A宜 Cu  Sn Pb  Fe As  Si  A K  Ca CI  S そのrll

鋼 貪u番 号 C列 25号 分 類 |   
―

全 長

“

4   52 40cln 関 甲邑

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5GY 5/4 現  存  長 51 20cln 茎 下 端 幅 推 50cm
面 ① 尾  根 0  谷 父u 身  長 推  50 50cm 突 起 の 位 置 18 95cm
×「日 lAl あ   り lBl な  し 刃 部  長 31 55cm 91万最小鴨の位 置 名ヒ   16 00cm

重量 (含浸前 ) 349 7富 重量 (含 浸後 ) 340 0宜 到  サ, 侵 謝圭    6 15cm 割 方 下 端 の位 置 tt   12 80cm
A面脊 幅 (a) 41cm B面春 幅 (→ 1 36cm ≡ 長 tt    1 90cm 最 大 幅 の 位 置

〃  (b) 41cm 1 43cm 突  起  幅 矢 遷 部 冷 厚 0 70cm
〃  (C) 38cm 〃  (C) 1.45cm 到 方 最 小 幅 到 万 下 端 脊 厚 0 72cm
〃  (d) 44cm 〃  (d) 1 46cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0,73cm
〃  (e) 54cm 〃  (e) 1 59cm 最 大 幅 関  部  脊 厚 0 89cm

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置やや高め。
太い×印。

遺存状態  Ⅲ
最大幅部端部厚
関 端 都 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。鋳牲Hナ あり ?
日

者

月年
測

韻実
実

1993年 12月 20日

佐 藤 綾 子

鉛 同位体比
206/204 207/206 208/206
17 697 8771 2 1698

定量分析
Cu(%i Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fc(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) lHl冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S そのIll
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銅 剣 番 号 C列 30号 分 類 I  I-l① ② 今 長 復  51 84cm 関 幅 5 48cm
切 先 万 向 1   谷  興 色 調 1  5G4/4 現  再  長 51 61cm 茎 下 端 幅 1 85cm

面 ω 尾  根 0  谷 剣  身  長 復  49 85cm 突 起 の 4互 置 18 60cm
む0 な lBl あ  り 刃 部 長 つ電   31 25cm 考J方最小幅の位置 16 20cm

重量 (含 浸前 ) 419 5g 重量 (含浸後 ) 411 0質 到  方  長 6 10cm 今U万下 端 の位 置 1250伽
A面脊幅(→ 38cm B面脊 幅 (→ 1 3tJcm 茎 長 1 99cm 最 大 幅 の 位 置 11 20cm

40cm 1 42cm 突  起  幅 推   5 80cm 突 起 部 春 厚 0 64om
〃  (C) 46cm 〃  (C) 1 47cm 到 方 最 小 幅 ℃豆    5 05cm 割 方下端脊厚 0 71cm

48cm ′
' (d)

1 52cm 到 方 下 端 幅 推   6 40cm 最大幅部脊厚 0 72cm
63cm 〃   (e) 1 64cm 最 大 幅 6 65cm 関 部 脊 厚 0 92cm

特   徴
脊厚が薄い。
茎が大い。脊と異の境、際取 り明瞭。

遺存状態   H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関  端  部  厚 0 20cm

修理中の知見 茎部でしレ状の突起あり (甲 張り?) 日
者

月年
測

誤実
実

1993年 12月 20日

吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 661 0 8793 2 1695

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%, Pb(%) A宜 (%)I As(%) (°/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 沢J冠 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その付

鋼 父U番 号 C列 29号 分 類 1-(1) 全 長 tt   51 44cm 関 幅 れヒ    5 20cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 96cm 茎 下 端 幅

面 lAl 尾  根 ①   谷 剣  身  長 rt   49 60cm 突 起 の 1立 音 18 20cm
×印 ①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  31 40cnt 郵万母小幅 のイす活 引圭   16 00cn

重量(含 浸前) 378 6富 重量 (含 浸後 ) 867 0Fr 今」 方 長 5 80cm 今U万下 端 の位 置 ヨ『   12 40cm
A面脊 中昌(a) 1 33cm B面春 幅 (→ 1 38cm 茎 長 1 84cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

〃  (b) 1 39cn 〃  (b) 1 44cm 突  起  幅 推   5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm
〃  (C) 1 46cn X 49cm 今U方最 小 幅 推   5 00cm 割方下端脊厚 0 73cm

1 50cm ″  (d) 1 52cm 到 方 下 端 幅 推  6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 74cm
1,68cm 〃  (e) 1 66cm 最 大 幅 推    6 50cm 関 部 脊 厚 0 86cm

特   徴
脊厚が薄めで全体に脊厚の変化が小さ▼
茎やや短かめで大い。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 18cm

修理中の知見 金属質残存。粒状の錆が付着。
日

者

月年
測

誤実
実

1993年 12月 17日

吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 626 0 8806 2 1708

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

じu  Sn b Fe Sb A貿 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その‖

鋼 剣 番 号 C列 28号 分 類  I   I■
-1-① 全 長 推  51 80cn 関 幅 lt    5 30cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 60cm 茎 下 端 幅 1 56cm
面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 」圭   49 70cm 突 起 の 位 置 18 90cm

lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 引笠   30 80cm 割方最小幅の位置

“

圭   16 50cm
重量(含浸前) 398 4富 重量 (含浸後 ) 386 0貿 ●

Al 
方  長 5 40cm 今U方下 端 の位 置 13 50cm

A面 脊 幅 (a) 34cn B面脊 幅 (→ 33cm 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 10 40cm
〃  (b) 〃  (b) 35cm 突 起  幅 tE    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 6Bcm
〃  (C) B5cm 〃  (C) 到 方最 小 幅 Ft    5 10cm 到 方 下 端 春 厚 0 65cm
〃  (d) 42cm 〃  (d) 42cm 到 方 下 端 幅 勃ヒ    6 30cm 最大幅部脊厚 0 68cm
〃  (e) 55cm 53cm 最 大 幅 優   664伽 関 部 脊 厚 0 80cm

特   徴
脊厚が薄い。
細 くて小さい×印。茎端面が平滑。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関  端  部  厚 18cn

修理中の知見 元部に鋳型のズレと思われる段差著 しし
日

者

月年
測

涙実
実

1993年 12月 16日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 0 8768 2 1655

定量分析
Cu(%) Sn(O/6) Ph(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(°/。 )I Fe(%)IMn(DOmi Ni(%)I Sb(%)IZn(anm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%〕 測 ‡ 条 件 2(孫 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sla  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのIll
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銅 剣 尾ξ号 列33号 分 類 |   ―― 全 長 lt   51 20cm 関 推    5 30cm
切 先 方 向 谷  鳳 色 調 1  5G5/4 現  再  長 50 55cm ≧ 下 端 幅 1 57cm

面 lAl 尾   根 lBl  谷 尖U 身  長 tt   49 20cm 突 起 の 4立 置 lt   18 00cm
× 印 Al あ  り lBl な 刃 部 長 推  31 20cm 到 万掃小 阻 の位 漕 推   16 00cm

重景 (含浸前 ) 435 5足 重量(含浸後) 425 0g 割  万  長 朝ヒ    5 75cm 到 万 下 端 の位 置 推平 12 25cm

A向春甲島(a) 40cm B面脊

“

邑(a) 459m 垂 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 推  10 00cm
〃  (b) 42cm 〃  (b) 48cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 78cm
〃  (C) 43cm (C) 考U方最 小 幅 今J方 下 玲 春 厚 0 80cm
〃  (d) 48cm 52cm 割 万 下 端 鴨 最 大 幅 部 脊 厚 0 86cm
〃  (e) 55cm (e) 最 大 幅 関 部 脊 厚 0 88cm

特   徴 脊厚やや厚め。全体に巣が目立つ。
遺存状態  Ⅲ

最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関  端  部  厚 0^14om

修理中の知見 元部の調整良好。全体的に粉状に腐食。
日

者

月年
測

実
実

日
子

２８

り

月

ま
年
津

‐９
金

鉛 同位体 比
206/204           1           207/206 208/206

17 685            1            0 8778 2 1667

定 量分 析
Cu(%: Sn(%) Pb(%)I Ag(%)I As(°/6)I Bi(0/a) Co(%)I Fe(%)IMn(DDmi Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(O/6) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その‖

銅 食II番 号 C列 32号 分 類  I   I-1-① 全 長 復  52 10cm 関 幅 1    5 29cm
切 先 万 同 谷   興 色 調 1  5G4/0 現  存  長 51 95cnl 茎 下 端 幅 1  1 72cm

面 ω 尾  根 ⑥   谷 剣  身  長 わ己   50 10cm 突 起 の イ立 置 8 90cm

lAl あ   り ⑥  を 刃 部 長 複   31 25cn 今1方最小幅の位置 6 00cm

重曇 (含 浸前 ) 445 7Fr 重重 (含 浸後 ) 427 0g 号U 万  長 5 90cm 子り方 下 端 の位 置 3 00cm
A面春 幅 (a) 37cm B面脊 幅 (a) 1 35cm 茎 長 平   2 00cm 最 大 幅 の 位 置 0 50cm

1 38cm ″  (b) 1 47cm 突  起  幅 5 69cm 突 起 部 脊 厚 0 71om
〃   (C) 1 45cm 〃  (C) 1 45cm 4 99cm 制方下端脊厚 1   0 75cm
〃  (d) 1 50cコ 〃  (d) 1 50cm εU万下 端 幅 6 24cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 80cm
〃  (e) 1 67cm 〃  (e) 1 64cm 最  大  幅 6 48cm 関 部 脊 厚 0 94cm

特   徴
脊厚が薄め。
元部に鋳型のズレが著しし

遺存状態   1 最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関 鈴  都  厚 0 20cm

修理中の知見 茎下端面に鋳型のズレあり。扁平で幅広な茎部。硬いコブ錆が付着。
日
者

月年
測

実
実

1994年 7月 25日

金 津 まり子

鉛同位体 比
206/204 207/206 208/206

17 622 0 8808 2 1708

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(°/6)I Bi(%) CO(O/a)I Fe(°/0)l� ln(DDm Ni(%) Sb(%) 乙n(ppm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
韻J冠 条 件 1 (%) 測 冠 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その41

銅 剣 番 号 C列 31号 分 類  I   I-1-① 全 長 推  5195伽 関 幅 tE    5 33cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5G5/4 現  存  長 51 75cm 茎 下 端 幅 1 75cm

面 lAl姥  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 80cn 突 起 の 41/置 平  18 48cm
①  な  し lBl あ  り 刃 部 長 平  31 32cm 骨J万 最小甲目の位 清 16 20cm

重量 (含 浸前 ) 432 8質 重号 (含 浸後 ) 423 0g tl 方 長 平  5 88crt 今U万下 端 の位 置 半  12 60cn
A面春 幅 (a) 32cm B面脊幅ω 1 395cm 茎 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 9 50cm

〃  (b) 38cm 〃  (b) 1 375cm 突 起  幅 朝坐    5 85cm 突 起 部 脊 厚 0 70cn

47cm ″  (C) 1 45cm 今」方最 /1ヽ幅 lt    5 10cm 判 方 下 端 脊 厚 0 72cコ

〃  (d) 1 475cm 〃  (d) 1 53cm 判 方 下 端 幅 最大幅部脊厚 0 75cm
〃  (e) 64cm 1 64cm 瓦莞  ノく  叩邑 6 61cm 関 部 脊 厚 0 92cni

特    徴
脊厚が毒め。
茎が太め。

遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 19cm

関 端 部 厚 0 20cm

修理中の知見 /L部 で鋳型のズレと思われる段差著しい。粒錆が付着。
実測年月日
実 測 者

1994年 7月 25日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 676 0 8783 2 1660

定 量分 析
Cu(%, Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(° /。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鈴のよ光X線

試  料 色 調
測 ‡ 条 件 1(隊 ) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その■
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銅 剣 番 号 I   C列 36号 分 類 I 12① 全 長 つ見   52 20cm 関 幅 tt    5 23cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 85cm 茎 下 端 幅

面 lAJ 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復   50 20cm 突 起 の 位 置 18 80cm
× 印 ①  な  し lBl あ  り 刃  部 ¢己   31 40cm 剖方最小幅の位置 16 50cm

重量鱒 前)|    
―

重曇 (含浸後 ) 411,Og 割  方  長 6 15cm 奪U方下 端 の位 置 12 44cm
A面脊 幅 (a)1   1 275cn B面脊幅(a) 1 28cm ≡ 長 2 00cm 最 大 鴨 の 位 置 11 50cm

〃  (b) 29cm 〃  (b) 1 32cm 突 起 幅 5 625cm 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃   (C)1        1 34cnl 〃 (ヴ 1 395cm 5 115cm 割 方 下 端 脊 厚 0 735cm

1 36cm 1 44cm 到 万 下 端 嶋 つ昆    6 36cm 最 大 幅 部 春 厚 0 77cm
〃  (e) 1 61cm 〃  (e) 1 55cm 最  大  幅 6 52cm 関 部 脊 厚 0 84cm

特   徴 脊厚が薄め。鋳掛けあり。
遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 165cm

関  端  部  厚 0 14cm

修理中の知見 元部で鋳型のズレあり。やや幅広で扁平な茎部。鋳推‖ナあり。
日
者

月年
測

実
実

1992年 12月 17日

足 立 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206

17 712 0 8794 2 1699

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/6)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(Dつm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
lRl定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのイ

銅 剣 番 号 C列 35号 分 類  I   I-1-① 全 長 推  5170伽 関 鴨 催    5 60cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 50 70cm 至  下  端  幅 1 69cm

面 lAl 尾  根 ①   谷 剣  身  長 推  49 75cm 突 起 の 位 置 18 80cm
× 印 lAl な  し ① あ  り 刈 部 長 推  31 00cm 奪J方 最小幅の位置 16 25cm

重量 (含 浸前 ) 307 8富 重量(含浸後) 370 0富 子り 方  長 推   5 60cm 到 方 下 端 の位 晉 牲  1320伽
A面杏 幅 (a) 1 30cm B面脊 中邑(a) 1 335cm 茎 長 1 19cm 最 大 幅 の 作 漕 9 1cm

1 30cm 〃  (b) 1 40cn 突  起  幅 引笠    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 1 41cm 〃  (C) 1 44cm 今」方最小幅 権  4 80cn 割 方 下 端 脊 厚 0 73cm

1 45cm 1 495cm 割 方 下 端 幅 推   6 10cn 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
〃  (e) 1 66cm 〃  (e) 1 59cm 最  大  幅 lt    6 40cm 関  部  春  厚 0 835cm

特   徴 脊厚が薄め。B面茎に凹みあり。
遺存状態   H 最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚

修理中の知見 茎部に垂直方向のタガネ痕。扁平で幅広な茎部。 実測年月日
実 損J 者

1992年 9月 10日

足 立 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 755 0 8773 2 1646

定量分析
しu(ン6, Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) N,(%)I Sb(%)IZn(DOm

錆の蛍光X線

試 料 色 調
狽J 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A電 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si AI  K Ca CI  S そのイ

銅 剣 番 号 I     Cテ J34号 分 類 I  Ⅳ 全 長 朝監   52 10cm 関 5 02cm
切 先 方 向 谷  奥 色 前 1  5G5/4 現  存  長 51 60cm 言巨   卜  】帝  中昌 1 60cm

面 ① 尾  根 ①   谷 剣  身  長 推  50 10cm 央 起 の 位 置 16 80cm
× 印 lAl あ  り lBl な 刀 と愚 TE   33 30cn 今」方最小幅の位置 14 50cm

重量 (含浸前 ) 422 7富 重量 (含浸後 ) 401 0g 割  方  長 5 30cm 到 方 下 端 の位 置 11 50cm
A面脊 幅 (a) 1 27cn B面春 幅 (a) 1 24cm 茎 長 ヨZ   2 025cm 最 大 鴨 の 位 酒 10 00cm

〃  (b) 1 285om 1 23cm 突 起  幅 rt    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 785cm
〃  (C) 1 33cm 〃  (C) 1 34cm 今U方最 /J、 幅 推  4 90cm 到 方 下 端 脊 厚 0 88cm
〃 (d 1_365cm 〃  (d) 1 40cn 割方下端幅

“

上    6 10cm 最 大 幅 部 春 厚 0 89cm
〃  (e) 1_495cm 〃  (e) 1 46cm 最  大   中岳 6 27cm 関 部 脊 厚 0 925cn

特   徴
脊厚が厚め。突起の位置が低い。
刃部が長い。短かめの到方。茎下端に切断痕残る。

遺存状態  H 最大幅部端都厚 半  0 1475cn
関  端  部  厚 0 185cn

修理中の知見 元部の調整良好。短かめの元部。九みのある脊部。 日
者

月年

測

実

実
日
弓

月
真

年
森

・９
津

鉛同位体比
207/206 208/206

17 698 0 8780 2 1663

定量分析
Cu(%) S■ (%) Pb(%) A宣 (%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(Dつ m)

鈴の蛍光X線

試  料 色 詞
測 定 条 件 1(%: 測 定 条 件 2(O/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その41
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銅剣 (C34・ C35・ C36)
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銅 剣 番 号 C列 39‐ 分 類 1-① 全 長 密圭   52 00cm 関 5 385cm
切 先 方 向 1   谷 Ej調 1  5G5/4 現  存  長 51 55cm 茎 下 端 幅 コ圭    1 67cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 60cm 突 起 の 位 置 ヨZ   18 55cm

×日] lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 推半 31.05cm 到方最小幅の位置 16 10cm
重暑 (含浸前 ) 437 6富 重量 (含浸後 ) 420 0g 割  方  長 平   5,875cm 到 方 下 端 の位 置 平 12 675cm
A面脊 中邑(a) 1.325cm B面脊幅(a) 36om 茎 長 2 40cm 最大幅の位 置 11.00cm

〃  (b) 36cm 〃  (b) 突 起  幅 rE    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 685cm
〃  (C) 47cm 〃  (C) 1 495cm 毒J方最 小 幅 4 95cm 割 方 下 端 脊 厚 0 725cm

44cm 〃  (d) 47cm 到 万 下 端 鴨 平   6 15cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 755cm
〃  (e) 59cm 62cm 最  大  幅 6 305cm 関 部 春 厚 0 86cm

特   徴
脊厚が薦め。
茎がやや太めで長彰

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 18cm

関 端 部 厚 0 185cm

修理中の知見 茎部側面にヒレ状の突起 (甲 張 り ?)。 扁平な茎部。 日
者

月年
測

韻実
実

1994年 7月 27日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17 724 0 8776 2 1655

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) 代g(°/6)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(°/。 )I Sb(°/。 )IZn(Ijo■ 1)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu  もn ギb re As Si  Al  K Ca CI  S その範

銅 剣 番 サ I     C列 38号 分 類 I   III-2 全 長 推  51_00cn 関 5 25cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 親  存  長 49^60cm 茎 下 端 幅 1 63cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 引上   48 46cm 突 起 の 位 置 tL   18 409m
lAl あ  り lBl を 刃 部 長 推   30 10cm 割方最小幅の位置 推  16 00cm

重量(含浸前) 4 重量 (含浸後 ) 405 0g 到  方  長 朝上    5 70cm 到方 下 端 の位 置 12,70cm
A面脊 幅 (a) 35cm B面杏 幅 (al 40cm 茎 長 2 54cm 最 大 幅 の イ立 漕 9 50cm

〃  (b) 35cm 〃  (b) 42cm 突  起  幅 稚   58(〕 cn 突 起 部 脊 厚 0 76cm
〃  (C) 39cm 〃  (C) 判 方 最 小 幅 推  535伽 到 方 下 端 脊 厚 0 81cm

43cm 〃  (d) 45cm 到 万 下 端 鴨 雄    6 30cm 最 大 幅 部 春 厚 0 82cm
〃  (e) 64cm 67cm 最 大 幅 6 58cm 関  部  脊 厚 1 00cm

特   徴
茎が長い。
刃部がやや短かめ。到方の今Jり 込みが浅い。

遺存状態  Ⅲ
最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の知見 元部で鋳型のズレも思われる段差著しい。丸みのある茎部。 日
者

月年
測

実
実

1993年 12月 22日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206

17.799 0 8747 2 1596

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(°/O)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn b Fe Sb Ag Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al K Ca Cl  S そのrt

銅 剣 番 号 C列 37号 分 類 | 卜 2① 全 長 推  51 40cn 幅 確   4^90cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現 長 50 70cm 事 下 端 幅 I圭    1 40cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 長 推  49 30cln 突 江 の イヤ 着 1圭   17 90om
×印 ①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  31 40cm 劃方最小幅の位置 15 70cm

重量 (含浸前 ) 重量 (含 浸後 ) 446_Og 到  アテ 長 引4    6 30cm 到 方 下 端 の位 置 11 60cm
A面脊 中昌(a) 1 27cm B面春 幅 (a) 1 29cm 垂 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 9 40cm

〃  (b) 1.315cm 1 29cm 突 起  幅 コ竺    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 74cm
〃  (C) 1 32cm 1 265cm 孝U方最 小 幅 望圭    4 90cm 号U万 下 端 脊 厚 0 735cm
〃  (d) 1 335cm 〃  (d) 1 315cm 今J方下 端 幅 6 30cm 最 大 幅 部 琴 厚 0 765cれ
″  (e 1 47cm 〃  (e) 1 47cm 最   大  幅 引と    6 40cm 関  部 脊  厚 0 855cm

特   徴
脊厚が薄め。
割方が長め。短かめの元部。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0_15cm

関 鈴 部 厚

惨理中の知見 鋳確‖すあり?。 元部の調整良好。金属質残存。 日
己

月
克

年
立

‐９
足

日
者

月年
測

韻実
実

鉛同位体比
206/204           1           207/206 208/206
17698    1    o8778 2 1666

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(% IA質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(°/6) Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(隊 Ⅲ 殺」 冠 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Cl  S その/11



図版97

〇∞Φ　　　八（Ｐ‐〕〉

∞∞Φ　　　ム（ｒ‐】〉

―
＝
＝
お
Ψ
＝
＝
Ｕ
Ｉ

ａ

，

０

＝

↓

十

一

Ｉ
Ｉ
∩
Ｙ
ｈ
ｖ
　

　

ｌ

Ａ
八
∪
＝
ｖ
　
　
　
ｌ

Ａ

イＩ

Ч

Ｖ

，
　

　

　

―

』∞Φ　　　（‐‐日）

Ａ
＝
ハ
）
＝
Ｖ
　
　
　
Ｉ

Ａ
川
側
ｌｒ
ｖ

　

　

　

ｌ

銅剣  (C37・  C38・  C39)

―

i浚デ



銅 剣 番 号 I     Cテ」42号 分 類 I 1l① 全 長 コと   52 30cm 関 幅 朝筆    5 50cm
切 先 方 向 1   谷  興 色 調 1 5G5/6 現  存  長 52 05cm 茎 下 端 幅 朝圭    1 80cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣 身 長

“

上   49 900m 突 起 の 位 置 8 50cm
⑪  あ  り 0 な 刃  部  長 推   31 40cm 判方最小幅の位置 推 6 50cm

重量(含浸前)1   3990富 重景 (含浸後 ) 378 0富 割  方  長 5 75cm 判方下端の位置 2 70om
A面脊幅(a) 1 42cm B面春 幅 伯) 38cm 茎 長 平   2 40cm 最 大 幅 の 位 置 1 00cm

1 46cm 46cm 突  趣  幅 推   5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 69cm
″  (C) 7cm 〃  (C) 48cm 判方最小幅 推   530伽 到 方 下 端 春 厚 0 72cm
〃   (d,1       1 55cm 〃  (d) 53cm 割 方 下 端 幅 tt    6 40cm 最大幅部脊 厚 0 75cln
〃  (e) 1 71cm 最  大  幅 6 46cm 関  部  脊  厚 0 97cm

特   徴
脊厚がやや薄く、A・ B面で脊にズレあり。
茎が長くて大い。×印A面のみあり。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 10cm

修理中の知見 元部に凹みあり。幅広で長めの茎部。粗い研磨痕。両面に×印。 日
者

月年
測

韻実
実

日
子

月
綾

年
藤

・９
佐

鉛 同位体 比
206/204 207/206 208/206
17 699 0 879ユ 2 1687

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/O) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%) Zn(っっm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFF Cu  もn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのll

銅 剣 番 号 C列 41 分 類 I 12② 全 長 復  51 70cm 関 幅 割圭    5 00cm
切 先 方 向 1   谷 色 調 1  5G5/4 現  存  長 ≧ 下 端 幅 1 41cn

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣 身 長 ℃昆   49 80cm 突 起 の 位 置 17 80cm
× 印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 ℃見   32 00cm 割方最小幅の位置

“

圭   15 50om
重景 (含浸前 ) 386 6富 重量 (含浸後 ) 40g 手U 方  長 6 40cln 今」方下端の位置 11 40cm
A面春幅(a) 39cm B面脊 幅 ω 42cm 茎 長 η壁    1^90cm 最 大 幅 の 位 置 9 60cm

〃  (b) 〃  (b) 45cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 77cm
〃  (C) 〃  (C) 54cm 到 万最 小 申邑 今U方 下 端 杏 厚 0 81cm
〃  (d) 54cm 〃  (d) 59cn 割 方 下 端 幅 6 08cm 最大幅部脊厚 0 83cm

71cm 〃  (e) 76cm 最  大  幅 6 28cm 関 部 脊 厚 0 90cm

特 徴
突起の位置やや低め。
刃部やや長め。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 10cln

修理中の知見 茎下端 と鋒部に鉄錆が付着。脊 と茎の幅が違 う。
日

者

月年
測

損実
実

1993年 12月 22日

吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 741 0 8766

定量分析
Cu(°/。 : Sn(0/6) Pb(%) A宜 (°/。 )I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(Dつm) N:(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S そのrl

0同 実J ttξ

=争

)夕J40サ 分 類 I   I-2-① 全 長 tt   52 30cm 関 幅
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 25cm 茎 下 端 幅 1 75cm

面 lAl尾  根 0  谷 剣  身  長 ft   49 80cm 突 起 の 位 置 推  18 80cm
×印 lAl な lBl あ  り 刃 部 長 tt   31 00cm 到方最小幅の位置 に   16_60cm

重量 (含浸前 ) 356 0g 重量 (含浸後 ) 344 0富 奪U 方  長 tt    6 70cln 到 方 下 鈴 の位 置 推  12 10cm
A面 脊 幅 (a) 35cm B面春 幅 (al 1 37cm 茎 長 朝笠    2 50cm 最 大 幅 の 行 着 翻ヒ   10 90cm

〃  (b) 34cm 〃  (b) 1 45cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃  (C) 41cln ″  (C) 1 46cm 今J方最 小 幅 引 方 下 端 脊 厚 0 75cm
〃  (d) 45cm 1 49cm 剖方下端幅 引笠    6 50cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm

63cm 〃  (e) 1 63cm 最  大  幅 推   6 65cm 関  部  春  厚 0 84cm

特 徴
脊厚が薄め。
茎が大めで長い。太い×印c

遺存状態   III 最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。
日

者

月年
測

実
実

1993年 12月 21日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206

17 675 0 8795 2 1703

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A買 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(°/。 )IZn(っom)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
預J定 条 件 1(0/6) 預J冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その■
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銅 負U香 号 I   C列 45号 分 類 I   I-2-の 今 長 朝ヒ   51 60cm 関 幅

“

4    5.50cm

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/4 現 存 長 51 35cln 茎 下 端 幅 推   1 60cm
面 lAl 尾  根 lBl  谷 父U 身  長 tt   49 62cm 突 起 の 位 置 17 80cm
×EΠ lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 推  31 80cln ll方最小幅の位置 朝室   15 50cm

重量 (含浸前 ) 415 3富 重量 (含浸後〕 404 0富 到  方  長 推 平  6 40cn 割方下端の位置 推 半 40cm
A面脊 幅 (a)1   1 34cm B面脊 幅 (al 1 28cn 事 長 1 98cm 最 大 幅 の 柿 置 9 50cm

1 33cm 〃  (b) 1 33cn 突  起  幅 コ三    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 74cコ

1 39cm 〃  (C) 1 34cm 今U方最 小 幅 コ臨    5 30cm 今U方 下 端 春 厚 0 82cm

1 41cm 〃  (d) 1_39cm 参U方下 端 幅 コヒ    6 20cm 最 大 幅 部 春 厚 0.88cm
〃  (e) 1 49cln 1^54cm 最  大  幅 イ4    6 50cm 関 部 脊 厚 0.94cm

特   徴
脊厚が厚めで、A・ B面で脊のズレが目立つ。
剖方が長めで、割 り込みも浅い。

遺存状態   H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関  端  言b 厚 0 18cm

修理中の知見 元部の調整良好。短めの元部。
日

者

月年
測

預実
実

1994年 1月 17日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 707 0 8767 2 1654

定量分析
Cu(O/6) Sn(%) Pb(% A宣 (9/。 )I As(°/。 )I Bi(9/0) Co(%)I Fe(°/6)IMn(DDm Ni(% Sb(%)IZn(DOm)

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 宇 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn b Fe Sb A貿 Cu  Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その′

銅 剣 番 号 C列 44号 分 類 |    
―

今 長 推  52 10cm 関 推   5 40cm
切 先 方 向 谷   翼 色 調 1 5G5/4 税 π 長 51 80cm 茎 下 端 幅 復   1 70cnl

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49 90cm 突 起 の 位 置 18 10cm
× 印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 tt   31 80cm 割方最小幅の位置 推  15 50cm

重量 (含浸前 ) 409 8 Fr 重量 (含 浸後 ) 402 0FI 到  方  長 割方下端の位置
A面春 幅 (a) 35cm B面脊 幅 (a) 38cm ≧ 長 推   220伽 最 大 幅 の 位 置 コ圭   11 00cm

〃  (b) 39cm 〃  (b) 39cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 73cm
40cln 〃  (C) 42cm 到 方最 小 幅 到 方 下 端 脊 厚 0 78cm

〃  (d) 43cln 〃  (d) 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 80cm
〃  (e) 69cln (e) 65cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 98cm

特   徴
脊厚やや薄め。
やや大めの茎。

遺存状態  II 最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 元部で鋳型のズレと思われる段差あり。粒状の錆が付着。
日
者

月年
測

韻実
実

日
子

月
綾

年
藤

‐９
佐

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 829 0 8722 2 1583

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(°/O) Co(%)I Fe(°/。 )山In(っっnl) Ni(%)I Sb(0/。 )IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 誤J冠 条 件 2(%

じu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その1

鋼 剣 帽『 サ C列 43号 分 類 |   
―

今 長 望と   52 70cm 関

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/6 坑  存  長 52 35cm 茎 下 端 幅 朝監    1 60cm
面 lAl 尾  根 谷 剣  身  長 tt   50 40cm 突 起 の 位 置 推  1890伽
×[ロ lAl あ  り lBl不  明 刃 部 長 推  31 50cm 今」万最小唱 の llf置

菫量陰 浸前) 重量 含浸後 ) 439 0質 到  方  長 今」方下端の位置
A面脊 幅 (a) 1 26cm B面脊 幅 (a) 1 35cm 事 長 推   2 30cnI 最 大 鴨 の 位 置

〃  (b) 1 41cm 〃  (b) 1 37cm 多ζ  え旦  

“

昌 突 起 部 脊 厚 0 84cm
1 45cm 〃  (C) 1 45cm 号U潔,賃鷲/Jヽ 中邑 all方 下 端 脊 厚 0 95cm

〃  (d) 考U方下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 95cm

1.52cm 〃  (e) 1 58cm 最  大  幅 関 都 脊 厚 1 03om

特   徴
脊厚が厚い。
茎やや長め。

遺存状態  IB 最 大 幅 部 端 部 厚

関  端 部  厚

修理中の知見 刃部の腐食著し彰 日

者

月年
測

韻実
実

1994年 8月 12日

足立克己・高山 剛

鉛同位体比
207/206 208/206

17 698 0 8776 1666

定量分析
Cu(%) Sn(0/6) Pb(%Ⅲ A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(И6)I Fe(協6)Mn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb re As Si  AI  K Ca CI  S その健
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銅 剣 番 号 I     Cテ U48号 分 類 2-① 全 長 51 10cm 関 幅 5 01cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1   5BG 3/0 現  存  長 51 10cm 茎 下 端 幅 1 78cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 494()cm 突 記 の イす 署 17 90cm
×E打 lAl あ  り lBl な 刃  郡 31 45cm 割方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含 浸前 ) 493 5R 重量 (含浸後〕 469 0g 割  方  長 平  5275卿 割 方 下 端 の位 置 平  12 00cn
A面春 幅 (→ L山否 鴨 ●) 34cm 茎 長 1 70om 最 大 幅 の イア 置 11 10cnI

〃  (b) 突  起  幅 5 45cm 突 起 部 脊 厚 0 815cm
〃  (C) 47cm 〃  (C) 42cm 到 方最 小 幅 5 06cm 副 万 下 端 脊 厚 0 85cm
〃  (d) 50cm 〃  (d) 46cm 到 万 下 端 帽 半    6 35cm 最 大 幅 郡 脊 厚 0 86cm
〃  (e) .68cm 〃  (e) 58cm 最  大  幅 6 475cm 関 部 春 厚 1 06cn

特   徴
脊厚が厚め。
判方長がA・ B面で大きく異なる。細い×印。

遺存状態   I 最大幅部端部厚 0 175cm

関  端  部  厚 0 23cm

修理中の知見 刃部、元部で鋳型のズルレあり。硬いコブ錆が付着。太短い茎部。
日

者

月年
測

実
実

1994年 1月 25日

勝 部   昭

鉛同位体比
206/204 207/206

17 743 0 8753 2 1627

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) 代g(%)I As(O/n)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm: Ni(°/O)I Sb(%)IZn(DDm)

13 1 025 1 0037 0044 1 0033 1 <ユ <10

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 C列 47号 分 類 |    
―

全 長 rt   52 90cn 関 幅 tt    5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5Y5/4 現  存  長 51 50cm 茎 下 端 嶋 引圭    1 60cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身 推   50 80cm 突 起 の 位 置 ft   18 80cm
lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 推   32 00cm 到方最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 299 7富 車曇 (含 浸後 ) 287 0富 割  方  長 到 方下 端 の位 置

A面脊 幅 仲) 1 39cm B面脊 嶋 (a) 35cm 茎 長 lL    2 10cm 長 大 幅 の イす 皆

1 35cm 〃  (b) 43cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 71cm
1 47cm 〃  (C) 47cm 今J方最小幅 奪U方 下 端 脊 厚 0 78cm

〃  (d) 1 49cm 〃  (d) 55cm 割 方 下 端 中Ξ 最 大 幅 部 春 厚 0 82cm
〃  (e) 1 62cm 〃  (e) 63cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴 茎が大きく欠損。刃部やや長め。
遺存状態  Ⅳ

最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 鋒部の先端付近に巣多い。残存状態悪し 実測年月日

実 測 者

1994年 1月 26日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 688 0 8774 2 1650

定 量 分 析
Cu(%: Sn(%) Pb(% Ag(°/0)I As(%)I Ri(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDml Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu もn Pb re As Si  AI  K Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 I     C列 46号 分 類 I   I-2-② 全 長 つ豆   52 40cm 関

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/0 現  存  長 5, 30cm 墓 下 端 幅

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 つミ   50 03cm 突 起 の 位 置 17 85cm
い  な  し ①  あ  り 刃 部 長 つこ   32 15cm 今J方 最小幅の位置 15 50cm

重量 (含浸前 ) 533 0 rr 重景 (含浸後 ) 511 0g 今U 方  長 ヨZ    5 95cm 今U万 卜端 の 位 置 半   11 9(〕 cn
A面脊 幅 (a) 1 45om B面春 幅 (al 47cm 茎 長 2 37cm 最 大 叩この 位 漕 9 00cn

〃   (b)1       1 53cm 52cm 突 起  幅 rt    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 85cn
〃  (C) 1 61cm 〃  (C) 55cn 今J方最 小 幅 4 93cm 到 方 下 端 琴 厚 0 88cm

(d)1       1 64cm 〃  (d) 61cm 到方下端幅 6 24c轟 最 大 幅 部 春 厚 0_90cm
〃  (e) 1 79cm 75cm 最 大  幅 6 36cm 関  部  春  厚 0 99cm

特   徴
脊厚が厚い。刃部が長め。
茎が長めで太い。細い×印。

遺存状態   I 最大幅部端部厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 16cn

修理中の知見 非常にシャープなつくり。残存状態良好。短めの元部。 日
者

月年
測

損実
実

日
子

月
綾

年
藤

・９
佐

鉛同位体比
207/206

17 705 0 8769 2 1662

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A営 (°/。 )I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(。 っm)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
損J定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(° /a)

Cu  Sn b Fe Sb A質 Cu Sn Pb Fe As Si AI  K  Ca Ci  S そのIII
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銅 剣 番 号 C列 51号 分 類 I   I-2-① 全    長 密記   51 80cm 関 幅 6 21cm
切 先 方 向 谷  奥 色 詞 1  5G4/0 現  存  長 51 70cm 至 下 端 幅 1 56cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  50 03cm 突 起 の 位 置 8 45cm
×E日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 復  31 55cm 割方最小幅の位置 推 6 00cm

重量 (含浸前 ) 5124寅 重量 (含浸後 ) 474 0g 割  万  長 司7    6 40cln 釧 方下 端 の位 置 半 2 05cm
A面脊 幅 (a) 1 37om B面脊幅(a) 1 38cm 茎 長 1 77cm 最 大 甲品の イヤ 音 1 80cm

〃  (b) 〃  (b) 1 35cm 突  起  幅 推  6 00cln 突 起 部 脊 厚 0 74cm
〃  (C) 1 46cm 〃  (C) 1 47cm 今J方最小幅 推  5 30cm 到 方 下 端 春 厚 0,75cm
〃  (d) 1.48cm 〃  (d) 1 48cm 手り方 下 端 幅 6 60cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 75cm
〃  (e) 1 59cm 〃  (e) 1 63cm 最  大  幅 6 60cm 関 部 脊 厚 0 91cm

特   徴
脊厚が薄め。短かめの茎。
長めの到方。四面状の樋あり。

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 14cm

修理中の知見 茎下端面の調整良好。やや幅広な剣身。 日
者

月年
測

実
実

1994年 2月 1日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 676 0 8780 2 1655

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(0/6) Zn(Dう m

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 冠 条 件 ユ (%) 決1疋 条 件 2(9/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag ,u  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのrll

銅 剣 番 号 C列 50号 分 類 |  
―

全    長 望圭   49 59cln 関 羽圭    5.20cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 49 39cm 垂 下 端 幅 1 64cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  48 20cm 突 起 の 位 置 朝監   16 60cm
fAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 推  31.60cn 創万最 小鴨 の位 置 推  14 50cln

重量 (含浸前 ) 542 2定 重量(含浸後) 532 0富 割  方  長 コヒ    4 60cm 割 万 卜端 の位 置

“

上   12 00cm
A面脊 幅 (a) 43cm B面脊 嶋 (a) ユ 43cm 率 長 1 39cm 最 大 幅 の 位 置 推   9 50cm

〃  (b) 1 44cm 〃  (b) 1 43cm 突  起 突 起 部 脊 厚 と_02cm
〃  (C 1 47cm 〃  (C) 1 49cm 到 万 傷克/1ヽ 中邑 到 方 下 端 脊 厚 10cm
〃  (d) 1 47cm 1 54cm 手U方下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 1 17cm
〃  (e) 1 55cm 〃  (e) 1 60cn 最  大  幅 関 部 脊 厚 1 33cm

特   徴
脊厚が厚い。突起の位置力Ч氏い。
茎が太い。全長が短かめ。茎端面未処理かえは湯引きのあとあり。

遺存状態  H 拐き,(中昌詈円

'喘

音躊

'享

0 19cm

関 端 部 厚 0 24cm

修理中の知見 残存状態良好。黒紫色を呈する。金属質残存。短めの基部。 日
者

月年
測

預実
実

1994年 1月 26日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17.685 0 8798 2.1723

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A寅 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm Ni(%) Sb(%)IZn(っ っm)

0 59   1  0 035 025 1 065 1 <1 0 17

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1 (%) 狽J冠 条 件 2( )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Cl  S そのftl

鋼 負U番 号 C列 49号 分 類 |  ― ― 全    長 Ю己   52 50cm 関 幅

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/2 現 存  長 52 25cn 垂 下 端 幅 tF    1 65cm
面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣 身 長 優   50 40cm 突 起 の 位 置 推 8 60cm

× 印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 1圭   31 80cm 到方最小幅の位置 推 6 00cm
重量 (含浸前 ) 396_6富 重量 (含浸後 ) 385 0g 到  方  長 rF    5.60cm 到 方下 端 の位 置 推 3 00cm
A面脊 幅 (a) 1 37cm B面脊幅(a) 1.43om 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の イ亨 音 推 1 00cn

1 45om 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 61cm
〃  (C) 1 48cm ″  (C) 1 50cm 割方最小幅 割 方 下 端 春 厚 0 65cm
〃  (d) 1 50cm 〃  (d) 1 53cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0.67cm
〃  (e) 1 74cln 1 78cm 最 大  幅 関 部 脊 厚 0 85cm

特   徴
脊厚が薄 く、A・ B面で脊にズレあり。
茎やや大め。刃部未調整 ?

遺存状態  Ⅲ
最 大 鴨 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 やや幅広な剣身。元部の片半身欠損。 実測年月日
実 預1 者

1994年 1月 25日

吉 田   広

鉛同位体比
207/206

17 710 0 8780 2_1697

定量分析
Cu(0/a) Pb(%) A宣 (%)I As(%) O/6) Co(%)I Fe(%)IMn N (%)I Sb(%) Zn(

鈴の蛍光X線

試 朴 色 調
測 す 条 件 1(隊 Ⅲ 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si A K Ca CI  S そのイ



図版 101

一いΦ　　　　・〈出日〉

４
人
側
ｌｒ
＝
　
―

Ａ

ハ

Ｖ

Ｖ

　

　

Ｉ

Ａ
＝
Ｗ
Ｖ
　
　
Ｉ

〇寸〇　ハい山ＷＶ

ｉ

ｌ

∧

∪

～

―

―
＝
人

―Ｉ
Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

内

Ｖ

ｉ

ｌ

ｎ

＝

丈

―Ｉ

Ｙ

Ｌ

Ｉ

―

大

０

１ｆ

↓

―

Ａ

ＩＩ

＝

Ｗ

ｖ

　

ｌ

制同all(C49。  C50・  C51)

―

人

Ｕ

ＩＩ

↓



αΠ剣 番 号 I   C列 54号 分 類 | 卜 l① 令 長 雄   52 40cm 関 幅 4 89cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現 存 長 52 25cn 茎 下 端 幅 推   1 76cm

面 tO  炉啓    オ屋 ①   谷 剣  身  長 推  4995伽 饗 え已 の イ立 憎 平   18 40cm
×印 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 lt   31 50cm 割万最小鴨の位 置 16 50cm

重量(含浸前)1    4923富 重景 (含 浸後 ) 480 0富 奪U 方  長 平   5 87雛 m 到 方 下 端 の位 置 ヨ『   12 525cm
A面春 幅 (a) 1 405cm B面春 幅 (a) 44cm 事 長 2 45cm 最 大 幅 の 位 置 10 30cm

1 40cln ″  (b) 突 起 幅 5 59cm 突 起 部 脊 厚 0 76cm
″  (C) 1 445cm ″  (C) 56cln 割 方 長 小 幅 4 76cm 到 方下端脊厚 0 82cm
〃  (d) 1 48cm 60cm 奪U方下 端 幅 6 18cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 85cm

1 67cm 〃  (e) 1 675cm 最 大  幅 6 315cm 関  部  脊 厚 0_97cm

特   徴
茎が大くて長い。
関幅が狭 く、やや細身。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 22cm

関 端 部 厚 0 215cm

修理中の知見 元部は調整良好。長めの茎部。 日

者

月年
測

損実
実

1994年 7月 29日

永 島 いずみ

鉛 同位体比
206/204 207/206 208/206
17 625 O bも 04 2 1703

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fc(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(oom)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
別 冠 条 件 1 (%) 劇 冠 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その■

銅 剣 番 号 C列 53号 分 類 I  1 2-① 全 長 復   52 35cm 関 幅 コ圭    5 35cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現 存 長 52 20cm 革 下 端 幅 1 68cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 侯U 身  長 復   50 20cm 饗 ttjの 住 活 8 60cm
×印 lAl な  し lBl あ  り 刃  部  長 31 50cm 割万最小幅の位 置 6 45cm

重量(含浸前) 重量(含浸後) 438 0富 孝U 方  長 6 40cm 今U方下 端 の位 置 2 25cm
A面脊幅(al 1 32cm B面脊幅(a) 29cm 茎 長 2 15cn 最 大 鴨 の 位 置 1 05cm

〃  (b) 1 32cm 34cm 突  起  嶋 5 64cm 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 1 40cm 〃  (C) 看U方最 小 幅 詢ヒ    5 25cm 到 万 下 端 脊 厚 0 76cm

1 44cm 到 方 下 端 幅 6 49cm 最 大 幅 部 脊 厚 755cm
〃  (e) 1 60cm 〃  (e) 最  大  幅 6 54cm 関 部 脊 厚 0 84cln

特   徴
脊厚が薄い。割方が長め。
脊と翼の境、際取り明瞭。

遺存状態   II 最大幅部端部厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 14cn

修理中の知見 幅広で扁平な茎部。 日
者

月年
測

渡実
実

日

子

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
207/206 208/206

17 661 0 8783 2 1672

定 量 分 析
Cu(%| Sn(%) Pb(%) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%) Zn(Dつm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
条 件 1 (%) 預J冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As  Si  A: K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 C列 52号 分 類 | 卜 2① 令 長 52 60om 関 幅 5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5G5/4 現 存 長 52 60cm 事 下 端 幅 1 69cn

面 ① 尾  根 lB)  谷 剣  身  長 50 55cm 突 起 の イ亨 詈 平  18 90cm
ltl あ  り lBl な  し 刃 部  長 ヨ『    31 60cm 割万最小幅の位置 16 50cm

重曇 (含 浸前 ) 424 0富 重景 (含 浸後〕 414 0富 到  チデ 長 半   635∽ 到 方 下 端 の位 置 卜  12 55cm
A向脊 叩昌(a) 38cm B面脊幅la) 1 31cm 茎 長 半    2 05cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

〃  (b) 40cm 〃  (b) と,33cm 突 起 幅 ltヨ『   5 85cm 突 起 部 脊 厚 0 67cnt
〃  (C) 49cm ″  (C) 43cm 割 方 最 小 幅 4 96cm 割 方 下 端 脊 厚 0 72cm
〃  (d) 1 46cm 到 方 下 端 幅 推平  6 絲cn 最 大 幅 部 蒼 厚 0 75cm
〃  (e, 75cm 〃  (e) 1 61cm 最  大  幅 6 44cm 関 部 脊 厚 0 87cm

特   徴
脊厚が薄い。茎端面が平坦。
刃端部に研磨痕、甲張り落としのあとか ?

遺存状態   I 最 大 幅 部 鈴 部 厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 残存調整良好。やや扁平で幅広な茎部。硬いコブ錆が付着。 日
者

月年
測

実
実

1994年 7月 29日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206           1           208/20fl

17 733 08765    1    21638

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A富 (%)I As(%)I Bi(%)I Co(%)I Fe(%)IMn(DOm N,(%, I Sb(%)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(O/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag lu  Sn Pb Fe As Si A K Ca CI  R そのrl
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銅 剣 番 号 C列 57号 分 類  I   III-1-② 全 長 tE   52 10cm 関 幅 tt    5 50cm
切 キ 方 向 谷  奥 色 調 1   5BG 5/0 現  存  長 51 75cnl 事  下  端 1 63cn

面 lAl尾  根 0  谷 貪W 身  長 推  50 12cm 突 起 の 位 置 8 65cn
①  な  し 0 あ  り 刃 部  長 推  31 45cn rl方最小幅の位置 推 6 50cm

重量 (含 浸前 ) 352 2宜 重量(含浸後|
340 0g ,U 万 長 平   5 25cm IU方下端の位置 平 3 40cm

A面脊 幅 (a) 45cm B面脊 中邑(a) 1 36cm 茎 長 1 98cm 最 大 唱 の 任 清 0 80cnl
〃  (b) 1 43cm 〃  (b) 1 38cm 突  起  幅 推   5 95cm 突 起 部 脊 厚 0 62cm

1 46cm 1 44cm tl方最小幅 推    5 00cm 到 方 下 端 脊 厚 0 65cm
〃  (d) 1 48cm 1 45cm 割 方 下 ウ帯中邑 推    6 20cm 最 大 幅 部 春 厚 0 66cm
〃  (e) 1 66cm 1 65cm 最 大  幅 引圭    6 55cm 関  部  春  厚 0 81cm

特   徴
脊厚が薄い。今」方やや短かめ。
元部に円形に加工された鋳推μ)あ り。

遺存状態  IJ 最大幅部端都厚 0 12cn

関  端  部  厚 0 13cn

修理中の知見 扁平で幅広な茎部。元部で鋳型のズレあり。研磨痕。
日
者

月年
測

実
実

1994年 8月 5日
佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 682 0 8792 2

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 : Pb(O/。 ) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%) Zn(Dつ m)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(O/6) 測 定 条 件 2(O/。

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu  Sn デb re As Si  AI  K Ca Cl  S その孔

銅 剣 番 号 列56号 分 類 I   I-2-③ 全 長 51 80cm 関 幅 推  5 40cm
切 先 万 向 1   谷  製 色 調 1  5G4/4 現  存  長 51 65cn 茎 下 端 幅 1 60cm

面 lAl尾  根 ①   谷 剣 身 長 49 82cm 突 起 の 位 置 17 75cm
× 印 ω  あ  り lBl な  し 刃 部  長 32 15cm 割方最小幅の位置 15 20cn

重景 (含 浸前〕 4 重量 (含 浸後 ) 407 0富 割  チデ 長 平   5 30cn 今U方下 端 の位 置 平  12 40cm
A面春 幅 (a) 31cm B面脊 幅 (→ 1 245cm 妄 長 1 98cm 最 大 叩この イ立 音 9 02cn

40cm 〃  (b) 28cm 突 起  幅 推   5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 76cm
〃  (C) (C) 38cn 到方最小幅 推    4 90cm ●U方 下 端 脊 厚 0 86cm
〃  (d) 48cm 〃  (d, 39cn 割 万 下 端 幅 推   580伽 最 大 幅 部 脊 厚 0 89cm
〃  (C) 54cm 1 495cn 最  大  幅 引筆    6 30cm 関 部 春 厚 1 05cm

特   徴
突起の位置がやや低め。脊厚が厚い。
茎下端、タガネ状工具の使用痕残る。

遺存状態  III 最大幅部端部厚 0 18cm

関 端 部 厚 0 185cm

修理中の知見 元部に朱が付着。丸みのある茎部。
日
者

月年
測

実
実

日
弓

月
真

年
森

・９
津

鉛同位休比
206/204 207/206     1 208/206

17 680 0 8773 2 1651

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm N,(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
浪」冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(0/6

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn  Pb  Fe As  Si  A K Cn Cl  S その¶

金同尖J ttξ

=ヂ

C列 55号 分 類 I   H-2-② 全 長 推  52 60cm 関      幅 1 推   5 60cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 観  存  長 52 40cm 茎 下 端 幅 1推  1 37cm

面 lAl 尾   根 lBl  谷 剣  身  長 lt   50 55cm 賽 ttの イす 漕 17 95cm
×印 ①  な  し lBl あ  り 刃 部 長 推   32 65cm 割方最小嶋の位置 1 推  15 50cm

重量 (含浸前 ) 426 9富 菫量愴 浸後 ) 407 0g 号U 方  長 推   5 45cnl 奪U方下 端 の位 置 ヨ筆   12 50cm
A面脊 幅 (a) 35cm B面倒 昌(a) 1 24cllI 堅 長 平   2 05cm 最 大 幅 の 位 置 1   9 50cm

〃  (b) 36cm 〃  (b) 1 245cm 突 起  幅 推   5 70cm 突 起 部 春 厚 0 79cm
〃  (C) 34cm 〃  (C) 1_26cm 到 方最 小 幅 第圭    4 90cm 到 万 下 端 脊 厚 1   0 785cm
〃  (d) 46cm 〃  (d) 42cm 割方下端幅 推   615伽 最 大 幅 郡 脊 厚 0 82cm
〃  (e) 58cm 〃 舎 1 50cm 最  大  中昌 6 36cm 関 部 脊 厚 0 875cn

特   徴
≧が糸日レヽ

元言БIこ双
刃部の鈍が不明瞭。刃部が長め。
を埋めたと思われる特徴的な鋳掛けあり

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 13om

関 端 部 厚 1    0 175cm

修理中の知見 元部の両側に○状の鋳推μすあり? 丸みのある茎部。
日
み

１
ず

日
月
い

年
島

・９

水ヽ

日
者

月年
測

韻実
実

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

16 991 0 9038 2 1960

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 : Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/。)IMn(DOm Ni(%) Sb(%)IZn(ppm)

錆の営光X線

試  料 色  調
狽J定 条 件 1 (%i 測 定 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Ci  S そのlll
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銅 会ll番 号 C列 60号 分 類 I 12② 全 長 コヒ   51 40cm 関 幅 推    5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1   5Y3/2 現  存  長 51 20cm 茎 下 端 幅 TE    1 70cn

面 ① 尾  根 lBl  谷 食W 身  長 推  49 20cm 窄 記 の 行 詈 平  17 70cnt
× 印 lAl あ  り ① な  し 刃 部  長 半  31 60cm 奪J方 最小幅の位置 15 70cm

重量 (含浸前 ) 441 3定 璽量 (含浸後 ) 430 0g 割  方  長 平   6 20cm 到 方 下 端 の位 置 11 50cm
A向看 鴨 (a) 28cln B面脊 幅 (a) 37cm 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の イア 音 9 50cm

〃  (b) 34cm 42cm 突 起  幅 FtE    5 78cm 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃  (C) 1 415cm 〃  ( 43cn 今J方最小幅 5 205cm 割 方 下 端 脊 厚 0 76cm
〃  (d) 1 425cm 〃  (d) 39cm 号U万下 端 幅 推   6 55cm 最 大 幅 部 杏 厚 0 81cm
″  (e) _535cm 〃  (e) 57cm 最  大  幅 6 605cm 関 部 脊 厚 0 91cm

特 徴
脊厚やや薄め。短かめの元部。
太めの茎。鋳掛けあり。

遺存状態   I 最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 残存調整良好。鋳構卜けあり。元部に鋳型のズレ、凹みあり。
日

者

月年
測

実
実

1994年 8月 4日
永 島 いずみ

鉛同位体 比
206/204 207/206 208/206

17 216 0 8957 2 1871

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(隊 ) 測 定 条 件 2(隊 Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 I     CテⅢ59号 分 類  I   I-2-① 令 長 tt   51 00cm 関 幅 つこ    5 00cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  565/4 現 存 長 50 45cm ≡ 下 端 幅 1 47cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 負」 身  長 推   48 90cm 突 起 の 位 置 17 90cm
×[Π ω あ  り lB9 な  し 刃 部  長 推  31 00cm 割方最小幅の位置 5 50cm

重暑 (含浸前〕 重量 (含 浸後 ) 400 0富 今」 方  長 平    6 20cm 今J方下 端 の位 置 引F   l1 70cm
A面脊 甲昌(a) 32cm B面脊 幅 (a) 30cm 茎 長 2 10cm 母 大 幅 の イ亨 漕 10 50cm

〃  (b) 32cm 80cn 突  記  幅 確    5 35cn 突 起 郡 脊 厚 0 72cm
〃  (C) 31cm 〃  (C) 33cn 到 方 最 /1ヽ 中昌 推   4 90cm 今U方 下 端 春 厚 0 74cn
〃  (d) 〃  (d) 36cm 到 方 下端 幅 推   6 30cn 最 大 幅 部 春 厚 0_75cm

〃  (e) 50om 最  大  幅 tt    6 20cm 関 部 脊 厚 0 879cm

特   徴
脊厚が薄め。細めの茎。
脊幅が細い。

遺存状態   II 瘍と,(叩邑詈焉端 詈トナ早 0 14cm

関  端  部  厚 0 13cm

修理中の知見 元部～関部の調整良好。 実測年月日

実 測 者

1994年 1月 28日

勝 部   昭

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 643 0.8806 2 1723

定 量 分 析
Cu(%) Sn(0/。 ) Pb(%) A貿 (%)I As(%)I B %) Co(協6)I Fe(物

`)は
ッIn(DOmi Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb  
「

e  As  Si AI  K Ca CI  S その礎

銅 剣 番 号 C列 58号 分 類 I   I-2-Q) 仝 長 rt   52 22cm 関 幅 嗣と    5 65cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  56Y5/4 現  存  長 51 80cm 垂 下 端 幅 1 68cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 父U 身  長 引ヒ   50 20cn 突 起 の 位 置 18 50cm
×印 lAl な lBl あ  り 刃  部  長 推  3170伽 到方最小幅の位 置 16 20cm

重曇 (含浸前 ) 364 5g 巨量 (含 浸後 ) 355_0富 割  方  長 推   6 50cm 奪U方下 端 の Tlr置 lt   12 00cm
A向吾 叩昌(a) を 45cm B面脊 幅 (a) 1 34cm 茎 長 2 02cm 最 大 1呂 の イす 音 10 30cm

1 44cm 〃  (b) 1 39cm 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 0 61cm
〃  (C) 1 48cm 〃  (C) 1 46cm 割 万 最 /1ヽ 中邑 推   4 90cm 奪U方 下 端 脊 厚 0 70cm
〃  (d) 1 53cm 〃  (d) 1 50cm 到 万 下端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 73cn
〃  ( 1 65cm 1 66cm 最  大  幅 推   6_55cm 関 部 春 厚 0 90cm

特 徴
脊厚が薄ヤ
到方が長し

遺存状態  III 最大幅部端部厚 0 17cm

関  端  部  厚 0 18cm

修理中の知見 元部に鋳型のズレあり。やや幅広な茎部。鋒部に粒状の錆が付着。
日

者

月年
測

実
実

1994年 1月 27日

吉 田   広

鉛 同位体 比
206/204 207/206 208/206

17 697 0 8780 2 1670

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/。 ) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(物6)I Fe(勁3)IA/1n(っ っm NI(%)I Sb(%)IZn(DDm)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
狽J冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その利
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銅 剣 番 号 C列 63号 分 類 I   I-2-① 今 長 名監   49 80om 関 幅 7L    5 10cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現  再  長 49 30cm 茎 下 端 幅 1 49cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 父U 身  長 ヨ圭   47 70cm 突 起 の 位 置 16 00cm
lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 朝ヒ   31 70cm 到方最小幅の位置 13 50cm

重暑 4 重登 (含浸後 ) 403_0宜 今U サデ 長 推  4 70cm 奪‖万 下 端 の 作 詈 11 30cm
A面脊 幅 (a) 42cm B面脊 幅 (a) 1 37cm ≡ 長 2 10cn 最 大 幅 の 位 置 7 40cm

〃  (b) 1 435cm 1 40cm 突  起  幅 rt    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 855cm
〃  (C) 49cm 〃  (C) 1 41cm ●U方最小幅 tt    5 10cm ξu方 下 端 脊 厚 0 875cm
〃  (d) 48cm 〃  (d) 1 48cm 幸U方下 蛉 幅 推   5 90cm 最大幅部脊厚 0 875cm
〃  (e 55cm 〃  (e) 1_535cm 最 大 6 50cm 関 部 脊 厚 0 89cm

特   徴
脊厚が厚め。突起の位置が低い。
全長が短かめ。短かい割方。鏑がやや不明瞭。

遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の知見 黄緑灰色を呈する。表面の調整良好、全体に粉状に腐食。
日

者

月年
測

損実
実

1992年 7月 23日

足 立 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 55よ 0 8855 2 1785

定 量 分 析
Cu(0/6) Sn(%) Pb(% A寛 (%)I As(°/。 )I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(Dnm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのrl

銅 剣 番 号      C列 62号 分 類 I  Ⅳ 全 長 rt   50 79cm 関 幅 朝ヒ    5 10cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 12cm 茎 下 端 幅 1 23cln

面 lAl昆  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   48 88cm 突 起 の 位 置 15 80cm
×[Π lAl あ lBl な  し 刃 部 長 lt   33 00cm 到万最小鴨の位置 13 30cn

重量 (含浸前 501 3富 重量 (含浸後 ) 471 0g 到  万  長 権   530伽 割 万 下 端 の位 置 推  10 50cln
A面脊 幅 (a)1   1 37cm B面春 幅 (→ 38cm 墓 長 1 91cm 最 大 幅 の 位 置 7 30cm

〃   (b)1       1 36cm 〃  (b) 42cm 突  起  幅 推   5 55cm 突 起 部 脊 厚 0 91cm
1 37cm 到方最 /Jヽ 幅 4 76cn 到 方 下 鈴 春 厚 0 96cm

〃   (d, 1        1 45cm 〃  (d) 到 方 下 端 幅 朝笠    6 05cm 最 大 幅 部 脊 厚 1 01cm
(e)1       1 57cm ″  (e) 61cm 最  大  幅 推    6_40cm 関  部  脊  厚 1 14cm

特   徴
脊厚が厚 く、A・ B面で脊にズレあり。
突起の位置が低い。長い刃部。茎が細い。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0_22cm

関 端 部 厚 0 20cm

修理中の知見 丸みのある茎部。丸みのある脊部。短めの元部。
日
者

月年
測

預実
実

1994年 1月 28日

吉 田  広

鉛同位休比
207/206

17.605 0 8812 2 1711

定量分析
Cu(%) Sn(O/6) Pb(% A質 (%)I As(°/。 ) (°/。 ) Co(°/。 )I Fe(°/。 )|〕ッIn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 1(O/n) 狽J冠 条 件 2 (°/O)

Cu  Sn )b Fe Sb A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのrll

鋼 剣 香 号 C列 61号 分 類 I     ⅥI 全 長 51 85cm 関 幅 5 35cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1 5G4/4 現  不  長 51 85cm 茎 下 端 幅 1 82cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49 55cm 突 起 の 位 置 19 90cm
× 印 い な  し lBl あ  り 刃 部  長 29 65cm 判方最小幅の位置 と7 50cm

重量(含浸前) 467 9g 重量 (含 浸後 ) 452_0宜 到  方  長 5 60cm 今U万下 端 の位 置 14 30cnl
A面脊 鴨 (a) 33cm B面脊 幅 (a) 81cn 垂 長 2 30cln 長 大 幅 の 位 置 11 50cm

〃  (b) 40cm 32cm 突 起  幅 Jt    5 75cm 突 起 部 春 厚 0_80cm
〃  (C) 51cm 〃  (C) 42cm 到 方最 小 幅 5 10cn 到 方 下 端 春 厚 0 79cm
〃  (d) 44cm 〃  (d) 45cm 到 方 下 端 幅 6 00cm 最大幅部脊厚 0 83cm
〃  (e) 66cm 〃  (e) 65cn 最  大  幅 6 50cm 関 部 脊 厚 0 95cm

特   徴
茎端面が平坦。突起の位置が高い。刃部が短かい。
刃端部に研磨痕あり。太い茎。

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 145cm

端  音Б ,享 0 165cm

修理中の知見 残存状態良好。長めの元都、茎部。
日

者

月年
測

潰実
実

1994年 8月 12日

足立克己・高山 剛

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 600 ()8808 2 1698

定量分析
Cu(%i Sn(O/。 ) Pb(%| A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(°/。 )I Sb(9る )IZn(DOm

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その花
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銅 父U番 サ C列 66号 分 類 I  I-1-Q) 令 長 復 10cm 関 幅 tt    5 00cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/0 現 存 長 50_97cm 茎 下 端 幅 1 54cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 則  身  長 つ見   49 00cm 突 起 の イ立 置 18 10cm
×LΠ ω  あ   り lBl な  し 刃  部  長 復  3090伽 今J方最小幅の位置 15 90cm

重量(含浸前) 399 1富 重量(含 浸後) 371 0富 到  方  長 推  5 40cm lll方下端の位置 朝と   12 70cm
A面 脊 幅 (a) 30cm B面脊幅(1 1 29cm 喜 長 10cm 最 大 幅 の 位 置 10 60cm

〃  (b) と 36cm 〃  (b) 1 32cm 突 起 幅 推   5 60cm 突 起 部 脊 厚 0 73cm
1 36cm 〃  (C) 1 34cm 割 万 最 小 幅 It    4 90cm 今U方 下 鈴 春 厚 0 77cm

〃  (d) 1 40cm 1 36cm 割 方 下 端 幅

“

圭    6 15cm 最 大幅部脊厚 0 78cm
〃  (e) 1 46cm 1 48cm 最  大  幅 FE    6 50cln 関 郡 脊 厚 0 93cm

特 徴 脊厚が薄めで、A・ B面で脊にズレあり。
遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cn

関  端  部  厚 0 15cm

修理中の知見 元部～関部、茎下端面の調整良好。鋳養‖ナあり。 日
者

月年
測

波実
実

1994年 1月 31日

吉 田   広

鉛同位体比
Z06/204           1           207/206 208/206
17655     1     o8783 2 1675

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%)IA寓 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 冠 条 件 1 (°/6) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのrr

鋼 父U番 号 I   C列 65号 分 劉     
―

令 長 推  51^80cm 関

切 先 方 向 谷  奥 色 詞 1  5GY 5/4 現 存 長 51cm 堅 下 端 幅 1 67cm
面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 65cm 突 起 の 位 置 推 半 9 15cm

lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 推  3050伽 剣方最小幅の位置 復 6 55cm
重量(含浸前) 375 0富 重暑 (含浸後 ) 366 0富 割  方  長 推    6 30cm 到方下端の位置 推 2 85cm
A画脊 中邑(■ 1 41om B面脊幅(→ 43cm 事 長 lt    2 15cm 最 大 幅 の 位 置 85cm

〃  (b) 1 44cm 48cm 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 ()71cm
1 50cm 〃  (C) 53cm 今」万 最 小 幅 考U方 下 端 春 厚 0 76cm

〃   (d)1        1 52cm 〃  ld) 56cm 到 方 下 端 幅 最大幅部脊厚 0 77cm
〃  (e) 1 68cn 63cm 最  大 幅 部 脊 厚 0 95cm

特   徴
脊厚が薄め。長めの制方。突起の位置が高め。
茎やや太め。やや短かめの刃部。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 18cm

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。刃部ほとんど欠損。 実測年月日
実 測 者

1993年 5月 18日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204

17 674

定量分析
Cu(%) Sn(%, Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%)I Co(%)I Fe(%)IMn(DDm)Ni(%)I sb(%)IZn(DDm)
84 5 012 1 055 1 0029 1 0044 1 *  |  * l o]4 1 0 4Fa l  *

錆の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 1(%)1   測 定 条 件 2 `隊 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag じu もn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その‖

銅 剣 番 号 C列 64号 分 類 1 12② 全 長 推   52 35cm 関 幅 つ琵    5 40cm
切 先 方 向 谷   奥 色 調 1  5GY 4/0 現  存  長 52 15cm 茎 下 端 幅 1 72cn

面 lAl尾  根 (Bl   谷 剣  身  長 推   50 25cm 突 起 の 位 置 17 80cm
00 あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  32 50cm 割方最小幅の位置 5 95cm

重量 (含 浸前 ) 489 2富 重量 (含浸後 ) 460 0g 割  方  長 平   6 40cm 割方下端の位置 11 45cm
A面春 幅 (a) B面脊 幅 (al 茎 長 平   2 10cm 景 犬 嶋 の 作 音 8 95cm

〃  (b) 1 335cln 突 起  幅 推  5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 735cm
43cm 〃  (C) 49cm 今U方最 /J、 幅 IE    5 19cm 到 方 下 端 春 厚 0 77cm

ll (d) 1 375cm 〃  (d) 1 575cm ;」方下端幅 朝笠    6 60cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 80cm
〃  (e) 55cm 〃  (e) 57cm 最  大  幅 6 51cm 関 部 春 厚 0 855cm

特   徴
脊厚やや薄め。長めの考」方。
刃部が長め。短かめの元部。

遺存状態   H 最大幅部端部厚 015∞
関 端 部 厚 0 125cm

修理中の知見 茎部が崩れて白い結晶見られる。 日
者

月年
測

実
実

日
弓

月
真

年
森

‐９
津

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206
17 30] 0 8913 2 1802

定 量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%Ⅲ A貿 (%)I As(%)I Bi(%i Co(%)I Fe(%)IMn(,9m Ni(%)I Sb(%)IZn(oDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%〕 YRl定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As  Si  AI K Ca CI  S そのrl
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銅 資!1番 号 C列 69号 分 類  I   I-1-① 全 長 嗣と   51 70cm 関 幅 rt    5 20cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現 長 51 10cm 茎 下 端 幅 1 60cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 長 推  49 70cln 突 起 の 位 置 18 30cm
×印 ①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  31 40cm η方母ガヽ鴨の作置 tt   16 00cm

重量 (含浸前 ) 424 22 重 浸後 ) 403 0g 到  方  長 5 60cm 争U方下 端 の位 置 12 70om
A面脊幅(a) 39cm B面脊 幅 (a) 35cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 10 70cm

〃  (b) 42cm 〃  (b) 39cm 突 起  幅 tt    5.60cm 突 起 部 春 厚 0 77cm
〃  (C) 45om 〃  (C) 46cn 奮U方最 小 幅 lL    4 80cm 割 方下端脊厚 0.81cm
〃  (d) 48cm 44om 割 万 下 端 幅 tt    6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 83cln

〃  ( 53cm 〃  te) 49cn 最  大  幅 朝臨    6 60cm 関 部 脊 厚 0,96cm

特   徴 元部の形が左右で異なる。鋳掛けあり。
遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0_20cn

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 茎下端面の調整良好。
日
者

月年
測

預実
実

1994年 2月 2日
吉 田   広

鉛 同位体比
206/204           1           207/206

17 727            1            0 8753 2 1635

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/6)I Ag(%)I As(° /nⅢ  I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(フ6)I Sb(フる)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 春 号 C列 68号     十分 類 |   十一 全 長 推  51 60cln 幅 れヒ    5 00cm
切 先 方 向 谷  奥     1 色 調 1   5G6/4 現  存  長 50 90cm 茎 下 端 幅 朝笠    1 65cm

面 ω 尾  根   l  lBl  谷 剣  身  長 引室   49 50cm 突 起 の 位 置 18 70cm

lAl な  1シ    l   lBl あ  り 刃 部  長

“

三   30 80cm 割方最小幅の位置 tt   16 20cm
重量 (含浸前 ) 413 7g 重量 (含浸後 ) 400 0富 割  方  長

“

圭    6 50cm 到 方 下 端 の位 置 tt   12 20cm
A向蒼 鴨 (a) 1 43cm B面脊 幅 僻) 1 39cm 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 rt   96(〕 cln

1 47cm 〃  (b) 1 42cm 突  起  幅 突 起 部 春 0 83cm
〃  (C) 1 51cm 46cn 判 方 最 小 幅 割 万 下 端 脊 0 89cm
〃  (d) 1 55cln 1.50cn 今U方下 端 幅 最 大 幅 部 脊 0.93cm

1 60cm 〃  (e) 1.579m 最  大  幅 関 部 脊 厚 1 03cm

特   徴
脊厚が厚 くA・ B面で脊にズレあり。
長い割方。

遺存状態  Iコ 最 大 幅 部 端 部 厚 0.13cm

関 端 部 厚

修理中の知見 茎下端面の調整良好。
日

者

月年
測

預実
実

1994年 1月 31日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206

17 763 0 8752 2 1643

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/6)I As(%Ⅲ I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm)Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

鋳の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのIII

銅 剣 番 号 列67号 分 類 I  III-1-② 全 長 51 75cm 関 幅 5 10cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/0 現  存  長 51 75cm 事 下 鈴 幅 1 70cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 49_75cm 突 起 の イす 替 半   18 75cm
× 印 ω  あ  り lBl あ  り 刃 部 長 31 υ5Cm 割万最小幅の位置 16 30cm

重量 (含 浸前 ) 430_2宣 重曇 (含浸後 ) 396 0g 到  チテ 長 平    5_35cm 到 方 下 端 の位 置 平 40cm
A面春 幅 (a) 39cm B面青 鴨 (a) 36cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cln

39cn 〃  (b) 36cm 突 起  幅 5 65cm 突 起 部 春 厚 0 68cm
〃  (C) 45cm 〃  (C) 42cm 到 方長 小 幅 推   4 95cm 到 万 下 端 脊 厚 0 70cm
〃  (d) 46cm 〃  (d) 49cm 剖方下端幅 6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 70cm
〃  (e) 59cm 〃  (e) 59cm 最  大  幅 6 30cm 関 部 脊 厚 0 93cm

特   徴
脊厚が薄い

元部にキャ
刃部に甲張り落しの面残る。鋳とドナあり。
ピラー状の研磨痕?元部から刃部にかけて型ズレあり

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 18cm

関 蛉 部 厚 0,17cm

修理中の知見 残存状態良好。鋳掛けあり。両面に×印あり。 日
者

月年
測

損実
実

日
雄

月
岩

年
本

‐９
松

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 628 0 8785 2 1678

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 : A宣 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/6)IMn(Dつm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppml

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その4H
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銅 剣 番 号 C列 72号 分 類 |  
―

令 長 lt   51 80cm 関 幅

切 先 万 向 谷  奥 色 調 1  565/4 現 TI 長 51 08cm 茎 下 端 幅 1  1 67cm
面 lAl尾  根 lBl  谷

^U 
身 長 郵圭   49 80cm 突 起 の 位 置 1 推  18 70cm

①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  31 10cn 剣方最小幅の位置 1 推  16 70cm
重曇 (含浸前 ) 354 4g 重量 (含浸後 ) 344 0富 制  玩デ 長 tt    6 00cm 割方下端の位置 1 復  12 70clll
A面脊幅(→ 37cm B面脊 幅 (a) 34cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 1 復  ■ 10∞

42cm 突  たこ 中昌 突 起 部 脊 厚 1   0 72cn
〃  (C) 53cm 〃  (C) 創万最 /Jヽ 鴨 割 方下端脊厚 1   0 79cm

54cm 62cm 到 方 下 端 幅 最 大 中昌晋躊脊 厚 1        0 82cm
67cm ″  (e) 62cm 月鷲  ノく  甲昌 関  部  脊  厚 1    0 97cm

特   徴
やや太めの茎。
茎端面が平坦。

遺存状態   Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚 1    0 17cm
関 端 部 厚 |   ―一 cm

修理中の知見 刃部ほとんど欠損。残存状態悪ψ 日

広

月年
田

‐９

吉

日

者

月年
測

韻実
実

鉛同位休比
207/206

17 631 0 8795 2 1713

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(°/。 ) Co(°/。 )I Fe(%)IMn(DDm Ni(%) Sb(%)IZn(pDm:

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 う 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのrll

銅 剣 番 号 C列 71号 分 類 全 長 つ昆   52 40cm 関 幅 Ю見    5 45cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 況  再  長 52 05cm 茎 下 端 幅 1 58cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  50 10cm 従 起 の 4立 苦 18 00cm
×印 lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 わ琵   32 10cm 尉方最小鴨 の位 苦 16 20cm

重量 (含浸前 ) 重量 (含 浸後 ) 409 0質 到  方  長 穆甦    5 20cm 到 万 下 端 の位 置 12 80cm
A面 脊 幅 (a) 1 37cm B面春 幅 (→ 1 32cn 茎 長 2 30cm 最 大 幅 の 位 置 10 70cm

〃  (b) 1 39cn 〃  (b) 1 34cm 突  起  幅 つ琵    5 90cm 突 起 部 脊 厚 ()765cm
〃  (C) 43cm 1 39cm 今U方最 小 幅 つ琵    5 20cm 到 方 下 端 春 厚 0 83cm
〃  (d) 43cm 〃  (d) 1 38cm 到 方 下 端 幅 6 45cm 最大幅部脊厚 0 85cm
〃  (e) 1 64cm 〃  (e) 1 58cm 最 大 幅 6 58cm 関 部 春 厚 0 94cm

特   徴
突起部および樋先端部にタガネエ具でつけたと思われ
る刻線残る。元部に鋳桂ドナあり。 (2ケ所)

遺存状態  H 最大 幅 部 端 部 厚 0 185cm

関 玲 部 厚 0 12cm

修理中の知見 残存状態良好。×印ではなくハ印。長めの茎部。
日

者

月年
測

狽実
実

1993年 1月 11日

松 本 岩 雄

鉛同位体比
207/206 208/206

17 677 0 8787 2 1682

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%, I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 狽]冠 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その41

銅 剣 番 号 C列 70号 分 類 I   I-2-⑥ 令 侵 rt   51 00cm 関 幅 推   5 30cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 4/4 現 T 長 50 70cm 茎 下 端 幅 復    1 70cm

面 lAl 尾   根 lBl  谷 長 tL   49 82cm 従 起 の 位 置 7 70cm
む0 あ  り lBl な  し 刃 長 朝ヒ   31 60cm 割方最小幅の位置 推   15 50cm

重量恰 浸前 ) 400 1g 重量 (含浸後 ) 390 0富 到  ヴテ 長 花   57()cn 到 万 下 端 の位 置 推  12 00cm
A向脊 鴨 ●) 40cm B面脊 幅 (a) 40cm 事 長 1 68cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm

〃  (b) 44cm 〃  (b) 突  起  幅 推   5 55cm 突 起 郡 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 48cm 〃  ( 46cm 割 方 最 小 幅 推   5 20cm 到 方 下 端 春 厚 0 79cm
〃  (d) 51cm 〃  (d) 49cm 今U方下 端 幅 推   6 15cm 最大幅部脊厚 0 82cm
〃  (e) 66cm 〃  (e) 60cm 最  大  幅 tt    6 60cm 関 部 脊 厚 0 95cm

特 徴 突起の位置がやや低め。 遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 茎下端部に垂直な切 り込みあり。硬い粉状の錆付着。太短い茎部。
日

老

月年
測

狽実
実

日
子

月
綾

年
藤

‐９
佐

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 583 0 8828 2 1748

定量分析
Cu(°/。 : Sn(O/。 ) Pb(0/。 ) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(°/0)l�ln(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 状J冠 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのII
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銅 剣 番 号 C列 75号 分 類 I  Ⅲ-l② 全 長 復 17cn 関 復   5 34cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/2 現  存  長 50 87cm 墓 下 端 幅 1 73cm

面 lAl尾  親 lBl  谷 剣  身  長 復  49_60cm 突 起 の 位 置 ヨ『    18 45cm
× 印 ①  あ  り lBl な 刃 部 長 復 割方最小幅の位置 16 30cm

重昌 (含 浸前 ) 368 9E 重量 (含浸後 ) 362 0g 今U 方  長 4 85cm 参U方下 端 の位 置 半  13 60cln
A血春‖昌(a) 1 42cm B面春 幅 (a) 1 28cm 堅 長 1 57cnl 最 大 V昌 の 柿 着 9 80cm

〃  (b) 1 44cm 〃  (b) 1 35cn 突 起  幅 推  5 90cn 央 起 部 脊 厚 0 74cm
〃  (C) 1 47cm 〃  (C) 1 42cm 割方最小幅 つ豆    5 05cm 到 方 下 端 脊 厚 0 78cm
〃  (d) 1 48cm 〃  (d) 1 47cm 到 万 下 端 鴨 5 73cm 最大幅部脊厚 0 82cm

1 68cm 〃  (e) 1 68cm 最  大  幅 つ己    6 43cm 関 部 脊 厚 0 89cm

特   徴
茎が大くて短かい。今」方下端、突起が表裏左右でズレ
る。鋒の刃端部が面をなす。幅広な剣身。

遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 15cm

関  端  部  厚 0 16cm

修理中の知見 癒着した箇所に赤錆が発生。扁平な≧部。 実測年月日
実 測 者

1994年 2月 4日
吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 668 0 8793 2 1717

定量分析
Cu(豚 ) Sn(%) Pb(°/0) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppml

鈴の営光X線

試 料 色  調
狽」冠 条 件 1(°/。 ) 測 定 条 件 2(隊 Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのlH

銅 剣 番 号 C列 74号 //J‐ 褒自 |      ―――― 全 長 コヒ   53 70cm 関

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1 5G5/6 現  存  長 52 60cm 堅 下 端 幅 1 65cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 食‖ 身  長 推  51 60cin 突 起 の 位 置 tt   18 00cm

×印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 引上   33 60cm 割方最小幅の位置
重量(含浸前) 407 1富 重量 (含浸後 ) 896 0g 今り 方  長 ,」方下端の位置
A面 脊 中邑(a) 1 45cn B面脊幅(a) 1 39cm 茎 長 2 10cm 最 大 ‖昌の イ亨 置

〃  (b) 1 45cm 1 41cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 79cm
1 50cm 〃  (C) 1 45cm 到 方 下 端 脊 厚 0 87cm

〃  (d) 1 58cm 〃  (d) 1 47cn 割 亥ア下 端 中邑 最 大 幅 部 春 厚 0 88cm
〃  (e) 1 69cm 1 68cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 1 02cm

特   徴
脊厚が厚めで、A・ B面で脊にズレあり。
やや太めの茎。全長、刃部ともに長い。

遺存状態  Ⅳ 最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。九みのある茎部。 日
者

月年
測

実
実

日
子

月
綾

年
藤

・９
佐

鉛同位体比
207/206

17 671 0 8785 2 1380

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A宣 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fc(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(O/a)IZn(Dう m)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
測 冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊 Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その礼

銅 剣 番 号 列 73号 分 類 I 12⑥ 全 長 つこ   51 80cm 関 幅 引圭    5 40cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1 5G5/4 現  存  長 51 58cm 茎 下 端 幅 1 73cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復   49 80cm 突 起 の 位 置 ヨ「    17 95cm
×印 ① あ  り lBl な 刃 部 長 つ豆   31 85cm 割方最小幅の位置 15 70cm

重量 (含 浸前 ) 重量 (含浸後 ) 450 0宣 割  万  長 5 95cm 今U方下 端 の位 置 12 00cn
A向看 甲昌(a) 1 44cm B面脊 幅 (a) 36cm 茎 長 2 00cm 最 大 W呂 の 作 漕 10 30cm

1 43cm 〃  (b) 40cm 突  起  幅 推   5 65cm 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 1 47cm 46cln 今J方最 /J、 幅 推  5 25cm 到 方 下 端 脊 厚 0 76cm
〃  (d) 1 49cm 〃  (d) 48cln 奮」方下端幅 推    6 65cm 最 大 幅 部 春 厚 0 77cm

1 58cm 〃  (e) 57cm 虎鷲  ノく  中邑 推    6 80cm 関 部 春 厚 0 91cm

特   徴
脊厚が薄め。茎が太く茎端面が平坦。
元部から刃部にかけて鋳型のズレが著しい。

遺存状態   H 最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 やや幅広な剣身。元部に鋳型のズレと思われる段差著しい。 日
者

月年
測

演実
実

1994年 2月 3日
吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206

17 569 0 8825 2 1707

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%) °

/。 ) Co(0/。 )I Fe(°/0)IMn(DDm Ni(%)I Sb(°/。 )IZn(DDm)

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
預J=条 件 1(%Ⅲ 測 冠 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si Al  K Ca Cl  R その獄
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銅 剣 番 号 I   C列 78号 分 類 I 12⑥ 全 長 Ft   52 00cn 関 幅 推   5 30cnl
切 先 方 向 1   谷  興 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 20cm 垂 下 端 幅 1 55cm

面 lAl 尾   根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 50cm 突 起 の 位 置 rt  17 50cm
×印 ①  あ  り 0 な  し 刃 部 長 引圭   32 00cm 到方最小幅の位置 15 00cm

菫量唸 侵 Hl) 403 6富 重量 (含浸後 ) 390 0g 割  方  長 推平  5 30cm 到方下端の位置 平   12 20cm
A面脊 嶋 (a)1   1 30cnl B面脊幅(a) 34cm 茎 長 2 50cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm

〃   (b)1       1 33cm 突 起  幅 推  5 80cm 突 起 部 春 厚 0 815cm
〃  (C) 1 34cm 〃  (C) 36cm 今J方最小幅 推    5 20cm 到 方 下 端 春 厚 0 815cm
〃   (d)1        1 38cm ″  (d) 40cm 到 万 下 端 幅 推   6200n 最大幅部脊厚 0 80cm
〃  (e, 1 60cm 59cm 最 大 幅 Ft    6 70cm 関 部 脊 厚 0 945cm

特   徴
脊厚がやや薄めで、鋒からの脊厚の変化が小さセ
突起の位置がやや低め。やや長めの刃部。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 135cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 長めの茎部。短めの元部。元部の調整良好。
日

者

月年
測

沢実
実

1994年 7月 5日
勝 部   昭

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 507 0 8848 2 1741

定量分析
Cu(0/6) Sn(%)I Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(O/61 Co(%)I Fe(%)IMn(DOml Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
演」冠 条 件 1(%) 韻1定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S その‖

銅 剣 番 号 C列 77号 分 類 I   I-2-③ 全 長 lt   52 00cm 関 幅 推   5 30cm
切 先 方 向 1   谷  興 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51 30cm ≡ 下 端 幅 1 39cm

面 OS 尾   オ屋 ①   谷 剣  身  長 推 突 起 の 位 置 17 25cm
lA あ   り 0 な  し 刃 部 長 推   32 25cm 到方最小幅の位 置 と4 20crn

重量(含浸前) 436 7富 重量(含浸後)

B面脊幅(a)

42X Og 到  方  長 rt    5 55cm 到方下端の位置 推  11 70cm
A面脊 中邑(■ 1 34cm 茎 長 2 49cm 最 大 幅 の 位 置 9 00cm

″  (b) 1 35cm 〃  (b) 48cm 突 起  幅 推  5 80cm 突 起 部 春 厚 0 91cfn
〃  (C) 1 44cnl 〃  (C) 48cm 今」方最小幅 rt    4 80cm 到 方 下 端 春 厚 0 97cm
〃   (d' 1        1 51cm 54cm ぞU万下端鴨 lt    6 05cm 最大幅部脊厚 0 99cm

1 40cm 〃  (e) 58cm 最  大 幅 れ見    6 45cm 関 部 脊 厚 0 95cm

特   徴
脊厚が厚い。突起の位置が低め。
脊幅に比べて茎が細い。長ての刃部。

遺存状態   III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 115cn

関  端  郡 厚

修理中の知見 茎部に朱 (?)付着。細長い茎部。元部に凹みあ り。
日

者

月年

測

狽実
実

1994年 2月 10日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 670 0 8782 2 1680

定量分析
Cu(%| Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(協6)I Fe(協6)け砥n(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 冠 条 件 ユ (%) 測 定 条 件 2(隊

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その

銅 剣 番 号 C列 76号 分 類 I  Ⅲ-1-② 全 長 ℃昆   52 50cm 関 幅 5 64cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/0 現  存  長 52 40cm 茎 下 端 幅 1 70cm

面 ω  昆  根 lBl  谷 剣  身  長 復  50 40cm 突 起 の 位 置 18 90cm
① あ  り lBl な  し 刃 部  長 つ琵   31 50cm 割方最小幅の位置 16 50cm

重景 (含 浸前 ) 430 0富 重量 (含 浸後 ) 387 0定 到 方 長 5 10cm 到 方 下 端 の位 置 3 80cm
A面春 幅 (al 28cm B面春 幅 (→ 23cm 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の イア 音 11 20cm

33cm 〃  (b) 28cm 突  起  幅 朝笠    5 95cm 突 起 部 脊 厚 0 63cm
〃  (C) 〃  (C) 1 335cm 到方 最 小 幅 4 98cm 割 万 下 端 脊 厚 0 65cm
〃  (d) 45cm 〃  (d) 40cm 奪」方下端幅 6 10cln 最 大 幅 部 脊 厚 0 67cm

66cn 〃  (e) 575cm 最  大  幅 6 735cm 関 部 春 厚 0 855cm

特   徴
脊厚が薄い。大めの茎。今J方がやや短かめ。
研ぎが一部不明瞭。鋳掛けあり。

遺存状態  Ш
最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚 0 195cm

修理中の知見 元部、刃部に鋳型のズレあり。鋳雑‖ナあり。やや幅広な剣身。
日

者

月年
測

根実
実

日
己

月
克

年
立

・９
足

鉛同位休比
206/204 207/206

17 663 0 8784 2 1687

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宣 (%)I As(%)I Bi(%: Co(%)I Fe(%)IMn Dpm′ Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 韻J定 条 件 2(%Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ao Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その犯
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銅 剣 番 号 列81号 分 類  I   I-1-① 全 長 ℃寛   51 50cm 関 幅 5 60cm

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1   5BG 5/0 現  存  長 51 40cm 茎 下 鈴 幅 推 70cm

面 ① 尾  根 ①   谷 剣  身  長 49 60cm 突 tEの 行 音 18 40cm
× 印 ω  あ   り 0 な 刃 部 長 限  31 20cm 割方最小幅の位置 15 90cm

重量 (含 浸前 ) 460 4質 重量(含浸後) 441 0g 割  方  長 iF    5 80cm 考」方 下 端 の位 置 平   12 60cm
A面 春 幅 曾) 39cm B面脊 幅 (a) 32cm 茎 長 1 90cm 最 大 幅 の 位 置 9 80cm

〃  (b) 47cm 〃  (b) 40cm 突  起  幅 5 55cn 突 起 部 春 厚 0 72cm
〃  (C) 50cm 43cn 考H方最 小 幅 5 00cm 到 万 下 端 脊 厚 0 78cm
〃  (d) 57cm 45cm 割 万 下 端 幅 6 08cm 最 大 幅 部 春 厚 0 78cm
〃  (e) 73cm 66cm 最  大  幅 6 60cm 関 部 脊 厚 0 82cm

特 徴
脊厚が薄め。茎が太い。
翼部、刃部に甲張りを残す。突起の形が変っている。

遺存状態   I 最 大 幅 部 蛉 部 厚 0 19cm

関 端 部 厚 0 21cm

修理中の知見 全体に幅広な剣身。今」方直上の張り出し大きラ
日

者

月年
測

実
実

日
雄

月
律

年
田

‐９
内

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 733 0 8761 2

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Ag(°/6)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm)Ni(%)I sb(%)IZn(DDm)

鋳の蛍光X線

試  料 色 調
決J冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Cn  CI  S /rの /1

銅 剣 番 号 C列 80号 分 劉     
―

全 長 推  53 10cn 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 51 80cm 事 下 端 幅

“

三    1 60cm
面 ① 尾  根 ①   谷 父H 身  長 lt   51 80cm 突 そ己の イi/着 引圭   18 80cm

ω  あ   り ①  を 刃 部 長 推   32 50cm 割方最小嶋の位置

重量 (含浸前 ) 305 9宜 章曇 (含浸後 ) 292 0g 到  方  長 到 方下 端 の位 置

A面春 幅 (a) 1 28cm B面脊 鴨 仰) 33cn 茎 長 朝圭    1 80cm 最 大 幅 の イ立 置 推   10 00cnl
〃  (b) 1 29cm 35cm 突 起 幅 突 起 都 脊 厚 0 71cm

1 43cm 〃  (C) 41cm 斉J方最 小 幅 号U万 下 端 脊 厚 0 79cm
〃  (d) 1 49cnl 40cm 割 方 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 82cm

1 55cm 〃  (e) 56cm 最 大 幅 関  音Б  脊  厚 0 84cm

特   徴
やや短かめの茎。
B面到方脊のところに鋳型割れ状の線があるが不明。

遺存状態  Iv 最 大 幅 部 端 部 厚

関 部  厚

修理中の知見 残存状態悪い。 日
者

月年
測

実
実

1994年 2月 22日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206    1    208/206
17 716 0 8769 2 1639

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm: Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
測 冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Ci  S そのIll

銅 剣 番 号 C列 79号 分 類 |    
―

全 長 割圭   53 50cm 関

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 52 40cm 茎 下 端 幅 れヒ    1 43cm
面 ltl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   51_30cm 央 起 の 位 置 推  17 30cm
×E日 ltl な  し lBl な  し 刃 部 長 lt   34 00cm 到万最小鴨の位置

重量 (含 浸前 ) 393 7富 重量 (含 浸後 ) 371 0宜 育H方 長 割力 卜踊ク)4ヱ直
A面香 幅 (a) 33om B面春 幅 (→ 34cm 茎 長 tt    2 20cm 最 大 幅 の 位 置

B2cm 〃  (b) 36cn 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 85cm
〃  (C) 40cm 〃   (C) 45c■ 考U方最 小 幅 今U方 下 端 春 厚 0 98cm

46cm 〃  (d) 50cn 考J方下 端 幅 最 大 鴨 部 脊 厚 0_97cm
〃  (e) 59cm 〃  (e) 54cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 1 01cm

特   徴
脊厚が厚い。全長が長め突起の位置が低め。
茎が細い。A・ B面 ともに×の刻印なし。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚

関  端  部  厚

修理中の知見 丸みのある茎部。
日

者

月年
測

実
実

1994年 2月 16日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 716 0 8767 21631

定 量 分 析
Cu(%Ⅲ Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%: Co(%)I Fe(%)IMn(DDm〕 Ni(%)I Sb(0/6)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その/L
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銅 負U番 号 C列 84号 う) 褒自 全    長

“

4   51 00cm 関

切 先 方 向 谷  奥 色 詞 1  5G4/6 現  存  長 48 40cm 垂 下 端 嶋 コ坐    1 70cm
面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 jL   48 99cm 突 起 の 位 置 推  18 75cm
×印 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長

“

圭   30 25cm 到方最小幅の位置

重量(含浸前) 278.4富 重量 (含浸後 ) 266 0g 割  方  長 到 方 下 端 の位 置

A面青 申邑(a) 1_09cm B面春 幅 (→ 25cm 茎 長 2 01cm 最 大 叩この 行 漕

〃  (b) 1.28cm 〃  (b) 35cm 突  起  幅 央 起 部 脊 0 66cm
〃  (C) 1 41cm 〃  (C) 43cm 到 方最 小 幅 割 方 下 端 脊 涯 0 77cln
〃  (d) 1 52cn 〃  (d) 判方下端幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
〃  (e) 1 60cm 69cm 最  大 幅 関 部 脊 厚 0 91cm

特   徴 脊厚が薄め。やや太めの基。
遺存状態  Ⅳ

最大幅部端部厚
関 端 部 厚

修理中の知見 残存状態悪い。刃部ほとんど欠損。 日
者

月年
測

預実
実

日
子

月
綾

年
藤

・９
佐

鉛同位体比
206/204 207/206

17.741 0.8755 2_1609

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A営 (°/。 )I As(°/6)IB (%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊 Ⅲ

Cu  Sn b Fe Sb A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  A K Ca CI  S そのフ

銅 剣 番 号 I   C列 83→ 分 類 2-(1) 全    長 tt   51 60cm 関 幅 TL    5 50cm
切 先 方 向 1   谷 色 調 1  5G5/4 現  存  長 51.10cn 茎 下 端 幅 コ監    1 72cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tL   49_70cm 宴 認 の 行 詈 te   19 oocm
fAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 推  30 70cm 割方最小幅の位置 tt   17 00c�

重量 (含浸前 ) 417 3g 重量 (含浸後 ) 404 01x 到  万  長 割 方 下 端 の位 置 12_30cm
A面脊幅(a)1   1 24cln B面脊 幅 (a) 1^28Scm 垂    長 1.9cln 歳 夫 喝 の 位 置 1 30cln

〃  (b) 1 30cm 29cn 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 1 36cm 〃  (C) 34cm 考U方最小 幅 到 万 下 端 脊 厚 0 75cm
〃  (d) 1_38cm 〃  (d) 39cm 到 方 下 端 聴 最 大 幅 部 脊 厚 0 74cm
〃   (e' 1        1.54cm 〃  (e) 54cm 最 大 幅 割臨    6 80cm 関  言b 脊  厚 0 98cm

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置が1氏め。
茎下端、タガネ状工具の使用痕残る。全体に鏑があまし

遺存状態   III 最 大 幅 部 端 都 厚 0 12cm

関 端 部 厚

修理中の知見 部分的に粉状に腐食。茎下端は両面よリタガネて切 断 ?
日
者

月年
測

預実
実

1995年 1月 27日

岩永省三・永島いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 716 0,8773 2 1665

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/6) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(O/。 )I Fe(°/6)l� ln Ni(%)I Sb(%)IZn(っ om)

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%Ⅲ 殺」 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI  K Ca Ci  S そ冤

銅 剣 番 号 C列 82号 分 類  I   I-1-① 令   長 推  51 72cln 関 幅 推  5,45cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現 存 長 51 02cm 茎 下 端 幅 割圭    1 90cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 寅U 身 長 推  49 70cm 突 起 の 位 置 推  18 60cH
×E日 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長 推  31 10cm rl方最小幅の位置

“

芝   16 00cm
重量 (含浸前 ) 3442真 重畳 (含浸 334.0富 到  方  長 確    5_60cm al万下端の締詈 平  13 15cm
A面琴 幅 (a) 31cm B面脊幅(a) 33cm 茎    長 2 02cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm

39cm 〃  (b) 39cm 突 起 幅 コ臨    5 70α m 突 起 部 脊 厚 0_64cm
〃  (C) 42cm 〃  (C) 40cm 割 万最 小 幅 推  5 00cln 到 方 下 端 脊 厚 0.69cm
〃  (d) 45cm 〃  (d) 45cln 到 方 下 端 幅 推  6 30cn 最大幅部脊厚 0 71cm
〃  (C) 65cm 〃  (e) 57cln 最  大  幅 推    6 60cm 部 脊  厚 0 86cm

特   徴
脊厚が薄い。
太い茎。鋳型のズレが著しV

遺存状態  Ш
最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 全体に幅広で原みのない剣身。扁平な脊部。
日

者

月年
測

浪実
実

1994年 3月 1日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 712 0 8765 1650

定量分析
Cu(0/。 ) Sn(%, Pb(% Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn( Ni(°/。 )I Sb(%)IZn(DOm

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Ci  S その
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銅 剣 番 号 C列 87号 分 象  I   III-1-g 全 長 イそ   51 90cm 関 鴨 Bt    5 60cm
切 先 方 向 谷  奥 色 討 1  5G5/4 現  存  長 51 50cm 墓 下 端 嶋 1 63cm

面 ω 昆  根 lBl  谷 剣  身  長

“

三   49 98cm 突 起 の 位 置 8 70cm
lAl あ  り lBl な 刃  詈る  長 1圭   31 20cm 割方最小幅の位置 推 6 60cm

聖量(含浸Hl, 重量 (含浸後 ) 400 0g 到  方  長 lt    5 20cm 割 万 卜端 の位 置 推 3 50cln
A面脊 中邑(a) 1 28cm B面春 幅 (a) 1 28cm 茎 長 1 92cm 最 大 幅 の 作 置 推 1 40cm

〃  (b) 1 34cm 〃  (b) 1 28cm 突  起 幅 稚   59()cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm
40cm 〃  (C) 1 33cm 4万景川ヽ幅 TE    5 30cm 手U万 下 端 脊 厚 0 72cm

1 42cm 〃  (d) 1 39cm 到 方 下 端 幅 権   6 70cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 74cm
〃  (e) 1 53cm 1 58cm 最  大  幅 推   670m 関 部 脊 厚 0 88cm

特   徴
脊厚が薄い。A面脊上に凹みあり。
鋳掛けあり。 (3ケ所)

遺存状態  Ⅲ
最大幅部端部厚 0 16cm

関 端 部 厚 135cm

修理中の知見 硬い粒状の錆が付着。関部で凹みあり(両 面)。
日

者

月年
測

損実
実

1993年 3月 26日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
207/206

17 810 0 8724 2_1592

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/。 )I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(0/6) Zn(DDm)

鋪の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI  K Ca Ci  S その犯

銅 剣 番 号 C列 86号 分 類 I 1l① 全 長 つ琵   52 35cm 関 5 25cn
切 先 方 向 谷   翼 色 調 1  5BG 4/0 現  存  長 52 30cm 垂 下 端 幅 1 70om

面 lAl 昆   根 lBl  谷 剣 身 長 つこ   50 20cm 突 起 の 位 置 平 8 90cm
×FΠ lAl あ  り lBl な 刃 部 長 を電   31 35cm 今J方 最小幅の位置 6_70cm

重昌 (含 浸前〕 412 1富 重量 (含浸後 ) 380 0g 到  方  長 平  5 925cm ll」方下端の位置 平 3 00cm
A面脊 中昌(a) 1 39cm B面春 幅 (a) 1 29cm 茎 長 平   2 15cm 最 大 幅 の 作 音 1 40cm

〃  (b) 1 34cm 〃  (b) 1 34cm 突  起  幅 5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 62cm
〃  (C) 1 41cm 1 42cm 今J方長 小 幅 4 95cm 到 方 下 端 脊 厚 0 75cm
〃  (d) 1 43cm 〃  (d) 1 43cm 到 万 下 端 鴨

“
=    6 30clll

最 大 幅 部 春 厚 0 73cln
〃  (e, 1.61cm 1 55cm 最 大  幅 6 40cln 関 部  春 厚 0 88cm

特   徴
脊厚が薄い。
茎が大め。鋳型のズレが者しレ

遺存状態   I 最大幅部端部厚 0 155cm

関  端  部  厚 215cm

修理中の知見 各体的にシャープなつ くり。靱性のあるコブ錆が付着。研磨痕。 日
者

月年
測

涙実
実

1994年 3月 22日

宮 木 正 保

鉛同位体比
207/206

17 814 0 8731 2 1613

定量分析
Cu(%) Sn(O/6) Pb(% A宜 (%)I As(%)I Bi(0/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn N (%)I Sb(°/。 ) Zn(
67 90 10 80 く 1

銘の蛍光X線

試 料 色  調
狽」 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(O/6)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si Al  K  Ca CI  S その■

銅 剣 番 号 列85号 分 類 |    
―

全 長 瓢4   51 05cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 50 55cm 茎 下 鮒 幅 1 73cm
面 ① 尾  根 ゆ  谷 剣  身  長 推  49 10cm 饗 起 の イ立 苦 推   18_80cm

×印 lAJ な lBl あ  り 刃  部  長 推  30 30cm 到万最小鴨の位 置
重量 (含 浸前 ) 281 6g 重量 (含 浸後)1    2730貿 到  方  長 号U方下 端 の位 置
A面脊 幅 (a) 1 27cm B面春 幅 (a)1   1 35cm ≡ 長 平   1,95cm 最 大 幅 の 位 置

〃  (b)

“

と1 30cm (b)!     ▼ヒ1 30cm 突  起 幅 突 起 都 脊 厚 0 70cln
〃  (C) 1 32cm 〃   (C)1       1 39cm 到 方 最 小 幅 引方下端脊 厚 0 70cm
〃  (d) 1 34cm 〃   (d)1        1 46cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 71cln
〃  (e) 1 54cm 〃   (e)1       1 65cm 最 大 幅 関  部 脊 厚 0 83cm

特   徴
脊厚が薄い。
茎が大め。割方脊上の研ぎ出し面が短かい。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 扁平な脊部・茎部。残存状態悪い 日

者

月年
測

狽実
実

1994年 3月 15日

林   健 亮

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 659 0_8779 2 1655

定 量 分 析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(0/n A質 (%)I As(%)I B,(%) CO(°/6)I Fe(°/。 )IMn(ooth Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の営光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのll



図版 113銅剣 (C85。 C86・ C87)

卜∞〇　　　　（門日）

ｉ
ｌ
い
Ｙ

，

　
　
　
―

４
八

Ｕ

＝

ｖ
　

　

　

ｌ

〇∞Φ　　　　Ａい同〕〉

市
＝
ハ
∇
＝
Ｖ
　
　
Ｉ

Ａ
＝
出
Ｙ
Ｖ

　
　
　
Ｉ

Ａ
ＩＩ

＝

Ｗ

Ｖ

‥
Ａ
∪

―

―

―

Ｐ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｂ
　
Ｉ

ヽ

八

Ｕ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
　
　
Ｉ

∩
Ｙ

Ｉ

　

　

Ｉ

Ａ
ｎ
Ч
ｗ

　

　

ｌ

Ａ

ＩＩ

Ｉ，

ｖ

　

　

ｌ



鋼 剣 番 号 列90号 分 類 I   I-1-Q) 今 長 51 80cm 幅 ℃昆    5 50cm
切 先 方 向 谷   奨 色 調 1  5BG 3/0 蕩  存  長 51 80cm 茎 下 端 幅 1 72cm

面 lAl尾  根 ⑧   谷 貞U 身  長 49 90cm 突 起 の イ立 置 18 30cm
×印 ω  あ  り lBl な  し 刃  部  長 31 60cm 今」方最小幅の位置 16 10cm

重量 (含浸前 ) 506 5宜 重量 (含浸後 | 奪U 方  長 平   5 65cnl 引方下端の位置 司「    12 65cm
A面春 幅 (a) 1 28cm B面香 幅 (a) 1 24cnl 暮 侵 1 90cm 最 大 幅 の 位 置 10 10cm

1 30cm 〃  (b) 1 28cm 多〔  え三  甲邑 5 95cm 突 起 部 春 厚 0 765cm
〃   (C) 1 385cm 1 37cm 今U方最 小 幅 つミ    5 20cm 今」方 下 端 杏 厚 0 84cm
〃  (d) 1 4孔 cm 1 38cm 割 方 下 端 幅 平    6 30cm 最 大 幅 部 杏 0 845cm
〃  (e) 1 55cm 〃  (C) 1 50cm 長  大  幅 6 62cm 関 部 脊 1 00cm

特   徴
未調整の茎端面に「外引け」あり。
やや太めの茎。

遺存状態   H 最大 幅 部 端 部 厚 0 18cm

関 端 部 厚 0 185cm

修理中の知見 非常に硬い錆が付着。金属質残存。研磨痕。 実測年月日
実 測 者

1993年 1月 6日
足 立 克 己

鉛同位休比
206/204 207/206 203/206

17 947 0 8679 2 1508

定量分析
Cu(°/6) Sn(%) Pb(% A冥 (%)I As(%)I Bi(%) Co(レ 6)I Fe(°/。 )はvln(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm:

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
演1冠 条 件 1(%) 演」 冠 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AII Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S そのlH

銅 剣 番 号 列89号 分 類 I   I-2-① 今 長 50 75cm 関 4 96cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  564/4 現 存 長 50 75cm ≡ 下 端 幅 1 50cm

面 lAl 尾   根 0  谷 父U 身 長 48 20cn 突 起 の 位 置 17 50cm
×印 lAl な  し (Bl あ   り 刃 部 長 30 70cm 今J方 最小幅の位 置 15 00cm

重量 (含浸前 ) 470 1寅 重量恰 浸後 ) 452 0R 到  方  長 半   5 器cm 割方下端の位置 平  ■ 67cm
A面脊 幅 (a) 27cm B画脊 幅 曾) 1 29cm 喜 長 2 55cm 最 大 幅 の 位 置 8 90cm

〃  (b) 33cm 〃  (b) 1 36cm 突 起 幅 つ豆    5 70cm 突 起 郡 脊 厚 0 96cm
〃  (C) 38cm 1 35cm 到 方最 小 幅 見々    4 95cm 今U方 下 端 脊 厚 1 03cm
〃  (d) 43cn 〃  (d) 1 40cm 割 方 下 端 幅 5 95cm 最大幅部脊厚 1 13cm

52cm 1 51cm 最  大  幅 6 82cm 関 部 脊 厚 1 10cm

特   徴
脊厚が非常に厚い。突起の位置が低め。
細くて長い茎。全長やや短かめ。茎端面が平lH。

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 17cm

関 端 部 厚 0 21cm

修理中の知見 シャーブなつ くり。残存状態良好。
日

者

月年
測

狽実
実

1994年 3月 11日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 753 0 875写 2 1627

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/。 A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(協6)I Fe(核6)けvln(っ っm) Ni(°/a)I Sb(O/a)IZn(ぅ 。In)

11 012 1 0051 <1 <10

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al  K Ca Ci  S その

鋼 剣 番 号 I     C列 88号 全 長 推  51 00cm 関 幅 推   5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 49 80cm ≡ 下 端 幅 推    1 80cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣 身 長 rt   48 20cm 突 起 の 位 置 推  16 50cm
×E日 ω  あ  り lBl な 刃 部 長 推  31 70cFr 割方最小幅の位置

重量 (含 浸前 ) 474 114 重量 (含浸後 ) 461 0g 割  万  長 到 方 下 端 の位 置

A面脊 幅 (a) 48cm B面脊幅(a) 43cm 茎 長 lt    2 80cm 最 大 幅 の 行 漕

〃  (b) 48cm 〃  (b) 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 1 06cm
〃  (C) 51cln 〃   (C) 53cm 今U方最小幅 今U方 下 端 脊 厚 1 14cn
〃  (d) 54cm 〃  (d) 53cm 割 万 下 端 嶋 最 大 幅 部 脊 厚 1 24cm
〃  (e) 53cm 〃  ( 最  大  幅 関  部  春  厚 1 32cm

特   徴
脊厚が非常に厚 く、A・ B面で脊にズレあり。
茎に型ズレのあとが目立つ。突起の位置が低い。

遺存状態  Ⅳ
最 大 鴨 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 丸みのある長い茎部。
日

者

月年
測

実
実

1994年 3月 14日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 832 0 8707 2 1555

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/。 )I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IM Ni(%)I Sb(°/。 )IZn(DDm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
渡1定 条 件 1(%) 狽Ⅲ 冠 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A営 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その従
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銅 察U番 号 I   C列 93号 分 類 I  V 全 長 復  48 10cm 関 4 46cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1   5G4/4 現  存  長 48,05cm 茎 下 端 幅 1 40cm

面 lAl 昆  根 lBl  谷 父U 身  長 布豆   46 10cm 矢 起 の 位 置 16 50cm
①  あ  り lBl な  し 刃 部 長 わ豆   29 60cm 割万最小幅の位置 14 00cm

重量(含浸前) 446 7富 重量 (含浸後 ) 30宣 今」 方 長 半    5 80cm 今U方下 端 の位 置 107()cm
A面脊 幅 ●) 1 15cm B面脊 幅 僻) 15cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 7 50cm

〃  (b) 1 15cm 〃  (b) 17cm 突  起  幅 5 1lcm 突 起 部 脊 厚 0 99cn
17cm 〃  (C) 割 方最 小 幅 4^36cm 割 万 下 端 脊 厚 1 05cm

〃  (d) 1 28cm 〃  (d) 32cln 制方下端幅 推    5 50cm 最 大 幅 部 脊 厚 1
〃  (C) 1 37cm 〃  (e) 40om 最  大  幅 5 71cm 関 部 脊 厚 1

特   徴
脊厚が非常に厚い。突起の位置が低い。
短かい刃部。全長に比べて到方が長い。短かい元部。

遺存状態   I 最 大 幅 部 鈴 部 厚 0 3cm

関 端 部 厚 0

修理中の知見 短かめの剣身 (48 0cm)。 九みのある脊部・茎部。金属質残存。 日
者

月年
測

実
実

日
子

月
綾

年
藤

‐９
佐

鉛同位体比
206/204 207/206

17 710 0 8760 2 1653

定量分析
Cll(%) Sn(%) Pb(%) A宣 (%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm: Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

10 1 04 0083 1 0048 1 <1 <10

錆の蛍光X線

試  料 色 調
狽J延 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊 Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A寛 Cu  Sn  Pb  Fe As  Si  A K  Cn Cl  R その41

銅 剣 番 号 I   C列 92号 分 類 2-① 全 長 復   50 40cm § 幅 4 90cm
切 先 方 向 1   谷  真 色 調 1  5G5/6 現  存  長 50 25cm 事 下 端 幅 1 64cm

面 ① 尾  根 0  谷 剣  身  長 つ琵   48 57cm 窄 記 の 作 音 16 25cm
×E日 |り  あ  り ①  な 刃 部  長 ¢豆   32 35cm 割方最小幅の位置 14_50cm

重量 (含浸前 ) 419 2富 重量 (含浸後 ) 401 0g 割  万  長 4 65cm 参U方下 端 の位 置 11 60cm
A面脊 幅 (a) 1 46cm B面春 幅 偉) 38cm 茎 長 1 83cm 最 大 幅 の 4立 置 8 50cm

〃  (b) 1 525cm 46cm 突  起  幅 tt    5 35cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
1 55cm 〃  (C) 到 方 最 小 幅 推  4 65cm 今U万 下 端 脊 厚 0 86cm

〃   (d)1        1 55cm 〃  (d) 44cm lj方下端幅 推   5 70cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 865cm
1 62cm ) 62cm 琵克  ジく  申邑 6 15cm 関  郡  春  厚 0 98cm

特   徴
全長が短かめ。突起の位置が低い。
茎がやや短かく太めで、さらに端面の凹みに朱付着。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 145cm

関 端 都 厚 0 165cn

修理中の知見 巣とみられる小さい穴あり。やや短かめの剣身。 日
者

月年
測

狽実
実

1998年 1月 11日

錦 田 剛 志

鉛同位体比
207/206

17 751 0 8751 2 1634

定 量 分 析
C11(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I B %) Co(%)I Fe(°/。 )lh/1n(DDm Ni(%) I Sb(%) IZn(DDm)
77 9 6 13 )056 1 0033 1 <1 0 15 <10

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
狽1冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As  Si  A K  Cn  Cl  R /rの FH

鋼 剣 番 サ C列 91号 分 類 |    
―

全 長 羽4   52 20cm 関 幅 tt    5 20cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1 5GY 6/2 現  存  長 51 67cm 茎 下 端 幅 1 54cn

面 ω 昆  根 ①   谷 剣  身  長 コ笠   49 80cm 賽 起 の イす 活 18 90cm
× 印 ω  な  し lB9 あ  り 刃  部  長 コ竺   30 90cn 割万最小幅の位 置 推  16 10cnl

重量 (含浸前 ) 232 0富 重量 (含浸後 ) 224 0宜 割  テデ 長 14    6 80cm 到 方下 端 の位 置 推  12 10cm
A面脊 幅 (a) わ己1 35cm B面脊 幅 僻) ℃E1 34cm ≧ 長 2 40cm 最 大 幅 の 位 置 tJ 9()cm

〃  (b) 1 37cm 〃  (b) 1 36cm 突  起  幅 突 起 部 春 厚 0 61cm
〃  (C) 39cm 1 40cm 到 方最 小 幅 判方下端脊厚 0 65cm
〃  (d) 1 43om 〃  (d) 1 42cm 今J方下端幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 68cm

1 50cm ″  (e) 1 48cm 偏克  ノく  中邑 関 部 脊 厚 0 81cn

特 徴
脊厚が薄い。
今」方が長い。≧が長い。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cn

関 端 部 厚 0 14cm

修理中の知見 表面が粉状に腐食。残存状態悪い。扁平な脊部。
日

者

月年
測

韻実
実

1993年 5月 20日

吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 097 0 8606 2 1416

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

7 47 0 12 0060 1 014 1  * 0 65 (01

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1 (琢 ) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca Cl  S そのrl
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鋼 剣 番 号 I     Cテ U96号 分 類 I 12① 全 長 謝圭   50 80cm 関 4.92cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 50 70cm ≡ 下 端 幅 1 40cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 雄 40cm 突 起 の 位 置 17 50cm
× 印 lAl な  し lBl あ  り 刈 部  長 嗣ヒ   30 90cm 到万最 小鴨 の 4立 置 15 20om

重量 (含浸前 ) 559 4R 重量恰 浸後 | 545 0g 割  方  長 ヨ『    6 075cm 割方下端の位置 平 11 425om
A面脊 幅 (a)1   1 35cnl B面脊幅la) 1 34cm 茎 長 2 40cm 最 大 幅 の 位 置 9 30cm

〃  (b) 1 38cm 〃  (b) 1 375cm 突  起  幅 稚    5_60cm 突 起 部 脊 厚
〃  (C) 1 37cm ″  (C) 1 42cm 到 万 最 小 甲邑 4 93cm 割 方 下 端 脊 厚 06cm

1 40cm 〃  (d) と 455cm 割 方 下 端 幅 司Z    6 10cm 最 大 鴨 部 看 厚
〃  (e) と 505cm 〃  (e, 1 48cm 最  大  幅 6 30cm 関 部 脊 厚

特   徴
脊厚が厚 く、A・ B面で脊にズレあり。やや短かめの全
長。茎が細長 く、両端が磨かれている。

遺存状態   I 最大 幅 部 端 部 厚 0 185cm

関  端  部  厚 0 18cm

修理中の知見 九みのある脊部。短かめの剣身。金属質残存。 実測年月日
実 測 者

1994年 10月 25日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 657 0 8785 2 1674

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(°/6)I Sb(O/61 Zn(ppm)

0045 1 0004 1  く 1 <10

鋳の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(O/61 測 定 条 件 2(%:

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AIr じu  もn デb Fe As  Si  A K Ca CI  S そのlH

銅 剣 番 号 C列 95号 分 類 I  Ⅲ-1-① 全 長 lt   51 92cm 関 推   5 23cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現`存  長 51 80cm 茎 下 端 幅 推   1 63cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣 身 長 49 10cm 突 起 の 位 置 19 00cm
× 印 |り  な  し lBj あ  り 刃  部  長 謝圭   30 10cm 判方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 367 4富 重量(含浸後) 355 0富 割  方  長 推   550伽 到 方 下 端 の ri/署 翻室   13 50cm
A面脊 幅 (a) 1 28cm B面脊幅la) 1 23cm 茎 長 2 82cm 最大幅 の位 置 10 80cm

〃  (b) 1 30cm 〃  (b) 1 27cm 突 t3幅 TE    5 959m 突 起 部 春 厚 0 71cm
〃  (C) 1 335cm ″  (C) 1 30cm 骨傷守看ヨノト聘昂 推   5 23cm ll方 下 端 春 厚 朝圭    0 76cm

1 415cm 〃  (d) 1 36cm 割 方 下 端 幅 推    6 05cm 最 大 幅 部 春 厚 0 78cm
〃  (e) 1 63cm 〃  (e) 1 65cm 最  大  幅 Jt    6 25cm 関 部 脊 厚 0 935cm

特 徴
脊厚が薄め。突起の位置が高め。短かめの刃部。
茎が長 く下端近 くにタガネ状工具による刻線を残す。

遺存状態  H 最大 幅 部 端 部 厚 0 17cm

関 端 部 厚 0 14cm

修理中の知見 元部に比して鋒部が幅広。茎部に垂直なタガネ痕。 実測年月日

実 測 者

1994年 8月 9日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17 638 0 8781 2 1678

定量分折
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/0)I As(%)I Ri(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

052 1 0031 0059 1 0009 1 <1 0 17 <10

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その犯

銅 剣 番 号 I   C列 94号 分 類 I 1l① 全 長 ℃昆   50 90cm 関 幅 5 44cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現 存  長 50 75cm 茎 下 端 幅 推   161伽

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 復  49 15cm 突 起 の 位 置 18 10cm
× 印 い  な  し lBl あ  り 刃 部 長 推 割方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 434 9 Fr 重量(含浸後) 割  方  長 5 50cm 到 方 下 端 の位 置 12 60cm
A面脊 幅 (a) 32ch B面脊幅la 1 87cm 茎 長 引笠    1 75cm 最 大 幅 の イ立 漕 9 00om

〃  (b) 34cm 1 42cm 突 起 幅 引笠    5 40cm 突 起 部 脊 厚 0 72cm
〃  (C) 41cm 〃  (C) 1 49cm 到 方 最 小 幅 」E    4 75cm 割 方 下 端 脊 厚 0 77cm
〃  (d) 45om 〃  (d) 1 52cn 到方下端幅 5 91cm 最 大 幅 部 春 厚 0 84cm
〃  (e) 60cm 〃  (e 1 61cm 最  大  幅 6 36cln 関 部 春 厚 0 92cm

特 徴
樋先端部にタガネ状工具によると思われる刻線残る。
A・ B面 とも刃部の鏑の幅が左右で異なる。短かめの茎。

遺存状態  H 最大幅部端部厚 0 175cm

関 端 部 厚 0 20cln

修理中の知見 元部に鋳型のズレあり。関部がやや内彎する。
日

者

月年
測

波実
実

日

子

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位体比
207/206

17 740 0 8757 2 1653

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%|

u  Sn b Fe Sb A宜 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca  CI  R そのll
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銅 剣 番 号 C列 99号 分 類 I  III-1-② 令 長 推   52 15cm 関 幅 引圭    5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現 T 長 51 85cm 芸 下 端 幅 1 49cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 朝睦   50 00cm 突 証 の 柿 着 推  18.10cm
×E日 lAl あ  り lBl な  し 刃 部 長

“

圭   31 90cm 割方最小幅の位 置 16.00cm
重量 (含浸前 ) 4 重量 (含浸後 ) 409.O Fr 到  方  長 推   4.60cm 到 方 下 端 の位 置 剪上   13 50cm
A面脊 幅 (a) 30cm B面脊 幅 (a) 茎 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 9 50cm

〃  (b) 33cm 〃  (b) 32cm 突 起  幅 tE    5 55cm 突 起 都 春 厚 0 84cm
〃  (C) 43cm 〃  (C) 36cm 今U方最 小 幅 tt    5 25cm 到 万 下 端 脊 厚 0 845cm
〃  (d) 45αm 〃  (d) 44cm 到 方 下 端 幅 推  5 90cln 最 大 幅 部 香 厚 0_90cm
〃  (e) 57cm 54cm 最 大 幅 推   6 60cm 関 郡 脊 厚 06cm

特   徴
脊厚が厚め。やや長めの刃部。
茎が細い。今」方が短かい。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚 0 09cm

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食 (下面)。 シリコーン樹脂の下に朱 ?
日

者

月年
測

預実
実

1994年 10月 25日

金 津 まり子

鉛同位体比
207/206 208/206

17 58ユ 0 2 1708

定量分析
Cu(%) Sn(0/6) Pb(%) A質 (%)I As(°/。 )I Bi(°/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

u  Sn Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その■

銅 剣 番 号 C列 98号 分 類  I   I-2-① 全 長 51 35cm 肉 推   5 00cm
切 上 方 向 谷   奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 51 35cm 茎 下 端 幅 1 60cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 貪U身 長 49 45cm 突 起 の 位 置 18 20cm
×E「 lAl あ   り lBl な  し 刃 部 長 31 25cm 到方最小幅の位 置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 500 6g 重量 (含浸後 ) 478 0Jx 到  方  長 6_30cm ●」方下端の位置 11 90cm
A面 脊 幅 (a) 40cm B面脊 幅 (al 1 45cm 茎 長 1 90cm 最大幅の位 置 11 00cm

〃  (b) 42cm 〃  (b) 1 44cm 突 起 幅 勃ヒ    5 60cm 矢 起 部 香 厚 0 84cm
〃  (C) (C) 1 48cm 到 方 最 小 幅 望圭    5 00cn 奪U万 下 端 脊 厚 0 90cm
〃  (d) 45cm 〃  (d) と 47cm tAl方 下 端 幅 6 519m 最 大 幅 部 脊 厚 0_91cm
〃  (C) 59cm 〃  (e) 1 60cm 最 大 幅 6 58cm 関 部 脊 厚 1 02cm

特   徴 脊厚が厚い。割方が長め。 遺存状態  H 最大 幅 部 端 部 厚 0 10cm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 元都～関部の調整良好。短めの元部。コブ鋳が付着。 日
者

月年
測

預実
実

1994年 10月 24日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 624 0 8797 2 1689

定量分析
Cu(%) Sn(O/6) Pb(%) A質 (%, I As(°/c)I Bi(%) Fe(%)IMn(ppm) Ni(%) Sb(°/O) IZn(DDm)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
条 件 1 (O/。 ) 測 定 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn Fe  Sh  A Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その■

銅 剣 番 号 列97号 分 類 |    
―

全 長 推   51 97cm 関 幅 羽室    5_40cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/2 現  存  長 51 29cm 茎 下 端 幅 1 77cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 lt   49 97cm 賽 起 の イす 着 18 10cm
× 印 lAl あ  り lBl な  し 刃  部  長 推  31 90cm 劇万最小鴨の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 403 8宜 重量 (含浸後 398 0買 到  方  長 6 30cm εU方下端の位置 11 80cm
A面脊 幅 (a) 1 45cm B面脊 幅 ●) 405cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 1 00cm

(b)1       1 51cm 〃  (b) 475cm 突 起  幅 推    6 00cm 突 起 部 春 厚 0_78cm
〃  (C) 1 529cm 522cm 看U方最 小 幅 推   5 25cln 孝U方 下端脊厚 0 85cm
〃  (d) 1_53cm 51lcn 到 方 下 端 幅 推   6 55cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 83cm

1^69cm 〃   (e) 1 68cm 最  大  幅

“

圭    6 70cm 関 部 脊 厚 1 00cm

特   徴
刃部やや長め。
太めな茎。

遺存状態   III 最 大 幅 部 t_4部 厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 刃部に鋳確‖ナあり?やや扁平な茎部。
日

者

月年
測

波実
実

1994年 10月 27日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 630 0 8788 2 1704

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%) As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(ン 6)IZn(っっm)

5 58 015 1 039 1 <1

錆の蛍光X線

試  料 色  調
預」冠 条 件 1 (°/。 ) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Cl  S その十
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銅 剣 番 号 C列 102号 分 類 |  
―

令 長 推  51 70cm 関 幅

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1   5G5/6 現  存  長 51 37cm 茎 下 端 幅 推  1 50cn
面 ω  昆   相 0   谷 父u 身 長 」fE   50 03cm 矢 起 の 位 置 推   17 60cm

× 印 ω  あ  り 0 な  し 刃 部 長 推  32 43cm ,」 万最小鴨の位置 推   16 00cm
重量(含浸前| 368 8富 重量(含浸後)

B面脊幅la)

355 0g 考U方 長 推  5 50cm 割 方 下 端 の位 置 コ笠   12 10cn
A面脊 中邑(a) 1 31cm 1 29cm 事 長 1 67cm 最 大 幅 の 位 置 推  ■ 00cm

〃  (b) 1 33cm 〃  (b) と 29cm 突 起 幅 突 起 部 春 厚 0 78cm
〃  (C) と 36cm 1 33cm 到 方 長 小 幅 到方下端脊厚 0 82cm

1 38cm 〃  (d) 1 37cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cm
〃  (e) 1 51cm 1 52cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 1 04cm

特   徴 刃部が長め。短かめの茎。鋳推Wナ あり。 遺存状態  IJ 最大 幅 部 端 部 厚 0 09cm

関 端 部 厚 0 10cm

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。 日
者

月年
測

預実
実

日
一元

月
健

年‐９
林

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 730 0 8762 2 1634

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%, I Sb(°/0)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色 詞
狽」定 条 件 ] (%) 狽1冠 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その犯

銅

^U番
サ I   C列 101号 分 類  I   I-1-② 令 侵 引圭   51 00cm 関 幅 推  5 30cn

切 先 方 向 1   谷  車 色 調 1  565/4 現 存 長 50 75cm 茎 下 端 幅 1 65cm
面 ⑪ 尾  根 ①   谷 会U 身  長 推  49 20cm 饗 起 の イす 着 8 00cnl

①  あ  り kBl な  し 刃 部 長 朝笠   31 20cm 割万最小嶋の位置 5 50cm
重量 (含 浸前 ) 444 5富 重量(含浸後) 430 0富 なU 方 長 半    5 70cm 到 方 下 端 の位 置
A面脊 幅 (a) 38cm B面育 幅 (a) 1 39cm 茎 長 1 80cm 反 夫 鴨 の 位 置 1 30cnl

〃  (b) 39cm ″  (b) 1 40cn 突 起  幅 推    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 76cm
42cm 〃  (C) 42cm 割 方最 小 幅 lt    5 30cm 割 万 下 端 脊 厚 0 79cm

〃  (d) 42cm 〃  (d) 1 439m ;U方 下端幅 朝圭    6 50cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cm
〃  (e) 55cm 〃  (e) 1 54cm 最  大  幅 引監    6 60cm 関  部  春 厚 1 00cm

特   徴
やや短かめの茎。
やや幅広な剣身。

遺存状態   H 最 大 幅 部 鈴 部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 15cm

修理中の知見 やや幅広な≧部。刃部が粉状に腐食 (片半身)。
日

者

月年
測

韻実
実

1994年 3月 20日

松 本 岩 雄

鉛同位体比
206/204 207/206 20R/2∩ 命
7 638 9 8793 2 1687

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A貿 (%)I As(%)I B,(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(9/0) Zn(DDm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
測 冠 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その■

鋼 剣 i肇 号 C列 100号 分 類 I  I-2-① 令 長 巧更   52 00cm 関      幅 1 推   5 65cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5GY 5/0 現 存 長 51 75cm 茎 下 端 幅 1  1 79cna

面 ω 尾  根 ●)  谷 会U身 長 復  49 85cm 矢 起 の イ立 置 1 平  18 55cm
×E日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 復  31 30cn 到万最小嶋の位置 1    16 35cm

重量(含浸前) 431 9富 重量(含 浸後)

B面脊幅la)

413 0富 到  チデ 長 平  6 35cnl 今U万下 端 の位 置 1 平  12 20cm
A面脊 幅 に) 1 30cm 1 36cm 事 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 1   11 05cm

〃  (b) 1 30cm 〃  (b) 1 39cm 突 起 幅 引笠    5 67cm 央 起 部 奇 厚 1   0 72cm
〃  (C) 1 48cm 〃  (C) 45cm 劇 方最 小 幅 5 13cn 割 万 ド】桁平景ナ早 1     0 76cln
〃  (d) 1 48cn 〃  (d) 1 45cm 到 方 下 端 幅 平   6 50cn 最 大 幅 部 旱手サ〔]1       0 785cm

(e) 1 68cm 〃  (e, 1 53cn 最  大  幅 6 57cm 関 部 脊 厚 1  0 85cm

特 徴
脊厚やや薄め。
剖方が長め。太めの茎。幅広な剣身。

遺存状態   H 豪メ』昌苦b瑞舌いサ早 1       0 17cm
関 端 部 厚 1    0 13cln

修理中の知見 茎下端面の調整良好。 日
者

月年
測

実
実

1993年 1月 8日
足 立 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 670 0 8797 2

定量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) A宮 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag
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銅 剣 番 号 C列 105号 分 類 |   
―

今 長 れヒ   51 45cm 関 幅

切 先 方 向 谷   興 色 調 1  5G6/4 現 存 長 50 81cm 茎 下 端 幅 1 52cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 rE   49 30cm 突 起 の 位 置 17 90cm
× 印 ω  な  し lBl あ  り 刃 部  長 tt   31 40cm 到方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 353 7富 重量 (含 浸後 ) 326 0宜 今U 方  長 朝ヒ    5 40cm 到 方 下 端 の位 置 推  12 50cm
A面脊 幅 僻) 34om B面脊 幅 (→ 事 長 2 15cm 最 大 鴨 の 位 置 推  10 50cn

〃  (b) 89cm 〃  (b) 37cn 突 起  鴨 突 起 部 脊 厚 0 74cm

42cnl ″  (C) 42cm 割 方最 /1ヽ 中岳 奪U方 下 端 脊 厚 0 78cln

〃  (d) 45cm 〃  (d) 44cn 今U方下 端 幅 最 大 幅 部 杏 厚 0 80cm
〃  (e) 52cm 60cn 最  大  幅 関  部 春  厚 0 92cm

特 徴
脊厚やや薄め。
茎端面が平坦。元部に双孔ありか ?

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 詈る端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 残存状態悪い。鋒部で二つに折損。
日
者

月年
測

実
実

1994年 3月 15日

吉 田   広

鉛同位体比
207/206 208/206

17 284 0 8921 Z lも う3

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A宜 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

0,10  1  0 084 <l く10

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(隊 Ⅲ 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S そのlL

銅 剣 番 号 C列 104号 分 類 I   I-2-⑥ 李 長 譲ヒ   51 50cm 関 幅 推  550伽
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  再  長 51 10om 堅 下 端 幅 1 65cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 会U 身  長 コ監   49 30cm 突 起 の 位 置 7 40cln

× 印 ①  な  し 0 あ  り 刃  部  長 引圭   31 90cm 到方最小幅の位置 5_40cm

重量 (含浸前 ) 459 2富 重量 (含浸後 ) 440 0富 到  方  長 平   5 75cn 今U方下 端 の位 署 平 1 65cm

A面脊 幅 (a) 1 40cm B面春 幅 偉) 1 41cn 事 長 2 20cm 最 大 V呂 の 柿 苦 0 00cm
〃  (b) 1 39cm 1 41cm 突 起 鴨 推    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 80cm
〃  (C) 1 39cm 1 45cm 割 方 最 小 幅 推   5 20cm 今U方 下 端 脊 厚 0 835cm

1 45cm ″  (d) 1 50cm 考U方下 端 幅 推   6 45cm 最 大 幅 部 春 厚 0 95cm
″  (e) 1 54cm 〃  (e) 1 56cm 最  大  幅 推    6 60cn 関 部 脊 厚 0 985cm

特 徴
脊厚が厚い。突起の位置が低め。
やや長めの刃部。やや短かめの元部。

遺存状態   H 最大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚

修理中の知見 剣身に白い結晶状の粉が付着。執性のある粉状の錆が付着。
日

者

月年

測
実
実

1994年 3月 15日

丹羽野   裕

鉛同位休比
207/206 208/206

17 637 0 8797 1702

定 量 分 析
Ci](%) Sn(%| Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(物6)I Fe(レ6)lh/1n(っ っm) Ni(%)I Sb(%) Zn(DOm)

0063 1 0013 1 <1 <10

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%Ⅲ 涙1定 条 件 2(%|

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca Cl  S その他

銅 剣 瑠酢サ C列 103号     十分 類 I  I-2-① 令 長 復  51 70cm 関 幅 朝4    5 25cm

切 先 方 向 谷  奥   1色 調 1 5GY 5/4 羽  布  長 51 40cm 茎 下 端 幅 1 66cm

面 ω 昆  根   l  ①   谷 剣  身  長 巧見   50 00cm 突 起 の 位 置 18 60cm

やり あ  り    1   0 な  し 刃 部 長 巧更   31 45cm 割方最小幅の位置 】圭   15 70cm
重量愴 浸雨 ) 467 4g 重量 (含浸後 ) 450 0富 今U 方  長 平    6 70cm 今U方下 端 の位 置 平  11 90cm
A面脊 幅 (a) 1 35cnl B面脊 幅 僻) 1 355cn 率 長 1 70cm 最 大 甲この 位 置 40cm

〃  (b) 1 405cm 42cm 突 起 幅 ft    6 10cm 突 起 部 脊 厚 0 765cm
〃  (C) 1 41cm 48c■ 今U方最 /1ヽ中邑 推    5 40cm 到 万 下 端 脊 厚 0 84cm

と 455cm 48cm 奪U万下 端 幅 推   6 60cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cm

1 58cm 〃  (e) 1 615cm 最  大  幅 6 61cm 関 部 脊 厚 0 99cm

特   徴
長い到方。鋳桂‖ナあ り。
茎が短か く大め。

遺存状態  m 最 大 幅 部 蛉 部 厚 0 13cm

関  端  郡  厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食(下面)。 関部の左右の幅が違う
日
者

月年

測

韻実
実

1992年 7月 30日

足 立 克 己

鉛同位体比
207/206 208/206

17 396 0 8887 2 1788

定量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(0/n) Ag(%)I As(%)I Ri(%Ⅲ Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S そのrll
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鋼 剣 番 号 C列 108号 分 類 I 1l① 全 長 52,40om 関 幅 コヒ    5 30cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1 5G4/0 現  存  長 52 40cm 茎 下 端 幅 1 55cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 50 00cm 央 起 の 位 置 18 60cm
×EE lAl な  し lBl あ   り 刃 部 長 31 40cm 91万最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 438 8冨 重暑

`今

浄絡Ⅲ 到  万  長 引F    5 70cm 到 万 下 端 の位 置 平   12 90cm
A面 脊 幅 ●) 43cm B面脊幅(a) 1 33cm 茎 長 2 40cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

45cm 〃  (b) 1 37cm 突 起  幅 tt    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 72cm
1 42cm 〃  (C) 1 46cm 到 方最 小 幅 推  5 15cm EU万 下 端 脊 厚

〃  (d) 1 42cm 〃  (d) 48cnI 到方下端幅 6 20cn 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
〃  (e) 1 53cm 〃  (e, 1 55cm 最 大  幅 6 40cm 関  部  脊 厚 0 92cn

特   徴
脊厚が薄め。関部に「外付け」あり。
細 くて長い茎。

遺存状態  III 最大幅部端部厚 0 183cn

関 端 部 厚 0 18cm

修理中の知見 長めの茎部。元部に鋳型のズレあり。関部に凹みあり。 実測年月日
実 預J 者

日
治

月
克

年
野

‐９
矢

鉛同位体比
206/204 207/206

17 677 0 8778 2 1665

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/a)I As(O/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IM Dpm Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
段1冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(豚

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S そのIt

◆Π剣 番 号 C列 107号 分 類  I   III-1-② 全 長 lt   52 05cm 関 幅 推   5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 羽  存  長 51 00cm 事 下 齢 幅 1 48cm

面 lAl尾  根 0  谷 食H 身  長 ltE  50 12「jcm 窄 記 の 行 音 18 70cm
×E日 ω  な  し lBl あ  り 刃 部 長 rt   31 40cm 割方最小幅の位置 lt   17 00cm

重量 (含 浸前 ) 4104質 重量 (含浸後 396 0g 今U 方  長 tE    4 70cm 到 方 下 端 の位 置 朝笠   14 00cn
A面脊 幅 (a) 1 も85om B面春幅(a) と 24cm 茎 長 ヨ『    1 925cm 最 大 幅 の 位 置 推   7 70cm

38cm 1 31cm 突  起  幅 推   5 65cm 突 起 部 脊 厚 0 85cm
〃  (C) l 425cm 〃  (C) 1 33cm 奮U方最 小 幅 推  5 20cm 割 方 下 端 脊 厚 0 89cm
〃  (d) 〃  (d) 40cm 到 万 下 端 鴨 lt    5 90cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 89cm
〃  (e) 52cn 〃  (e) 1 54cn 長  大  幅 IE    6 55cm 関  部 春  厚 02cm

特 徴
脊厚が厚め、全体に厚みがある。
細めの茎。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 齢 都 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 切先部は細身。丸みのある茎部。
日

者

月年
測

損実
実

1994年 8月 17日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

7 624 0 8799 2 1720

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(0/6) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(。 っm)

鈴の蛍光X線

試 料 色 調
条 件 ユ (%) VRl定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al K Cn CI  S そのIl

9同 剣 番 号 I     Cテ U106号 分 類 1-① 全 長 ℃豆   52 40cn 関 幅 5 25cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現 長 52 15cm 事 下 端 幅 1 78cm

面 ① 尾  根 0  谷 長 η亘   50 45cm 宴 証 の 位 替 18 80cm
×E日 ω  な  し ①  あ  り 刃 部 長 推  31 625cm 今」方最小嶋の位置 16 30cm

重量 (含浸前 ) 453 2富 重量 (含 浸後 ) 480 0寅 ●l 方 長 5 875cm 到 万 下 端 の位 置 12 90cm
A面脊 幅 (a) 32cm B面春 幅 (a) 35cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

′′ (b) 〃  (b) 45cm 突 起  幅 t4    5 90cm 突 起 部 春 厚 0 69cn
〃  (C) 43cm 〃  (C) 48cm 到 方最 小 幅 推    5 25cn 幸J方 下端脊 厚 0 73cm
〃  (d) 50cm 〃  (d) 48cm 幸U方下 端 幅 tt    6 40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 76cm
〃  (e) 69cn 〃  (e) 61c破 最  大  幅 6 44cm 関  部  脊  厚 0 865cn

特   徴
脊厚が薄め。やや短かめで大い茎。
関幅は狭いが全体としては幅広な印象の銅剣。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関  端  部  厚 0 15cm

修理中の知見 扁平で幅広な茎部。執性のある錆が付着。
日

者

月年
測

実
実

日

子

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17_622 0 8793 2 1677

定量分析
Cu(0/。 ) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(°/。 )I Bi(°/。 : Co(9る )I Fe(°/0)いンIn Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(隊 ) 測 冠 条 件 2(O/6)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その41
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銅 剣 番 号 C列 111号 分 類 |    
―

全 長 ℃見   51 55cm 関 幅 推   5 85cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1  5G6/2 現  存  長 51 40cm 革 下 端 幅 1 65cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 食W身 長 つ豆   49 75cln 墾 だこ の イア 苦 41   18 70cm
×EΠ lAl な  tン lBl あ  り 刃 部  長 tt   31 05cm 割方最小幅の位置

重量 (含 浸前 ) 327 9貿 重暑 (含浸後 ) 315 0g 到  方  長 憲U方下 端 の位 置

A面脊幅(a) 32cm B面脊 甲邑(a) 1 34cm 茎 長 1 80cm 最 大 幅 の 位 置 rt    9 1ocn
〃  (b) 1 37cm 〃  (b) 1.42cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 62cm
〃  (C) 1 43cm 1 44cm 今H方最 /卜 幅 割 万 下 端 脊 厚 0 66cm
〃  (d) 1 49cm 〃  (d) 44cm 割 方 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 67cm
〃  (e) 1 49cm 〃  (e) 1 63cm 最 大 幅 関 部 脊 厚 0 69cm

特   徴
脊厚が薄く、全体に薄手。茎端面が平lH。

やや短かめで大めの基。鏑が不明瞭。
遺存状態  Ⅳ

最 大 幅 私 端 部 厚 0 0島 5cm

関 端 部 厚 0 12cm

修理中の知見 扁平な脊部。残存状態悪い。朱付着。 日
者

月年
測

預実
実

1994年 8月 17日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206

17 636 0 8786 2 1691

定 量 分 析
Cu(%) Sn(°/O) Pb(%) Ag(°/6)I As(O/6Ⅲ  I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm)Ni(%)I sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(隊 Ⅲ

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Cl  S その犯

銅 剣 番 号 C列 110号 分 類 I   H-2-② 全 長 53 15cm 幅 1 推   5 80cm
切 上 方 向 谷  奥 色 詞 1  5G5/4 現  存  長 53_15cm 茎 下 端 幅 1  1 62cm

画 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 51 15cm 窄 起 の イ立 着 17 80cm
lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 33 35cm 割方最小幅の位置 15 00cm

重量 (含浸前 ) 470 5富 重号 (含 浸後 459 0g 割  方  長 5 50cm 到 方下 端 の位 置 1    12 30cm
A面脊 幅 (a) 1 35cm B面脊 鴨 (a) 1 38cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置 1   9 60cm

1 35cm 〃  (b) 1 40cm 突  起  幅 朝雀    5 40cm 突 起 部 脊 厚 1   0 82cln
1.40cm 〃  (C) 1 47cm 套J方最 小 幅 推  5 10cm 到 万 下 端 脊 厚 0 92cm

〃  (d) 1.40om 47cln 割 万 下 端 幅 rt    6 10cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 91cm
〃  (e) 1_70cm 1 71cln 最  大  幅 推   6 20cm 関  著Б  春  厚 0 96cm

特   徴
脊厚が厚い。全長が長め。脊のはしに際取りの線明瞭。
長い刃部。到方の割 り込みが浅い。

遺存状態  m 最大幅部端部厚 1    0 12cm
関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 割方下端部が張り出す。九みのある脊部。硬いコブ錆が付着。
日

者

月年
測

損実
実

1994年 3月 18日

山 尾 一 郎

鉛同位体比
207/206

17 608 0 8816 2 1777

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%) Sb(%)IZn(っ っm)

鋳の蛍光X線

試 料 色 調
測 冠 条 件 1(°/。 ) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  AI K  Ca CI  S その41

銅 父U番 号 I   C列 109号 分 類 I  Ⅵ 全 長 推   53 94cm 関 幅 tt    5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 訓 1 5Y3/2 現  存  長 53 87cm 茎 下 端 幅 1 63cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 朝圭   51 74cln 突 起 の イ立 音 17 25om
×E日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 推  34 45cln ヨ方景小幅の作漕 15 00cln

重量 (含浸前 ) 4 38富 重量 (含浸後 ) 403_Og 到  亥デ 長 推 半  4 70cm 割 方下 端 の位 置 推 平 12 55cm
A面脊 幅 (→ 44cm B面春 幅 (a) 39cm 茎 長 2 20cm 最 大 幅 の 位 置 9 80cn

〃  (b) 46cm 〃  (b) 44om 突  起  幅 謝圭    6 00cm 突 起 部 脊 厚 0 765cn

53cm 〃  (C) 48cm 判 方 最 /1ヽ 幅 朝圭    5 30cm 刹方下端脊厚 0 815cm
〃  (d) 61cm 〃  (d) 56cm 今J方下 端 幅 6_10cm 最 大 鴨 部 脊 厚 0 83cm
〃  (e) 1 575cm ″  (e) 1 605cm �覧  ノ(  中邑 IE    6_50cm 関 部 脊 厚 0 94cm

特   徴
全長が一番長い。突起の位置が低め。
長い刃部。短かい剖方。茎やや長め。

遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 17cm

関  端  部  厚 0 15om

修理中の知見 元部に鋳型のズレあり。片半身の腐食著しい。朱付着。
日
者

月年
測

実
実

1994F手 8月 18日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 413 0 8850 2 1746

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I B °

/。 ) Co(°/。 )I Fe(°/。 )h/1n(DOml Ni(%)I Sb(0/a)IZn(00m

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn b  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI  K Ca CI  S その4
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銅 父U番 号 I   C列 114号 分 類 I  Ⅷ 全 長 推  5090m 関 幅 推    5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5BG 6/2 乳  存  長 50 60cm 事 下 端 幅 コ筆    1 90cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣 身 長 推   49 30cm 突 起 の 位 置 半   19 75cm
×Eロ ω  な  し lBl あ  り 刃 詈卜 長 推半 29 55cm 今」万最小帳の位置 17 80om

重豊 (含侵前 ) 390 2富 重量 (含 浸後 ) 380 0g 到  方  長 ヨ【   5 075cm 割 方 下 端 の位 置 平  14 70cm
A面春 幅 (a) 28cm ll lel脊 鴨 (a) 32cm 茎 長 1.60cm 最 大 幅 の 位 置 10 90cm

28cm 〃  (b) 35om 突 起 幅 IIL    6 05cm 突 起 部 脊 厚 0 76cnt
〃  (C) 〃  (C) 育J方長 小 幅 劇笠    5 20cm 到 万 下 端 脊 厚 0 77cm
〃  (d) 〃  (d) 41cm 奪U万下 端 鴨 」t    6 05cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 80cm
″  (e) 70cm 〃  (e) 68cm 最 大  幅 詔圭    6 45cm 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴
脊厚やや薄め。突起の位置が高い。茎が大 く短かい。
短かい刃部。到方が短かめで元部が長い。鋳掛けあり。

遺存状態   III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の知見 幅広な貪U身。 日
者

月年
測

実
実

1994年 8月 25日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206

7 686 0 8790 2 1703

定量分析
Cu(%, Sn(%) Pb(°/6) Ag(%)I As(%) 0/6) Co(%)I Fe(%)IMn Эpm′ Ni(%)I Sb(フ6)IZn(DDm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(O/61 測 定 条 件 2 (°/6)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Cl  R その

鋼 剣 番 号 Cttl13号    十分 類 |   十一 全 長 推  53 04cm 関 幅 tt    5 80cm
切 先 方 向 谷  奥     1色 調 1  5G5/4 現 存  長 52 00cm 茎 下 端 幅 推   1 70cm

面 ω 尾  根   l  lBl  谷 貪U 身  長 推  51 00cm 宴 だ已 の イア 置 18 20cm
× 印 rAl あ  り    l   lBl な 刃 部  長 推   32 80cm 割万最小幅の位 置 It   16 00cm

重量 (含浸前 372 9R 重曇 (含浸後 ) 351 0g 号U 方  長 推   4 70cm 到 方 下 端 の位 置 13 50cm
A面 脊 幅 (a) 1 32cm B面脊幅(al 1 36cm ≡ 長 2 04cm 最 大 幅 の 位 置 推  12 00cm

″  (b) 1 39cm 突 起 幅 tt    6 10cm 突 起 部 脊 厚 0 75cm
1 48cm 1_40cm 到 方最 小 幅 lt    5 40cm 到 方下端脊厚 0 87cm
1 44cm 〃  (d) 1^44cm 今U方下端幅 lt    6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 88cm

〃  (e) 1 65cm 1 71cm 賃克  ノく  申邑 推   6 60cm 関  音b  脊   厚 0 96cm

特 徴
脊厚が厚め。割方脊上の研ぎ出し面が短かい。
やや太めの茎。今J方 も短かい。

遺存状態  Ⅳ
最大 幅 部 端 部 厚

関  端  部  厚 0 13cm

修理中の知見 残存状態悪い。 垂
測
衝
月
暑1淫蝶

3暴
呼

鉛同位体比
207/206

17 672 0 8782 2 1688

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Aα (%)I As(%)I Bi(%) CO(0/6)I Fe(O/6)lh/1n(DDm Ni(%)I Sb(%, IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

)u  Sn b Fe Sb A宜 Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S そのrH

銅 剣 番 号 C列 112号 分 類  I   I-1-① 全 長 52 15om 関 幅 5 41cn
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5R2/2 現  存  長 52 15cm ≡ 下 端 幅 1 67cn

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 50 00cm 突 起 の イ立 直 18 80cm
× 印 囚  な  し lBl あ  り 刃 部  長 31 70cm 到方最小幅の位置 16 10cm

重量(含浸前) 474 1富 重量 (含浸後 ) 455 0質 到  方  長 平   5 67cn 到方下端の位置 12 60cm
A面脊 中邑(a) 38cm B面脊 幅 (a) B5cm 茎 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

″  (b) 40cm 33cm 突 起  幅 復   5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 42cm 〃  (C) 46cm 割方最 /」 にヽ嘱 復   5 00cnl 奪U方 下 端 脊 厚 0 77cm

48cm 〃  (d) 50cm なU方下端幅 6 20cm 最 大 幅 部 春 厚 0 78cm
〃  (e) 61cm 〃  (e) 60cm 最  大  幅 6 42cn 関 部 脊 厚 0 90cm

特   徴
脊厚が薄め。
やや太めの茎。

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 17cm

関 端 部 厚 0 18cm

修理中の知見 硬いコブ錆が付着。緑青の下は黒灰色を呈する。元部に鋳型のズレ。
実測年月日
実 測 者

1994年 3月 18日

永 島 いずみ

鉛同位体比
207/206 208/206

17 707 0 877] 2 1668

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A冥 (%)I As(%) %) Co(%)I Fe(%)IMn(っっml Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%Ⅲ 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その礼
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'同

剣 番 サ I     C列 117号 分 類 I  I-2-① 令 長 tt   51 50cm 関 幅 推   5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 言鳳 1  565/6 現  存  長 50 63cm 茎 下 端 幅 推   1 50cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   49.50cm 突 起 の 位 置 18 00cm
× 印 lAl  あ    り 0 な  し 刃 部 長 推  31 50cm 到方最小幅の位置 15 50cm

重量(含浸前) 389 6g 重量 (含浸後 ) 379 0々 到  方  長 朝ヒ    6 05cm 到 方 下 端 の位 置 望竺   11 95cm
A面脊 鴨 (a) 35cn B面春 幅 (→ 21cm 事 長 2 00cm 最 大 幅 の イす 着 推  10 00cm

〃  (b) 35cm 33cm 突 起 幅 嗣と    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 81cm
〃  (C) 49cn 〃  (C) 35cn 到 方 最 /1ヽ 中岳 推   4 90cm 割 方 下 端 脊 厚 0 85cm
″  (d) 49cm 〃  (d) 39cm ξU方下端幅 推   6 20cm 最 大 幅 部 春 厚 0 85cn

55cm 〃  (e) 57cm 最  大  幅 推   6 40cm 関 部 脊 厚 0 99cn

特   徴 脊厚が厚め。
遺存状態   Ⅳ

最 大 幅 部 端 部 厚 0 21cm

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の知見 表面の腐食著 しラ 実測年月日

実 損J 者

1994今i4月 26日

西 尾 克 己

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 581 0 8813 2 1720

定 量 分 析
Cu(0/。 ) Sn(%) Pb(% A宜 (%)I As(%)I Bi(%: Co(%)I Fe(°/O)山 h(っom) Ni(°/。 )I Sb(0/6)IZn(DDm

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(隊 ) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Cl  S その礼

鋼 剣 番 サ C列■ 6号 分 類 I   H-2-② 令 長 53 20cm 関 確   5 60cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  565/4 現  布  長 53 20cm ≡ 下 端 幅 1 70cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 会U 身  長 51 20cm 突 起 の 位 置 ヨ『    18 15cm
lAl な  し (Bl あ   り 刃 部 長 33 00cm 到方最小幅の位置 16 20cm

重量(含浸前) 重量 (含浸後 ) 460 0質 到  ヴデ 長 推   560∞ 到方下端の位置 tt   12 60cm
A面脊 幅 (a) 1 35cm B面春 幅 僻) 1 38cm 事 長 2 00cm 最 大 鴨 の 位 置 8 70cm

〃  (b) 1 34cm 〃  (b) 39cm 突 起 幅 引圭    5 70cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
1 345cm 〃  (C) 1 42cm 割方最 /Jヽ 1嘱 推   4 95cm 到 方 下 端 脊 厚 0 89cm
1 375cm 1 52cm 奪U方下 端 幅 推   5 90cm 最 大 幅 部 春 厚 0 90cm
1 525cm 〃  (e) 1 645cm 最  大  幅 推    6 00cm 関 部 脊 厚 1 01cn

特 徴
脊厚が厚い。全身やや長めで刃部も長▼
茎がやや太めで、下端面が出っ張る。

遺存状態  IJ 最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関 端 部 厚 0 19cm

修理中の知見 粉状の錆が付着。
日

者

月年
測

狽実
実

1994年 3月 16日

矢 野 克 治

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 654 0 8781 1665

定 量分 析
Cu(O/6) Sn(O/n) Pb(% A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(9/O)IMn(っ っm Ni(%) I Sb(O/。 ) IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%Ⅲ 測 定 条 件 2(%|

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AcI Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのlL

銅 剣 番 号 C列 115号 分 類 I  I-2-① 全 長 IL   50 85cm 関 幅 推  5 60cnl
切 先 方 向 1   谷  奥 色 詞 1 565/6 現  存  長 506()cn 茎 下 端 幅 羽圭    1 70cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 寅U 身  長 権  49 30cm 突 起 の 位 置 17 80cm
×印 ω  あ  り 0 な  し 刃 部 長 れ監   31 50cm 割方最小幅の位置 推  16 00cm

重量 (含浸前 ) 378 9g 車量 (含浸後 ) 370 0富 到  亥デ 長 推   6 00cn 今U方下 端 の位 置 引圭   11 80cm
A面脊 幅 (a) 45cm B面琴 幅 僻) 1 30cm 茎 長 推   1 55cn 最 大 W目 の 位 置 推  10 30cm

〃  (b) 43cm 〃  (b) 1 36cm 突 tF幅 推   5 75cm 突 起 部 脊 厚 0 68cm
ll (C) 56cm 〃  (C) 1 56cm 到 万 最 /1ヽ 中島 tt    5 10cm 到 万 下 端 脊 厚 0 73cm
〃  (d) 1 59cm 割 方 下 端 嶋 推   6 50cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 73cm
〃  (e) 67cm 〃  (e) 1.68cm 最 大  幅 推   6 60cnl 関  部  脊  厚 0 95cm

特   徴
脊厚が薄い。
茎が大く短かい。やや短かめの元部。鋳甚卜けあり?

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 都 鈴 都 厚 0 145cm

端 部 )早 0 20cn

修理中の知見 元部に鋳型のズレと思われる段差あり。短めの茎部。
日
者

月年
測

実
実

日
弓

月
真

年
森

・９
津

鉛 同位体比
206/204 207/206

17 628 0 8806 2 1709

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(%) Ag(°/0)I As(O/a)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppml Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(°/。 ) 測 定 条 件 2(隊

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのlll
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銅 剣 番 号 C夕 J120号 分 類 I   III-1-② 全 長 詢ヒ   51 50cm 関 幅 推   5 20cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/2 現  存  長 51 30cm 事 下 齢 幅 50cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 ヨ圭   49 20cm 饗 起 の イ亨 音 17 70cm
×Lロ lAl な  し 0 あ  り 刃 部  長

“

4   31 50cn 劃方最小幅の位置 15 50cn
重号 (含浸前 ) 370^0定 重量 (含 侵後 ) 360 0富 到  方  長 平   4 80cm 奪U方下 端 の位 置 平   12 90cm
A画否 鴨 (a) 33cn B面脊 幅 (a) 28cnl 茎 長 2 30cm 最 大 幅 の 位 置 10^50cm

30cm 〃  (b) 突 起  幅 推  5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 81cm
〃  (C) 35cm 〃  (C) 26cn 到方最小幅 推   5 20cln 91万 下 端 脊 厚 0 87cm
〃  (d) 35cm 31cn 割 方 下 端 嶋 ヨヒ    6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 87cm
″  (e) 40cm 43cm 最  大  幅 推  6 70cm 関 部 脊 厚 0 95cm

特   徴
脊厚が厚め。
やや短かい到方。細 くて長い茎。茎に凹みあり。

遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 16cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 全体に群青色の錆が付着。九みのある茎部。
日

者

月年

測

狽実
実

1994年 3月 22日

萩   雅 人

鉛 同位体比
206/204 207/206

17 707 0 8771 2 1659

定量分析
Cu(%) Sn(°/。 ) Pb(0/6) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っ。m)Ni(%)I sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca Cl  R その¶

銅 剣 番 号 I     Cア 1119号 分 類  I   I-1-② 全 長 引坐   50 50cm 関 幅 望圭    5 10cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G6/4 現  存  長 50 30cm 喜 下 端 幅

“

圭    1 60cm
面 ω 尾  根 0  谷 剣  身  長 花   48 83cm 饗 起 の イ亨 音 平   18 05cm
×印

′
A】  光 0 あ 河 部  長 推 半 30 50cm 割万最小幅の位 置 推   16 00cm

重量 (含浸前 ) 重量 (含 浸後 ) 425 0 FI ,り 方 長 今」方 下 端 の位 置

A向脊 鴨 (a) 1 35cm B面脊 幅 (a) 1 41cm 茎 長 1 67cm 最 大 幅 の 4立 遭 花   9 00cm
〃  (b) 1 36cm 〃  (b) 1 48cm 突  起  幅 推 平  5 50cm 突 起 部 脊 厚 0 79cm
〃   (C)1       1 39cm 〃  (C) 1 49cm 到 方 最 月 幅ヽ

“

圭    4 70cm 今U万 下 端 脊 厚 0 81cm
〃   (d)1       1 54cm 1 48cm 割 方 下 端 鴨 最 大 幅 部 脊 厚 0 84cm
〃  (e) 1 53cm 最  大 幅 lt    6 50cm 関 部 脊 厚 0 93cm

特   徴
脊厚がやや厚め。鋒から関の脊厚の変化が小さく
全長やや短か く刃部も短かめ。全体に厚い。

遺存状態  III 最大 幅 部 鈴 部 厚 0 13cm

関 端 部 厚 0 13cm

修理中の如見 全体に靱性にある群青色の錆が付着。短めの墓部。
日

者

月年
測

狽実
実

1994年 3月 17日

金 山 尚 志

鉛 同位体 比
206/204 207/206

17 647 0 8802 2

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%) I Sb(%) IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
潰」定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca Ci  S その41

銅 会
'I番

号 C列■8号 全 長 推  5190伽 関 幅 rt    5 40cm

切 先 万 向 1   谷  奥 色 詞 1   5G5/4 現  存  長 51 45cm 妄 下 端 幅 jt    1 58cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tt   49_50cm 突 起 の イア 着 tt   16 70cm

ltl あ  り lBl な 刃 部 長 lt   32 80cm 奪‖方最小隠 の作 糟 tL   14 70cm
重量 (含浸前 ) 400 5富 重曇 (含浸後〕 385 0g 割  万  長 推    4 90cm 割 方 下 端 の位 置 tt   l1 80cm
A面脊幅(a)1   1 36cm 13面脊 叩邑(a) 42cm 茎 長 2 40cm 最 大 幅 の 位 置 わ己    9 20cm

(b)1       1 40cm ″  (b) 42cm 突  起  幅 tt    5 85cm 突 起 部 春 厚 0 82cm
jt1 42cm ll (C) 到 方 最 小 幅 朝笠    5 20cm 到 方 下 端 春 厚 0 84cm

〃  (d) 1 44cm 〃  (d) 刊万 端 幅 Ft   6 25cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 87cm
〃   (C)1        1 48cm 60cm 最 大  幅 推   6 30cm 関 部 脊 厚 0 94cm

特 徴
脊厚が厚め。長めの刃部。突起の位置が低い。
やや短かめの割方。元部がやや短かめ。

遺存状態   Iw 最 大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関 端 部 厚

修理中の知見 残存状態悪い。丸みのある脊部。長く丸みのある≧部。
日
者

月年
測

実
実

1994年 3月 16日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 744 0 8757 2 1634

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A営 (%)I As(°/。 ) (°/。 ) Co(°/。 )I Fe(°/。 )IMn(Dつ m) Ni(%)I Sb(O/a)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 う 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(隊 )

Cu  Sn b Fe Sb A質 Cu  Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S その■
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銅 剣 番 号 I   D列 3号 徘 無 |  ―― 全 長 tt   51 08om 関 鴨

切 先 方 向 1   谷  奥 色 訓 1  5GY 4/4 現  存  長 50 08cm 茎 下 端 幅 te    1 57
面 ω 尾  根 lBl  谷 食U 身  長 望笠   49 丑Ocm 突 起 の 位 置 推 8 30cn

× 印 10 あ  り lBl な  し 刃  部  長 Tra   30 80cm 割方最小幅の位置 推 6 50cm
重量 (含 浸前 ) 298 7g 重量 (含浸後 ) 28()0宜 割  万  長 tt    5 80cm 創 万 卜琉 の 位 置 推 2 50cm
A面春 幅 (a) rt1 36cm B面脊 幅 (al 雑 1 35cm 茎 長 1 98cln 最 大 鴨 の 位 置 推 0 00cm

〃  (b) 1 38cm ″  (b) 1 37cm 突 起  幅 突 起 部 脊 厚 0 86cm
1 38cn 1 39cm 今U方最 /j、 幅 手U万 下 端 脊 厚 j4    0 86cm

〃  (d) 1 47cn 〃  (d) ユ ll方下端幅 最 大 幅 部 春 厚 推    0 89cm
″  (e) 50cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴 脊厚やや厚め。 遺存状態  Iw 最大幅部端部厚

関  端  部  厚

修理中の知見 鋒部断面に大きな穴あり(巣 7)。 表面がクレーター状に腐食。 日
者

月年
測

実
実

1994年 3月 18日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206
17 669 0.8773 2 1654

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宣 (°/。 )I As(%)I Bi(0/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%) Zn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
dlす 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その拌
D3 縁 ・

黍 61   7 3   27   1 6  0 7  0 6 298258090021-― ― o200二

銅 会U番 号 D列 2号 分 類 ユー(2) 全 長 詢ヒ   50 80cm 関 幅 推   5 70cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5BG 4/0 現  存  長 50 50cm 茎 下 端 幅 推   1 63clp

面 kAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 謝圭   49 00cm 突 起 の 位 置 18 40cm
×EE lAl な  し 0 あ  り 刃 部 長 朝圭   30 60cm rl方最小幅の位置 16 20cm

重量 (含浸前 ) 357 0g 重量 (含浸後 ) 355 0宣 奪U 方  長 lt    6 05cm 到 万 卜端 の 作 苦 Jと   12 35cm
A面脊 幅 (a) 34cm B面脊 幅 ●) 34cm 茎 長 1_80cm 最 大 幅 の 行 詈 10 30cm

〃   (b)1      1 345cm 〃  (b) 42cm 突 起  幅 詢ヒ    6 00cm 突 起 部 脊 厚 0 765cm
〃  (C) 1 455cm 1 445cm 到 方 最 小 幅 IE    5 30cm 到 方 下 端 脊 厚 0 79cm
″  (d) 1 475cn 〃  (d) 46cm 幸」方下端幅 推   670∞ 最 大 幅 部 春 厚 0 805cm
〃  (e) 67cm 〃  (e) 55cm 最  大  幅 tt    6 70cm 関 部 脊 厚 0 92cm

特   徴
脊厚やや薄め。やや短かめの刃部。茎やや短かめ。
脊と翼の境、際取り明瞭。関に 2ケ所鋳掛けあり。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 175cm

関  端 部  厚 0 15cm

修理中の知見 樋に匙面状の四みあり。鋳掛けあり。
日

者

月年
測

実
実

1994年 10月 26日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 650 0 8779 2 1669

定 量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(O/6) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) N,(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(隊 】

Cu  Sn Fe Sb A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S そのTH

銅 剣 番 号 D夕」1号 分 悧     
―

全 長 推  51 35cm 関

切 先 方 向 1   谷  奥 色 詞 1  5G4/4 現  幕  長 50 57cm 茎 下 端 幅 朝ヒ    1 55cm
面 ω 尾  根 ①   谷 剣  身  長 詢ヒ   49 10cm 突 起 の 位 置 推  17 40cm
×E日 lAl あ  り tBl な  し 刃 部 長 引ヒ   31 70cm 到方最小幅の位置 推  15 50cm

重量 (含 浸前 ) 357 6宜 重量 (含浸後 ) 343 0富 割 方 長 6 00cm 奪U方下 端 の位 置 11 40cnl
A面杏 幅 (a) 1 34cm B面琴 幅 (→ 1 34cn 茎 長 推   2 25cm 最 大 幅 の 作 替 つ見    9 70cm

〃  (b) 1 37cm 1 37cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 70cm
1 41cm 〃  (C) 1 42cm 到 方最 小 幅 割 方 下 端 脊 厚 0 72cm

〃  (d) 1 46cm 1 44cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 73cm
″   (e)1       1 49cm 〃  (e) 1 47cm 最 大 幅 関  著Б  春  厚 0 78cm

特 徴
脊厚が薄い。突起の位置が低め。
短かめの元部。茎が斜めに切断された可能性あり?

遺存状態  Ⅳ 最大幅部端部厚 0 18cm

関  端  部  厚

修理中の知見 刃部ほ とんど欠損。 日
者

月年
測

韻実
実

1994年 3月 17日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206
17 826 0 8742 2 1604

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(0/。 ) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%) Sb(°/。 )IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
預J定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(0/。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb Fe As  Si  A K Ca CI  S その犯
Dl 緑・黍・自 60  6 2   29  2 4  0 3  0 2 24106013002_502--0300-

Dl・ 3M 緑・黍・白 11 17 27 08 08 361400181125-― -27 23 Bi
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銅 剣 番 号 I   D列 6号 分 類 |    
―

全 長 推  50 70cn 関 ltE    5 10cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現  存  長 49 65cm ≧ 卜 端 幅 朝ヒ    1 48cm

面 ω 尾  根 (Bl 谷 剣  身  長 詔笠   48 40cm 央 起 の 位 置 推 8 70cln
× 印 ω  あ  り (Bl な   し 刃  部  長 TE   29 70cm 劃方最小幅の位置 稚 6 50cm

重量 (含 浸前 ) 389 8宜 重量 (含浸後 ) 380 0質 割 方 長 引圭    5 70cm 今U方下 端 の位 置 推 3 00cm
A面脊 幅 (a) 1 31cm B面脊 幅ω 1 39cm 墓 長 2 30cm 最 大 幅 の 位 漕 推

〃   (b)1       1 38cm 1 415cm 突  起  幅 突 起 部 脊 厚 0 805cm
1 395cm 〃  (C) 1 40cm 到 方 最 小 幅 割 方 下 端 脊 厚 0 86cm
1 38cm 1 425cm 到 方 下 鈴 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 87cm

〃  (e) 1 52cm 〃  (e) 1 48cm 最 大 幅 関 部 春 厚 0 985cm

特 徴
脊厚が厚め。全長やや短かめで刃部も短かめ。
脊の際取 り明瞭で、樋先端部の内側に傾斜する面が急。

遺存状態  III 最大幅部端部厚 0 10cn

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 丸みのある細長い茎部。 日

者

月年
測

預実
実

1994年 8月 22日

永 鳥 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206
17 782 0 8757 2 1651

定 量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm: Ni(°/。 )I Sb(%) Zn(ppm)

銹の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%Ⅲ

Cu  Sn b Fe Sb A宣 Cu Sn Pb Fe As Si Al  K Ca CI  S その榊
D6 緑・茶・赤 5 15 92 06 02 55 11 00 74 48 97 08 0.1 00 20 76 11i

銅 剣 番 号 D夕」5号 分 類  I   I-1-の 全 長 推   51 75cm 関 幅

“

圭    5 20cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/2 現  存  長 51 05cm 茎 下 端 幅 1 60cm

面 ω 尾  根 lBl 谷 剣  身  長 推  49 45cln 突 起 の 位 置 18 20cm
×E日 ω  あ  り (Bl な   し 刃 部 長 lt   31 20cm 到方最小幅の位置 16 05cm

重量 (含浸前 ) 444 1富 重量 (含浸後 ) 425 0寅 el 方 長 5 90cm 到 方下 端 の位 置 12 30cm
A面脊 幅 (a) 39cm B面脊 幅 (a) 44cm ≧ 長 2 30cm 最 大 幅 の 柿 着 10 05cm

〃  (b) 43cm 46cm 突 起  幅 推  5 85crI 央 起 部 脊 厚 0 78cm
〃  (C) 〃  (C) 51cm 考U方最 小 幅 割室    5 09cm 到 方 下 端 脊 厚 0 85cm
〃  (d) 55cm 56cn 今」方下端幅 lt    6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 90cm
〃  (e) 65cm 〃  (e) �克  ノく  V邑 6 64cm 関  部  春  厚 0 96cm

特 徴
脊厚が厚めでA・ B面で脊にズレあり。
脊と翼の境、A・ B面 とも際取り明瞭。

遺存状態  III 最大幅部端部厚 0 1lcm

関 端 部 厚 0 10cm

修理中の知見 細長い茎部。元部の調整良好。短めの元部。
日

者

月年
測

損実
実

1994年 8月 22日

金 津 まり子

鉛同位体比
206/204 207/206

ユ7 794 0 8733 2 1604

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A貿 (%)I As(°/。 )I Bi(O/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  朴 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2 (9κ

Cu  Sn  Pb  Fo  Sh  A Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si  A K Ca CI  S その■
D5a 緑 ・ 泰 89   1 2  6 9  1 8  0 1  0 0 15 07 04 008 08
D5b 緑・茶。青 1 7  0 1  0 05 75  5 5  0 0  1 4  2 9  6 6  0 6 0 08 0 0  1 6  5 1   -―

銅 剣 番 号 D列 4号
分 類  I   III-1-① 全 長 lt   51 55cm 関 幅 推   5 65cm

切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G6/4 現  存  長 50 50cm 茎 下 端 幅 1 68cm
面 lAl尾  根 ① 谷 剣  身  長

“

圭   49 50cm 突 起 の 位 置 8 90cm
×E日 ①  な  し lBl あ  り 刃  部  長 TE   30 60cm 号」方最小幅の位置 推 7 00cm

蔓量 (含浸前 420 9宜 重量(含 浸後| 410 0FF 到 方 長 J上    5 40cm 到 方 下 端 の位 置 3 50cm
A面脊 幅 (a) 1 36cm B面否 幅 (a) 1 31cm 茎 長 2 05cm 最 大 阻 の 年 漕 0 50cm

〃  (b) 1 38cm 〃  (b) 1 35cm 突  起  幅 推    6 00cm 突 起 部 脊 厚 0 745cm
1 39om 〃  (C) 1 40cm 割 方最 小 幅 推   5 40cm 割 方 下 端 脊 厚 0 795cm

〃  (d) 1 39cm ″  (d) 1 42cm jAl方 下 端 幅 推  6 40cn 最 大 幅 部 春 厚 805cm
〃  (e) 1 55cln 1 58cm 最 大 幅 6 745cm 関 部 脊 厚 885cm

特 徴
脊厚やや薄め。やや太めの茎で端面が平坦。
A・ B面脊先端の際取り明瞭。

遺存状態   II 最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚 145cm

修理中の知見 幅広な剣身、茎部。粒状の錆が付着。 日
者

月年
測

実
実

日
弓

月
真

年
森

‐９
津

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 936 0 8667 2 1508

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(°/。 ) A質 (%)I As(%)I BI(%) Co(°/。 )I Fe(°/0)Dvln(。 っm Ni(%)I Sb(%) Zn(っっm

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(O/。 ) 測 定 条 件 2(0/。

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu sn Pb Fe As Si Al  K  Ca CI  S その犯
D4 杓静茶・自 14 20 03 49  6 5  36  1 6  0 0  4 7  -―    ――   ―-  0 8  0 0   -―
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銅 剣 番 号 D列 9サ 分 類  I   I-1-① 全 長 引圭   51 55cm 関 幅 推   5 45cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 50 85cm 茎 下 端 幅 推   1 60cn

面 ω 尾  根 ①   谷 食‖ 身  長 朝圭   49 40cm 袈 起 の イ立 着 半  1845伽
lAl な lBl あ  り 刃 部  長 劃圭   30 95cm 到万最小鴨の位置 16 50cm

重量 (含 浸前 ) 400 6g 璽量 (含浸後 ) 390 0富 割  方  長 平   5 60cm 奪U方下 端 の位 置 司7   12 85cm

A面脊 幅 (a) 1 41cm B面脊 幅 (→ 1 42cm 茎 長 2 15cm 最 大 幅 の 位 置 10 50cm
″   (b)1        1 35cm 1 48cm 突  起  幅

=圭

ヨ云  5 90cm 突 起 部 春 厚 0 74cm
〃   (C)1       1 445cm 〃  ( 47cm 到 方最 小 幅 稚    5 3(〕 cm 今」方下端脊厚 0 765om

(d)1       1 455cm 1 49cm 割 方 下 ウ枯申邑 推半  650帥 最 大 幅 部 脊 厚 0 775cm
〃   (e)1       1 55cm ″  (e) 1 55cm 最  大  幅 推   670帥 関  部  春 厚 0 835cm

特   徴
脊厚が薄め。茎側面に甲張り残る。
脊と翼の境、一部際取り明瞭。

遺存状態  Ⅲ
最大 幅 部 端 部 厚 0 15cm

関 端 部 厚 0_13cm

修理中の知見 粒状の錆が付着。茎部側面にしレ状突起 (甲 張り?)
実測年月日
実 測 者

1994年 8月 24日

永 鳥 いずみ

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206

17 688 0 8789 2 1686

定 量分 析
C11(%) Sn(%) Pb(%) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(° /6

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのrl

銅 剣 番 号 DアU8号    十分 類 I  Hl 令 長 れヒ   51 75cm 関 幅 ヨ圭    5 90cm
切 先 方 向 谷   奥      1色 調 1  56Y4 現  存  長 50 70ca 芸 下 端 幅 1 56cm

面 lAN 昆   根     l    lB)  谷 剣 身 長 推   49 85cm 窄 ヤ己の イす 漕 17 70cm
× 印 ω  あ 0 な  し 刃 部 長 推   32 20cm 今」万最小幅の位置 15 50cm

重量 (含浸前 ) 4186g 重量 (含 浸後 ) 00富 今U 方  長 4 50cm 到 方 下 端 の位 置 13 20cm

A面脊 幅 (a) 1 29cm B面脊 幅 0) 29cm 茎 長 1 90cm 最 大 幅 の 位 置 10 50cm
〃  (b) 1 34cm 突  起  幅 推   6 40cm 突 起 部 春 厚 0 80cm
〃  (C) 1 36cm 〃  (C) ,U万最 /1ヽ 甲昌 推    5 30cm 到 万 下 端 脊 厚 0 86cm
〃  (d) 1 45cm 〃  (d) 到 方 下 端 幅 推    6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 89cm
〃  le 1 44cm ″  (e) 最  大  幅 朝圭    6 70cm 関 部 脊 厚 1 01cm

特   徴
脊厚が厚い。A面脊の先端付近際取 り明瞭。
長めの刃部。短かい到方。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 18cm

関 端 部 厚 0 17cm

修理中の知見 元部に鋳型のズレあり。研磨痕。黒っぽい上が付着。
日

子

２５

り

月

ま
年
津

‐９
金

日
者

月年
測

実
実

鉛同位体比
206/204 207/206

17 710 0 8769 2 1649

定 量分 析
Cu(%) Sn(O/n) Pb(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm) Ni(%, Sb(%, IZn(ppm)

錆のよ光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K  Ca CI  S その‖

鋼 剣 番 サ I   D列 7号 分 類 I    VII 全 長 51 35cm 関 幅 コ笠   5 365cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/0 現  存  長 51 35cm 事 下 鈴 幅 コ笠    1 75cm

面 lAl尾  根 lRl  容 剣  身  長 49 60cm 賽 だこ の イ立 音 19 90cm

90  な lBl あ  り 刃 部 長 29 70cm 到方最小幅の位置 18 00cm

重量(含 浸前) 415 9g 重量 (含浸後 ) 398 0富 割  方  長 平   5 40cm 割 方 下 端 の位 置 司『    14 50cm
A雇尋子予中邑(a)1       1 37cm B面脊 幅 (a) 22cm 茎 長 1 75cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

〃  (b) 1 425cm 〃  (b) 突  起  幅 tt    5 75cm 突 起 部 脊 厚 0 73cm
〃  (C) 1 43cm 〃  (C) 奔J方最 小 幅 5 08cm 剖 方下端脊厚 0 755cm
〃   (d)1        1 48cm 〃  (d) 46cm 割 方 下 端 幅 5 96cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 79cm

(e)1        1 64cm 66cm 最  大  幅 6 35cm 関 部 脊 厚 0 985cm

特   徴
脊厚やや薄め。突起の位置が高い。
短かめの刃部。茎端面タガネ状工具のあと明瞭。

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 135cn

関 端 部 厚 0 16cm

修理中の知見 茎下端部にタガネ痕あり。幅広で短い茎部。執性のある錆が付着。
日
者

月年
測

韻実
実

1994年 6月 17日

永 島 いずみ

鉛同位体 比
206/204 207/206

17 724 0 8764 2 1640

定 量分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(°/6)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ぅ 。m)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
誤J定 条 件 1(%: 測 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S その犯
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銅 剣 番 号 D夕U12サ 分 類  I   I-1-の 今 長 推  50 95cm 関 幅 5 30cm
切 先 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 51 15cm 茎 下 端 幅 1 61cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   48 70cm 突 起 の 位 置 引F   17 75cm
しい な lBl あ  り 刃  部  長 lL   30 90cm 制方最小幅の位置 →F   14 95cm

重量 (含浸前 ) 426 5g 重量 (含 浸後 ) 80富 今U 方  長 5 60cm 割 万 下 端 の位 置 ヨ「    12 15cm
A面春 幅 (a) 1 38cm B面脊 幅 (a) 40cm 茎 長 2 25cn 最 大 幅 の 位 置 平   8 95cm

1 41cln 44cm 突  起  幅 5 54cm 突 起 部 脊 厚 0 80cm
″  (C) 39cm 〃  (C) 到 方 最 小 幅 4 81cm 奪U方 下端脊厚 0 80cm

46cm 〃  (d) 46cm 到 方 下 鈴 幅 5 86cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 81cm
〃  (e) 1 59cm 〃  (e) 64cm 最 大 幅 6 38cm 関 部 脊 厚 0 93cm

特   徴 茎やや長めで、茎端面が平坦。突起の位置がやや低め。
遺存状態   H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cn

関  端  部  厚 0 125cm

修理中の知見 下面に黒っぼい上が付着。 日
者

月年
測

実
実

日
子

２９

り

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 596 0 8801 2 1681

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A宣 (°/。 )I As(%)IB °

/。 ) Co(%)I Fe(°/a)IMn(ぅ。lla Ni(%)I Sb(%)IZn(Dつ m)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
預J定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A質 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca Cl  S その¶

銅 剣 番 号 I   D列 11号 分 類 |  
―

全 長

“

毛   51 83cm 関 幅 lt    5 20cm
切 先 方 向 1   谷  興 色 調 1  5G5/4 現  存  長 50 88cm 茎 下 端 幅 推  1 70cm

面 ① 尾  根 (Bl   谷 剣  身  長 コ笠   49 65cm 矢 起 の 位 置 7 90om
× 印 ①  な  し lBl あ  り 刃  部  長 訂圭   31 75cln 割万最小嶋の位 置 5 70cm

重量(含浸前) 426 9g 重量 (含浸後 ) 90宜 秀U 方  長 封上    5 65cm 到 方 下 端 の位 置 平 2 25cm
A面脊 幅 (a) 35cm B面春 幅 0) 32cm 茎 長 2 18cm 最 大 幅 の 位 置 0 50cm

〃  (b) 〃  (b) 36cm 突  起  幅 突 起 部 春 厚 0 785cm
〃  (C) (C) 40cm 到 方最 小 幅 到方下端脊厚 0 82cm

49cm ″  (d) 45cm 考J方下 端 幅 最 大 幅 部 香 厚 0 85cm
〃  (e) 60cm ′′  (e) 虎竜  ノ(  中邑 関 部 脊 厚 0 965cm

特   徴
やや長 く、大めの茎。
脊先端、際取りが明瞭。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚

修理中の知見 下面に黒っぼい上が付着。
日

者

月年
測

波実
実

日
弓

月
真

年
森

・９
津

鉛 同位体比
207/206

17 687 0_8777 2 1663

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(°/。 )

°
/。 ) Co(%)I Fe(%)IMn(っっml Ni(%, I Sb(%) Zn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 狽1冠 条 件 2(O/6)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  AI  K Ca CI  S その41

銅 剣 番 号 D列 10号 分 類  I   I-2-⑥ 全 長 引笙   50 60cm 関 幅 lt    5 05cm
切 先 方 向 谷   奥 色 詞 1  5GY 4/2 現  幕  長 49 05cm 茎 下 端 幅 推   14(〕 cn

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  4865伽 突 起 の 位 清 16 70cm
lAl あ lBl な  し 刃 部 長 lt   31 900m 考1方最小幅の位置 コ圭   14 50cm

重量 (含 浸前〕 重量 (含 浸後 ) 463 0質 到  方  長 5 50cm 到 方 下 端 の位 置 11 20cm
A向吾 甲邑(a) 1 41cm B面脊 幅 (a) 1 39cm 茎 長 1 95cm 最 大 幅 の 位 置 9 50cm

1_43cm 〃  (b) 1 46cm 突  起  幅 lt    5 80cm 突 起 部 春 厚 0 905cm
〃  (C) 1 52cm 〃  (C) 1 475om 割方最 /」 1ヽ幅 勃ヒ    5 10cm 今」方下端脊厚 0 95om
〃  (d) 1 48cm 1 49cm 今U方下 端 幅 コ監    6 25cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 955cm

1 53cm 〃  (e) 1 615cm 最  大  幅

“

4    6 45cm 関  部  脊  厚 1 015cm

特   徴
全体にやや細身。脊厚が厚い。突起の位置カイ氏い。
茎が細(、 下端近くにタガネ状工具による刻線残る。短かめの元都。

遺存状態   H 最大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関  端  部  厚 0 145cm

修理中の知見 下面に黒っぽい上が付着。 日
者

月年
測

預実
実

1994年 8月 29日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 678 0 8782 2 1676

定 量 分 析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(% A買 (%)I As(%)I Bi(%) CO(°/6)I Fe(°/。 )IMn(っ っm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鋪の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 狽1冠 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si AI K Ca CI  S そのlr
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銅 剣 番 サ I   D列 15号 分 類 I  I� 全 長 TE   50 50cm 関 幅 推   4 95cn
切 先 方 向 1   谷  真 色 調 1  5R4/2 現  存  長 50 28om 茎 下 端 幅 1 665cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 tL   48 48cm 突 起 の 位 置 16 875cm
× 印 lAl な  し lBl あ  り 刃  部  長 推  321%cm 制方最小幅の位置 lE   14 00cm

車量 (含浸前 ) 428 6富 重量 (含浸後 ) 417 0宜 割 方 長 半   5 725cm 割 方下 端 の位 置 平   10 65cm
A面脊 幅 (a) 1 36cn B面春 幅 (→ 1 36cm 茎 長 2 02cm 最 大 幅 の 位 置 8 00cm

〃   (b)1       1_43cm 〃  (b) 1 38cm 突  起  幅 引笠    5 65cm 突 起 部 脊 厚 0 80cm
〃  (C) 1 48cm 1 405cm 到 方最 小 幅

“

上    4 80cm 今J方 下端脊厚 0 815cm

(d)1       1 54cm 〃  (d) 45cm 毒J方下 端 幅 5 89cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 82cm
〃  (e) 1 61cm 〃  (e) 1 55cm 妄克  ジ(  中邑 」E    6 28cm 関 部 脊 厚 0 925cm

特   徴
全長やや短かめ。突起の位置が低い。長めの刃部。
A・ B面で脊にズレあり。銘が不明瞭。際取 りが明瞭。

遺存状態  H 最大 幅 部 端 部 厚 0 125cm

関 端 部 厚

修理中の知見 緑青の下は全体的に暗紫色を呈する (下面)。 短めの剣身。
日

者

月年
測

損実
実

1994年 9月 5日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 650 0 8762 2 1673

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S そのfr

鋼 剣 番 号 D列 14号 分 類 1-9 全 長 ヨと   51 30cm 関      幅 1 推   5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 前 1  5GY 4/2 現  存  長 50 28cm 茎 下 端 幅 1  1 55cm

面 ① 尾  根 ①   谷 会U身 長 朝圭   49 20cm 突 起 の 位 置 1  17 85cm
×E日 ①  あ  り ①  な  し 刃 部 長 朝竺   81 35cn 剖方最小幅の位置 1 推  15 50cm

重量 (含浸前 ) 343 6 Fr 重量 (含 浸後 ) BB()_0宣 今J 方 長 名臨    5 65cm 割 万下 端 の位 置 1 推  12 20cm
A面脊 幅 (a) 1 335cm B面春 幅 偉) 31cm 茎 長 2 10om 最 大 幅 の 位 置 1   10 00cn

〃  (b) 1 345cm 〃  (b) 34cm 突  起  幅 推   590伽 突 起 部 脊 厚 1   0 73cn
415cm 〃  (C) 39cm 今U方最 小 幅 れヒ    5 40cm 割方下端脊厚 1   0 81cm

〃   (d)1      1 475cm 〃  (d) 46cm 今J方下 端 幅 推  6 50cm 最 大 幅 詈焉脊 厚 1        0 83cm
〃  (C) 1 57cm 〃  (e) 59cm 最  大  幅 tt    6 70cm 関  部  脊  厚 1    0 92cnl

特   徴
茎端面に大きな巣穴かあるいは人為的な穴 |

B面脊先端際取 り明瞭。突起が不明瞭で刻綺

あ

あ
遺存状態   III 最 大 幅 部 端 部 厚 1    0 18cnl

関  端  部  厚 1    0^09cm

修理中の知見 茎下端面に人為的な穴あり (3 mm位 )。 巣、鋳控ド)あ り。
日
者

月年
測

実
実

1994年 9月 1日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 653 0 8787 2 1672

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%) (%) Co(%)I Fe(°/。)IMn(DOm Ni(%) Sb(%)IZn(DOm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn b Fe Sb A質 Cu Sn Pb Fe As  Si  AI  K  Ca CI  S そのtl

銅 剣 番 号 D列 13号 分 類  I   I-1-① 全 長 謝≧   50 75cm 関 推   5 20cm
切 先 方 向 谷  興 色 調 1  5GY 5/4 現  存  長 49 65cm 茎 下 端 幅 tt    1 45cm

面 lAl 尾  根 (Bl   谷 父U 身  長 tL   48 50cm 突 起 の 位 置 17 70cm
×EB lAl な  し ①  あ  り 刃 部 長 lt   30 80cm 割 万最小 阻 の位 置 推   15 50cm

重量 (含浸前 ) 4 重量 (含浸後 ) 435 0買 割 方 長 ヨ『     5 30cn 到 万 下 端 の位 置 半   12 40cm
A面脊 幅 (a) 31cm B面脊 幅 伸) 1 32cm ≡ 長 2 25om 量 ★ 幅 の fNr詈 推   9 00cm

〃  (b) 34cm 1.35cm 突  起  幅 推   560伽 突 起 部 春 厚 0 88cm
〃  (C) 38cm 〃  (C) 1 37cm 到 方 最 小 幅 推   480帥 到 方 下 端 脊 厚 0 87cn
〃  (d) 42cm 〃  (d) 1 40cm 今J方下 端 幅 平   6 00cm 最 大 幅 部 春 厚 0 90cm
〃  (e) 52cm 〃  (e) 1 51cm 最 大 幅 推  6 50cnl 関  部  奇 厚 0 98cnl

特   徴
脊厚が厚い。者の先端際取り明瞭。
ll方やや短かめか。

這存状態   III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 1lcn

端  著Б 厚 0 12cn

修理中の知見 丸みのある細長い茎部。元部の調整良好。
日

者

月年
測

実
実

日

子

月

ま
年
津

・９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 645 0 島786 2 1669

定量分析
Cu(%) Sn(%) A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その礼
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銅 父U番 号 D列 18号 分 類 十  二11 全 長 rt   51 90cm 関 幅 tt    5 70cm
切 先 方 向 谷  襲 色 調 1  5G4/4 現  存  長 50 90cm ≧ 下 端 幅 推  1 50cm

面 lA 尾   根 lBl  谷 長 推  49 90cn 突 記 の イア 漕 17 60cm
× 巨Π lAl  あ    19 lBl な 刃 部 長 Tt  32 80cm 今上方最小幅の位置 推  15 50cn

重量 (含 浸前 ) 402 1富 重量 (含 浸後 ) 395 0 Fr 到  万  長 推   4 60cm 到 方 下 端 の位 置 推  13 00cn
A面脊 中畠(a) 1 31cn B面脊 幅 (→ 1 39cm 墓 長 推   2 00cm 最 大 幅 の 位 置 推   9 00cm

″  (b) 1 37cm 〃  (b) 1 33cm 突 起  幅 推    6 40cm 突 起 部 脊 厚 0 855cm
″  (C) 1 41cm 〃  (C) 1 37cm 考U方最 小 幅 推   5 30cm 参」方下端脊厚 0 895cm
〃  (d) 1 45cm 〃  (d) と 415cm 今U方下 蛉 幅 引笠    6 00cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 93om

1 54cm 1 49cm 賃克  ノ(  II昌 IE    6 75cm 関  部  脊  厚 1 04cm

特 徴
脊厚が厚い。突起の位置がやや低め。鋳掛けあり。
長めの刃言h。 細めの茎。

遺存状態  H 最大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。丸みのある脊部・茎部。鋳掛けあり。 嚢
測
衝
月
暑1響準

Ю
⊆Υ旱

鉛同位体比
207/206

17_338 0 8907 2 1820

定量分析
Cu(隊 ) Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(°/0)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IM■ (ppm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

0038 1 0037 1 <1 <10

錆の蛍光X線

試 料 色  調
状」冠 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca  Cl  S そのrl

飼 父U番 号 I   D列 17号 分 類 2(1) 全 長 コ笠   50 87cm 関 幅 推   513m
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5GY 4/4 乳  存  長 50 63cm 茎 下 端 幅 推    1_58cm

面 ω 昆  根 lBl  谷 剣  身  長 れヒ   48 89cm 突 起 の イ立 音 17 85cm
× 印 ①  あ  り ①  な  し 刃 部 長 lt   31 05cm 割方最小幅の位置 推   16 00cm

重量(含浸前) 468 9g 重量 (含 浸後 ) 457 0寅 剖 方 長 6 05cm 割 方 下 端 の位 置 11 80cm
A面脊 幅 (a) 42cm B面春 幅 (a) 385cm 茎 長 1 98cn 最 大 幅 の 位 置 9 00cm

〃  (b) 48cm 〃  (b) 突 起  幅 推   5 90cm 突 起 部 春 厚 0 84cm
〃  (C) 46cm 到 方最 小 幅 ヨヒ    5 20cm 今J方 下 端 春 厚 0 90cm
〃  (d) 54cm 〃  (d) 50cm 到 方下 端 幅 推  6 40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 935cm
〃  (e) 60cm 〃  (e) 62cn 最   大  幅 引と    6 45cm 関 部 春 厚 1 045cm

特   徴
脊厚が厚い。脊と翼の境、際取 り明瞭。
やや短かめの元部。

遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cn

関 端 部 厚 詢E    0 12cm

修理中の知見 下面に黒っぽい上が付着。九みのある茎部。元部の調整良好。
日

者

月年
測

実
実

1994年 9月 8日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 596 0 8799 2 1689

定 量分 析
Cu(O/。 ) Sn(O/n) Pb(%) A更 (%)I As(%)I Bi(%: Co(ヲ

`)I Fe(°
/6)l� ln(DDm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
狽J‡ 条 件 1(%) 測   冠   条   イ牛  2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S その利

銅 剣 番 号 D列 16号 分 類  I  III-1-② 全 長 Th   52 00cm 関 幅 tt    5 40cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5GY 5/4 現  再  長 51 10cm 茎 下 端 幅 」t    1 60cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 父U 身  長 推  50 10cnl 突 起 の 位 置 19 10cm
CO な (Bl あ   り 刃  部  長 推  31 00cm 到方最小幅の位置 17 00cn

重量 (含浸前 ) 313 6g 重量 (含浸後 ) 305 0富 考U 方  長 5 10cm 今u方下端の位置 14 00cm
A面脊幅la)   1 48cm B面脊 幅 (a) 30cm 茎 長 推    1 90cm 最 大 幅 の 位 置 10 70cm

(b)1       1 52cm ル  (b) 32cm 突  起  嶋 推    5,70cm 突 起 部 脊 厚 0 64cm
〃  (C) 1 49cm 〃  ( 40cm 割 方 最 小 幅 jt    5 00cm 到 方 下 蛉 春 厚 0 71cnl
〃  (d) 1 46cm 〃  (d) 到 方 下 端 幅 lt    6 00cm 最大幅部脊 厚 0 71cm
″   (e)1       1 60cm 〃  (e) 58cm 最  大  幅 推   6 50cm 関 部 脊 厚 0 86cm

特   徴
脊厚が薄い。突起の位置が高め。
やや短かめのll方。長い元都。全体に飼が不明瞭。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 14cm

関  端  部  厚 0 17cm

惨理中の知見 刃部未調整 ?元部に鋳型のズレあり。表面がクレーター状に腐食。
日
者

月年
測

実
実

1994年 9月 12日

佐 藤 綾 子

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 649 0 8784 2

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A貿 (%)I As(%)I Bi(% Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(0/6)IZn(DOm

錆の蛍光X線

試 料 色  調
誤J冠 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb re As S Al  K  Ca CI  S その犯
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銅 剣 番 号 D列 21号 分 類  I   I-1-① 全 長 引と   51 20cm 関 幅 推   5 36cln
切 年 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/6 現 長 51 00cm 茎 下 端 幅 推   1 62cln

面 lAl尾  根 lBl  谷 長

“

圭   49 40cm 突 起 の イ立 音 推 18 10cln

×印 lAl あ  り lBl を 刃 部  長 推  31 30cm 司1方掃小幅 の付 署 16.00clll

重量 (含浸前 ) 320 3宜 重景 (含浸後 | 310,Og 割  万  長 推 半  5 55cm 副 方 下 端 の位 置 ヨ『   12 55cm
A面脊 幅 偉) 1 28cm B面脊 幅 (a) 1 325cm 茎 長 1 80om 最 大 幅 の 位 置 10 40cm

1 335cn 〃  (b) 1 42cm 突  起  幅 tt    6 00om 突 起 部 脊 厚 0 62cm
〃   (C) 1 38cm 〃  (C) 1_41cm 到 方 最 小 幅 朝圭    5 20cm 奢J方 下端脊厚 0 66cm
〃  (d) 1_435cm 1 42cm 6 20cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 685cm
〃 (0 と 59cm 1 61cm 資克  ノ(  中畠 6.44cm 関 部 脊 厚 0 81cm

特   徴
脊厚が厚い。
短かめの茎。元部に甲張り残る。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 19cm

関 鈴 部 厚

修理中の知見 表面が粉状に腐食。
日

者

月年
測

損実
実

1994年 11月 1日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17 667 0 8784 2 1675

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Ag(°/6)I As(°/6)I Bi(%) Co(%)I Fo(%)IMn(ぅ。m Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  詞
測 定 条 件 1(°/。 : 測 定 条 件 2(O/6

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A宣 Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その‖

銅 剣 碁 号 D列 20号 分 類  I   I-2-③ 全 長 推  51 40cm 関 幅 復   5 10cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5GY 5/4 現  存  長 51 05cm 茎 下 端 幅 1 60cn

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推  49 40cm 賽 dの イV音 推  17 80cm
× 印 lAl あ  り lBl な 刃 部 長 推  3160伽 今J万 最小幅の位置 推  15 50cm

重量 (含浸前 ) 416 4Fr 重量(含浸後) 405_Og 到  万  長 推   5 60cm 奪U方下 端 の位 置 jIL   12 20cm

A面脊幅●)1   1 40cm B面脊 幅 (a) 33cm 茎 長 2 00cm 最 大 幅 の 位 置

“

圭   10_00cm

(b)1      1 435cm 〃  (b) 36cm 突 起  幅 れヒ    5 95cm 突 起 部 春 厚 0 87cn
〃  (C) 1 44cm 〃  (C) 37cm 到 方長 小 幅 推  4 95cm 到 方下端脊厚 0 90cm
″   (d)1        1 50cm 割 万 下 端 鴨

“

三    6 30cm 最 大 幅 部 脊 厚 0_91lcm
〃   (e)1       1 68cm 〃  (e) 60cm 最 大  幅 推   6 50cm 関 部 脊 厚 1 02cm

特   徴
脊厚が厚い。
B面突起付近の脊に沿って凹み、あるいは刻線あり。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 085cm

関 端 部 厚 0 085cm

修理中の知見 刃部は粉状に病食。 日
者

月年
測

韻実
実

1994年 11月 1日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206

17 656 0 8793 2 1704

定量分析
Cu(°/O) Sn(%) Pb(% Ag(°/6)I As(O/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm)Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試  料 色 詞
預U冠 条 件 ユ (%) 狽」 冠 条 件 2 (%,

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A営 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その‖

銅 剣 番 号 D列 19号 分 類  I   I-1-① 全 長 羽4   51_90cm 関 幅 推   5 10cm
切 キ 方 向 谷  奥 色 調 1  5G4/0 現 長 51 60cm 茎 下 端 幅 1_675cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 長 4fL   49 60cm 従 起 の ,音 半   18 15cm
×印 lAl あ  り lBl な 刃 部  長 推   31 45cm 到万最 小隠 の作 清 16 00cm

重量 (含浸前 ) 459 2宜 重暑 (含 浸後 ) 到  万  長 引F    5 75cm 割 方下 端 の位 置 平   12 40cm
A面春 幅 (a) 1 36cm B面脊幅(| 1 35cm 茎 長 2 30cm 最 大 幅 の 位 置 10 00cm

〃  (b) 1 35cm 〃  (b) 1 385cm 突 起  幅 引圭    5 67om 突 起 部 脊 厚 0 815cm

1 44cm 〃  (C) 1 495cm 考U方最 小 幅 推   5 02cm 到 方 下 端 杏 厚 0 815cm
〃  (d) 1 49cnl 1 50cm 今U方下 端 幅 ヨ路    6 30cm 最大幅部脊 厚 0 85cm

1 585cm 1 62cm 最 大  幅 6 51cm 関  部 脊 厚 0 97cm

特 徴
長めの茎。茎端面に楕円形の穴数個あり。
元部に2ヶ所鋳控出すあり。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 郡 厚 0 135cm

関 端 部 厚 0 125cm

修理中の知見 鋳掛けあり?残存状態良好。
日

者

月年
測

測実
実

1994年 10月 28日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 625 0 8797 2 1677

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) A営 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(。 。れ)

0064 1 0083 1  <1 <10

錆の蛍光X線

試 料 色 調
測 定 条 件 1(黙 ) lRl冠 条 件 2(%)

Cu  Sn )b Fe Sb A貿 Cu Sn Pb Fe As Si AI  K Ca CI  S その
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鋼 父U番 号 D列 24号 分 類  I   I-1-② 今 長 稚   51 50cm 翻と    5 50cm
切 先 方 向 谷   奥 色 副 1  5GY 5/4 坑  再  長 50 90cm 墓 下 端 幅 1 585cm

面 ω 尾  根 0  谷 剣  身  長 詢ヒ   49 30cm 突 起 の 位 置 平  18 15cm
× 印 lAl あ  り 0 な  し 刃  部  長 It   31 20cm 割方最小幅の位置 16 00cm

重量 (含浸前 ) 460 2富 重量 (含浸後 ) 450_0宜 到  方  長 ヨ『     5 90cm 引方下端の位置 斗  12 25cm
A面 春 幅 ●) 1 345cm B面脊 幅 仲) 1 855cm 事 長 2 20cm 最 大 幅 の 位 置 10_00cm

〃  (b) 35cm 〃  (b) 1 36cm 多〔  え三  申昌 割ヒ    5 60cm 突 起 部 春 厚 0 78cm
〃  (C) _435cm (C) 1 445cm 到 方最 小 幅 窮圭    5 00cm 奪U方 下 端 杏 厚 0 81cm

46cm 〃  (d) 1 475cm 考U方下 端 幅 推 平  6 20cn 最大幅部脊厚 0 86cm
〃  (e) 49cm 〃  (e) 1 49cm 最  大  幅 6 53cm 関 部 脊 厚 0 97cm

特   徴
脊厚が厚めで、A・ B面で脊にズレあり。
やや長めの茎。B面鋒に赤い付着物。

遺存状態   H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関  端  部  厚 0 15cm

修理中の知見 切先部に赤色顔料付着。茎部側面にヒレ状の突起あり (甲 張り?)
日

者

月年
測

預実
実

1994年 11月 2日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 612 0 8800 2 1703

定量分析
Ci](%) Sn(%) Pb(% A宣 (%)I As(°/。 )I Bi(%) Co(°/。 )I Fc(%)IMn Ni(O/a)I Sb(%)IZn(。 Drr

0066 1 0032 1 <1 <10

錆の営批X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 状J冠 条 件 2(%)

Cu  Sn Jb Fe Sb A買 Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのll

銅 剣 番 号 D列23号 分 類 | 卜 l③ 全 長 推   52 10cm 関 幅 5 25cm
切 先 方 向 1   谷  襲 色 調 1  5BG 4/0 現  存  長 51 80cm 垂 下 端 幅 1 76cm

面 lAl 昆  糧 lBl  谷 剣  身  長 tt   50 05cm 突 起 の 位 置 18 40cm
×E日 lAl な  し lBl あ  り 刃 部 長 ttヨア31 675cm 到方最小幅の位置 半  16 45cm

重量 (含 浸前)1    4005富 重量 (含浸後 ) 370 0富 デU 万 長 推半  5 24cm 到 万 下 端 の位 置 平 1lm
A面脊 幅 (a) 136釦 B面春 幅 (→ 38cm 墓 長 半   2 05cm 最 大 幅 の 位 置 平  10 95cm

〃   (b)1        1 36cm 41cm 突  起  幅 It    5 52cm 突 起 部 春 厚 0 675cm
1 39cm 〃  (C) ll方最 小 幅 推   5 06cm 参U方 下 端 脊 厚 ()71cm

(d)1       1 43cm 〃  (d) 52cm 到 方 下 端 幅 推   6 20crI 最大幅部脊厚 0 71cm
〃  (C) 1 64cm 〃  (e) 64cm ξ克  ノく  叩昌 6 39cm 関  部  脊  厚 0 83cm

特   徴
脊厚が薄い。
やや短かめの割方。大めの茎。やや幅広な印象。

遺存状態  H 最 大 幅 部 端 部 厚 0 165cm

関  端  部  厚 0 20cm

修理中の知見 全体に群青色の錆が付着。やや扁平な脊部。元都に鋳型のズレあり。
日
者

月年
測

実
実

1994年 11月 2日
金 津 まり子

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206

17 674 0 8780 2 1668

定量分析
Ciュ (%) Sn(%) Pb(% A宣 (%)I As(°/。 ) %) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppml

8 22 0 12 0068 1 0013 1  <1 <10

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 ‡ 条 件 1 (%) 測 厄 条 件 2 (%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  A貿 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Cl  S その礼

'同

会U番 号 I     D列 22号 分 類  I   I-1-① 今 長 tt   52 30cm 関 推    5 55cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G5/4 現 存 長 52 05cn 茎 下 端 幅 1 61cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 貪U 身  長 控  50 15clp 突 起 の 位 置 18 90cm
×LΠ lAl あ  り 0 な  し 刃 部 長 tt   31 25cn |」 方最小幅の位置 16 50cm

重量(含 浸前, 385 3g 重量 (含 浸後 ) 875 0富 到  方  長 朝圭    5 90cm 考U方下 蛉 の位 置 朝ヒ   13 00cm
A面脊 中畠(a) B面脊 幅 (a) 33cm 事 長 15cm 最 大 幅 の 行 着 10 50cm

〃   (b)1      1 475cm 36cn 突  起  鴨 TE    5 80cm 突 起 部 脊 厚 0 71cm
〃  (C) 43cm 〃  (C) 39cm 到 方 最 /1ヽ 中昌 tt    5 10cm 割 方 下 端 脊 厚 0 745cm

45cm 〃  (d) 40cn 到 方 下 端 幅 J4    6 40cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 73cn
〃  (e) 62cm 〃  (e) 56cn 最  大  幅 lt    6 70cm 関 部 脊 厚 0 91cm

特   徴
脊厚が薄め。
やや長めの茎。

遺存状態  Ⅲ
最 大 幅 部 端 部 厚 0 09cm

関 端 部 厚 0 08cm

修理中の知見 やや幅広な茎部。凱性のある硬い錆が付着。元部に凹みあり。
日

者

月年

測

狽実
実

1994年 10月 31日

金 津 まり子

鉛 同位体比
206/204 207/206 208/206

17 653 0 8788 2 1682

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(%〕 A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(oom)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn Pb re As Si Al K Ca Cl  S そのll
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銅 剣 番 号 D列 27号 分 類 I  I-1-① 全 長 〓圭   51 55cm 関 幅 推    5 42cm
切 キ 方 向 谷  奥 色 調 1  5C5/4 現  存  長 51 35cm 茎 下 端 幅 推   1 78cn

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣  身  長 It   49 60cm 突 起 の 位 置 司2  18 625cn

lAl あ  り 0 な  し 刃 部 長 ttヨ『 30 975cm 割方最小幅の位置 16 50cm
重量 (含浸前 ) 425 2宜 璽量 (含 浸後 ) 40富 割  方  長 ヨ『    5_625cm 到方下端の位置 13 00cm
A面脊 幅 伸) 38cm B面脊 幅 (a) 1.385cm 事 長 1 95cln 最 大 幅 の 位 置 10 30cm

〃  (b) 1 445cm 〃  (b) 86cm 突 起 幅 推  5 50cm 突 起 部 脊 厚 0 625cm
〃  (C) 1.495cm 〃  (C) 1 395cm 今U方最 小 幅 謝圭    4 85cm 到 方 下 端 脊 厚 0 69cm
〃  (d) 53cm 〃  (d) 50om 到 方 下 端 幅 推   6 1lcm 最 大 鴨 音勝冷 厚 0 715cm

69cm 〃  (e) 58om 最  大  幅 6 420m 関 部 脊 厚 0 85cm

特   徴
脊厚が薄し

太い茎。
遺存状態  H 部端 部 ) 0 155cm

端 部  厚 0 195cm

修理中の知見 扁平な茎部。粒状の錆が付着。元部に鋳型のズレあり。
日

者

月年
測

損実
実

1994年 11月 7日

永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 690 0 8775 2 1668

定量分析
Cu(°/0) Sn(°/。 ) Pb(O/61 A買 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%| 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sh  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca Ci  S その/11

銅 剣 番 号 D列 26号 分 類  I   I-1-① 令 長 推  51 70cm 関 幅 推    5 30cm
切 先 方 向 谷   興 色 調 1  566/4 挑 π 長 51 00om ≡ 下 端 幅 1_59cm

面 lAl尾  根 lBl  谷 寅U 身  長 舞三   49 40cm 突 起 の 位 置 推  18 00cm
lAl な  し lBl あ  り 刃 部  長 tt   31 40om 到方最小幅の位 16 00cm

重量 (含浸前 ) 458 6g 重量 (含浸後 ) 448 0 FF な」 方 長 5 50cm 到 万 下 端 の イ亨活 12 50cm
A面春 幅 (a) 1 35cm B面脊 幅 (a) 1 37cm 茎 長 2.30cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm

1 37cm 〃  (b) 35cm 突  起   鴨 rt    5,85cm 突 起 部 春 厚 0 もlcm
〃  (C) 1 40cm 1_42cm 到 方 最 小 幅 tF    5 25cm 到 方 下 端 脊 厚 0 83cm
〃  (d) 1 44cm 〃  (d) 1 42cm 考U方下 端 幅 tL    6 25cm 最大幅部脊厚 0.85cm
〃  (e) 58cm 〃  (e) 1 55cm 最  大 幅 コヒ    6 60cm 関  部 脊 厚 0.96cm

特   徴 A・ B面で脊にズレがある。
遺存状態  Ⅲ

最 大 幅 部 端 部 厚 0 09cm

端  音Б  厚 0 13cm

修理中の知見 丸みのある細長い茎部。短めの元部。
日

者

月年
測

韻実
実

日

子

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
17 671 0 8783 2 1683

定量分析
Cu(°/。 ) Sn(%) Pb(O/6) A質 (%)I As(%)I B % Co(%)I Fe(°/0)IMn(DOm Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

9 39 0062 1 0015 1  <1 014 1 046 1 <10

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb Ag Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのrl

銅 剣 番 号 I   D列 25号 分 類 I   I-2-Q) 令 長 推  5()8()cm 関 幅 5 08cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 詞 1  5GY 4/2 現 存 長 50 03cm 墓 下 端 幅 1 415cm

面 lAl 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 推   48 17cm 突 起 の 位 置 17 70cm
lAl な  し lBl あ  り 刃  部  長 推   30 60cm 到方最小幅の位置 15 50cm

重量 (含浸前 ) 571 5富 重量(含浸後) 555 0g 今U 方  長 5 90cm rll方 下端の位置 11 80cm
A面脊 幅 (a) 1 375cm B面脊 幅 (a) 1 35cm 革 長 2 13cm 掃 大 幅 の 柿 署 11 20cm

1 38cm 〃  (b) 1 39cm 突  趨 5.66cm 突 起 部 脊 厚 0 95cm
(C)1       1 48cm 44cm 今J方最 /1ヽ 幅 4 96cm 今U方 下 端 脊 厚 0 985cm

〃   (d)1       1 47cm 〃  (d) 1 44cm 到 方 下 端 幅 6 248cm 最 大 幅 部 春 厚 0 99cm
〃   (e)1       1 62cm 1 59cm 最  大 幅 6 38cm 関 部 脊 厚 1 055cm

特   徴
脊厚が厚い。全長やや短かめ。
茎が細く、側面が九 く仕上げられている。

遺存状態   I 最 大 幅 部 端 部 厚 0 13cm

関  端  部  厚 0 16cm

修理中の知見 残存状態良好。群青色の錆が付着。朱付着 ?
日
者

月年
測

実
実

1994年 11月 7日
津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206

17 633 0 8787 2 1665

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/。 ) A質 (%)I As(%)I B,(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DOm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm

1 0 20   1  0 066 0045 1 0028 1  <1 (10

錆の蛍光X線

試  料 色 調
損1 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFF Cu  Sn  Pb  Fe  As  S Al  K Ca Cl  S その犯
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銅 剣 番 号 D列 30号 分 類 I   I-2-③ 全 長 推  51 10cm 関 幅 tt    5 50cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1 5G5/2 現  存  長 50 90cm 茎 下 端 幅 1 55cn

面 ω 尾  根 ①   谷 食H 身  長 推  49 00cm 窄 記 の 行 音 17 60cm

OO な  し lBl あ  り 刃 部  長 朝圭   31 40cm 割方最小幅の位置 15 50c耐

重量 (含浸前 ) 446 5富 重量(含 浸後) 430 0g 割  チテ 長 5 70cm 到 方下 端 の位 置 11^90cm
A面脊 幅 (a) 35cm B面脊 幅 (a) 35cm 茎 長 2 10cm 最 大 幅 の 位 置 9 50cm

〃  (b) 35cm 〃  (b) 36cm 突  起  幅 lt    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 72cm
(C) 37cm 〃  (C) 3tJcm 割方最小幅 引圭    5 25om 到 方 下 端 脊 厚 0 76cm

〃  (d) 40cm 〃  (a) 今U方下 端 嶋 6 15cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 77cm
′, (C) 55cm 〃  (e) 45cm 最 大  幅 6 50cn 関 部 脊 厚 0 920cm

特   徴
脊厚が薄めで、A・ B面で脊がズレる。
鋳型のズレが著しい。

遺存状態  Ⅲ
最大幅部端部厚 0 12cn

関 端 部 厚 0 12cln

修理中の知見 やや幅広な茎部。元部の調整良好。粒状の錆が付着。
日

者

月年
測

韻実
実

1994年 3月 24日

高 山   剛

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 632 8793 2 1709

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% A質 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DDm)

錆のよ光X線

試  料 色  調
波」冠 条 件 1 (0/6) 測 定 条 件 2(隊

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As  Si  Al  K  Ca CI  S その利

銅 剣 番 号 D列 29号 分 類  I   I-1-③ 全 長 推  5170∽ 関 幅 割圭    5 30cm
切 上 方 向 谷  奥 色 調 1  5G5/6 現  存  長 50 95cm 茎 下 端 幅 1 50cm

面 ω 尾  根 ①   谷 剣  身  長 推  49 30cm 突 起 の 位 置 18 00cm
OO な  し lBl あ  り 刃 部  長 推  31 30cm 割方最小幅の位置 16 30cm

重量 (含 浸前 ) 320 8宜 重量( 浸後 310 0g 今U 方  長 tt    5 00cm 割 方下 端 の位 置 推  13 00cm
A面脊 幅 (a) 1 38cm B面脊 嶋 (a) 1 40cm 茎 長 2 40cm 最 大 W目 の イ立 音 11 00cm

1 44cm 〃  (b) 1 47cm 突  起  幅 推   5 65cn 突 起 部 脊 厚 0 65cm
1 47cn 〃  (C) 1 53cm 判方最小幅 推    4 80cm 今U方 下 端 脊 厚 0 72cm

〃  (d) 1 49cm 1 52cm 到 方 下 端 幅 推   6 20cm 最 大 幅 部 香 厚 0 70cln
〃  (e) 1 53om 〃  (C) 1 52cm 最  大  幅 jt    6 55cm 関 部 春 厚 0 85cm

特   徴 脊厚が薄い。細 くて長い茎。鋳掛けあり。
遺存状態  Ⅳ

最大幅部端部厚 0 13cm

関 端 部 厚

修理中の知見 巣と思われる小 さい穴あ り。 日
者

月年
測

実
実

日
哉

月
徳

年
伯

・９
佐

鉛同位休比
206/204 207/206 208/206

17 731 0 8753 2 1686

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(O/6)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(っっm: Ni(%) I Sb(%) IZn(っ om)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1 (%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu  Sn  Pb  Fe As  Si  A K  Cn Cl  R /rの BII

銅 剣 番 号 D列 28号 分 類 I 12⑥ 全 長 tL   51 80cm 関 幅 推   5 33cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 凱  存  長 51 14cm 茎 下 端 幅 1,75cm

面 ①  尾   根 lBl  谷 会u 身  長 推  49 60cn 突 起 の 位 置 17 40cm
×【日 lAl あ  り lBl な 刃 部 長 TE   32 20om

=」

方最小幅の位置 14 70cm
重量 (含 浸前 ) 408 5富 璽量 (含 浸後 ) 割  万  長 復  5 30cln 到 方 下 端 の位 置 復 10cm
A面脊 幅 (a) 40cn B面脊幅(a 1 39clll ≡ 長 2 20cm 最 大 唱 の 4立 遭 復   10 20cm

45cn 〃  (b) 1 43cm 突  起  幅 推    5 90cm 突 起 部 脊 厚 0 71cm
48cm 〃  (C) 1 50cm 到 方 最 小 幅 推    5_06cm 到 万 下 端 脊 厚 0 74cm

〃  (d) 52cm 〃  (d) 1 53cm 引圭    6 15cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 75cln
〃  (e) 56cm 〃  (e, 1 60cm 賃鷲  ノく  中邑 rt    6 38cm 関 部 脊 厚 0,81cm

特 徴
脊厚が薦い。突起の位置が低め。鋳掛あり (3ケ所)。

長めの刃部。太めの茎。元部に型ズレロ立つ。
遺存状態  Ⅲ

最 大 鴨 音b端郡 厚 0 16cm

関 端 部 厚 0.14cm

修理中の知見 鋳掛け痕 と思われる穴あ り。扁平な茎部に垂直なタガネ痕。
実測年月日
実 測 者

1994年 3月 21日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206

17_678 0.8783 2 1684

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(% Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ぅ。m) Ni(%)I Sb(%)IZn(ppm)

鈴の蛍光X線

試 料 色  調
測 ‡ 条 件 1(%Ⅲ 測 定 条 件 2(%)

u  Sn b Fe Sb A宜 Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S その14
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◆同会」番 サ I     D列 33号 分 制    
―

全 長 tt   51 40cm 関 幅

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G6/4 現  存  長 50 50cm 秦 下 端 幅 1 70cm

面 ω 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 珈ヒ  49 655cm 突 起 の 位 置 推  19 00cm
×とΠ lAl あ lBl な  し 刃 部  長 雄   30 50cm 劃万最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 388 4g 重量 (含浸後 ) 376 0富 今U 方  長 割 方下 端 の位 置

A面脊 幅 (a) 40cm B面脊 幅 (a) 茎 長 引イ
=「

 1 745cm 最 大 幅 の 位 置 推 平 10 635cn
〃  (b) ′, (b) 突  起  幅 突 起 部 杏 厚 0 80c・ n

〃  (C) 1 512cm ″  (C) 今J方最小幅 今J方 下端脊厚 0 855cm
〃  (d) 1 525cm 〃  (d) 52cm 到 万 下 端 嶋 最 大 幅 部 春 厚 0 855cm

70cm 〃  (e) 65cm 最  大  幅 関 郡 春 厚 1 051cm

特   徴
刃部やや短かめ。突起の位置が高め。鋳建‖ナあり。
短かく太い茎。

遺存状態  Ⅳ
最 大 幅 部 端 部 厚

関 端 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。非常に脆い。朱付着 ?
日
者

月年
測

実
実

1994年 11月 14日

津 森 真 弓

鉛同位体比
206/204 207/206

17 696 2 1658

定量分析
Cu(0/6) Sn(%) Pb(%) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm: Ni(%)I Sb(%)IZn(っ っm)

錆の蛍光X線

試 料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのlll

銅 剣 番 号 D列 32号 分 類  I   I-1-③ 全 長 コ監   52 40cm 関 幅 tt    5 10cm

切 先 方 向 1   谷  奥 ■ 調 1  56Y5/4 現  存  長 51 88cm 事 下 鈴 幅 推 50cm

面 ω 尾  根 31    谷 父U 身 長 推  50 50cm 窄 記 の イ亨 着 18 60cm

lAl な  し lBl あ  り 河 部 長 推  31 90cm 到方最小幅の位置 推  16 80cm
重量倫浸前, 421 4g 重量 (含 浸後)1    4100富 奪U方 長 推   5 90cm 到 方 下 端 の位 置 jrt   12 70cm

A面脊 嶋 ●) 1 265cm B面春 幅 (→ 30cn 裏 長 1 90cm 最 大 幅 の 位 置 11 00cm
〃   (b)1      1 325cm 〃  (b) 88cm 突 起 幅 推   5 80cn 突 起 著Б 早単 厚 0 82cm
〃  (C) 1 45cm 〃  ( 40cn 割 万最 /1ヽ 中目 lt    5 10cm 割 万 下 端 脊 厚 0 895cm
〃  (d) 1 435cm 38cm 到 万 下 端 幅 IE    6 40om 最 大 幅 部 脊 厚 0 91cm
〃  (e) 1 59cm 54cm 最  大  幅 朝笠    6 50cm 関 部 脊 厚 0 985cm

特   徴
脊厚が厚い。やや長めの刃部。鋳難H)あ り。
茎やや短かめで細い。脊と翼の境、際取り明瞭。

遺存状態  Ш
最 大 幅 部 端 部 厚 0 12cm

関 端 部 厚

修理中の知見 九みのある茎部。地金は灰黒色を呈する。金属質残存。
日
者

月年
測

預実
実

1994年 11月 8日
永 島 いずみ

鉛同位体比
206/204 207/206

17 662 0 8782 2 1666

定量分析
Cu(%) Sn(%) Pb(O/a) A貿 (%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(ppm Ni(%, I Sb(%)IZn(ppm)

鋪の蛍光X線

試  料 色 調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのFH

銅 剣 番 号 D夕」31サ 分 類  I   I-1-③ 全 長 朝圭   52 00cm 関 幅 tr    5 35cm

切 先 方 向 谷   奥 色 詞 1  5G5/4 現  存  長 51 50cm ≧ 下 端 幅 1 69cm

面 ① 尾  根 lBl  谷 剣  身  長 コ笠   50 00cm 突 起 の 位 置 18 50cm
×印 lAl な lBl あ  り 刃 部 長 推  31 50cm 今J方 最小嶋の位置 16 00cm

重量 (含 浸前 ) 391^7宜 重量(含 浸後|
379 0g 割  方  長 推   5 50cm 今U万下 端 の位 置 tt   13 00cm

A画春甲島(a 34cm B面脊 幅 (a) 1 33cn ≧ 長 2 00cn 最 大 幅 の 位 置 10 00cm
〃  (b) 38cm 〃  (b) 1 38cm 突 起  幅 推   6 00cn 突 起 部 脊 厚 0 64cm
〃  (C) 43cm 〃  (C) 1 45cm 斉U方最 小 幅 イ圭    5 05cm 奢」方下端脊厚 0 67cm
〃  (d) 45cn 〃  (d) 割 万 下 端 鴨 推    6 05cm 最 大 幅 部 脊 厚 0 705cm
〃  (e) 58cm 1 57cn 最   大  幅 6 435cm 関 部 脊 厚 0 80cm

特 徴
脊厚が薄い。
基やや大め。今」方の今Jり 込みが浅 く身幅が大い印象。

遺存状態  III 最 大 幅 部 端 部 厚 0 09cm

関  端  部  厚 0 13cm

修理中の知見 扁平な茎部。粒状の錆が付着。
日
者

月年
測

実
実

日
子

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206

17 753 0 8756 2 1649

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(DDm Ni(%)I Sb(0/。 )IZn(っ。m)

錆の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 冠 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  AFr Cu Sn Pb Fe As Si Al K Ca CI  S そのll



図版 135金同貪1(D31・ D32・ D33)

∞∞ω　　　Ａハ［四）

ヽ
＝
∩
▽
Ｉ
Ｖ
　
　
Ｉ

Ａ
ｒｌ
ｗ
ｖ

　

　

　

ｌ

ｔ
貴
∩
Ｙ
ｌ
　
　
　
ｌ

代
入
り
Ｗ
ｗ
　

　

　

ｌ

↑
＝
丈
ω
Ｙ
Ｉ
Ｉ

ｎ
＝
人
働
Ｙ
Ｉ
＝

―

＝
＝
Λ
Ｖ
ｌ
ｉ
・
　

―

イ

ー

入

ｆｌ

Ｙ

ｌ

ｉ

　

ｌ

―
入
０
半
↓

　
　
―

Ａ
八
日
―Ｉ
Ｖ
　

　

　

Ｉ



銅 剣 番 号 D列36号 分 類 |   
―

全 長 jt   51 10cm 関 幅 rt    5 30cm
切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  5G4/4 現  存  長 50 50cm 茎 下 端 幅 推   160伽

面 lAl尾  根 lBl  谷 剣 身 長 4   48 98cm 突 起 の 位 置 推  1790伽
lA9 め (Bl な   し 刃 部 長 推  31 30cm 到方最小幅の位 置 朝笠   15_20cm

重景 (含浸前 ) 856 5宣 重量 (含浸後 ) 344 0富 到  方  長 6 00cm 到 方 下 端 の位 置 11 90om
A面脊幅(a)1   1.31cm B面脊 幅 僻) 茎 長 2 12cm 最 大 幅 の イア 着 9 20cm

(b)1       1 34cm 突  定已  市目 突 起 部 脊 厚 0 73cm
〃  (C) 1 42cm 到 万最 /1ヽ 申邑 ぞU方 下 端 脊 厚 0 79cm
〃  (d) 1 44cm 〃  (d) 46cm 到 方 下 端 幅 最 大 幅 部 春 厚 0 815cm

1 59cm 〃  (e) 56cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 95cm

特   徴 やや長めの到方。
遺存状態  III 最大幅部端部厚 0 17cm

関 端 部 厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食。 日
者

月年
測

預実
実

1994年 4月 15日

守 岡 正 司

鉛 同位体比
206/204 207/206 208/206

17 617 0 8811 2 1726

定量分析
Cu(%) Sn(O/。 ) Pb(%) A質 (%)I As(%)I B %) Co(%)I Fe(%)IMn(DOmi Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

鈴の蛍光X線

試  料 色  調
測 定 条 件 1(%) 測 定 条 件 2(%

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu Sn Pb Fe As Si  Al  K  Ca CI  S そのlL

銅 剣 番 号 D列 35号 分 類 |    
―

令 長 推  50 60cm 関

切 先 方 向 1   谷  奥 色 調 1  56Y6/2 現 存 長 49 98cm 茎 下 端 幅 1 62cm
面 ω 尾  根 lBl  谷 寅U 身 長 雑  48 00cm 突 起 の 位 置 推  17 90cm

CO あ  り lBl な  し 刃 部 長 7圭   30 10cm 割方最小幅の位置 雄  14,90cnl
重曇 (含浸前 ) 346 0g 皇量 (含浸後 ) 331 0富 到  方  長 推   6 20cnl 今け方下端の位置 It   l1 70cm
A面脊幅(a)1   1 32cm B面脊 幅 (al 31cm 事 長 推  2 60cm 掃 大 幅 の 位 置 8 40cm

〃   (b)1       1 32cm ″  (b) 32cm 多〔  え三  中邑 突 起 部 脊 厚 0 73cm
〃  (C) 1 34cm 33cm 号U亥テど衰/Jヽ 中民 到 方 下 端 脊 厚 0 77cm
〃  (d) 1 37cm 〃  (d) 36cm ll方下 端 幅 最 大 幅 都 春 厚 0 80cn

1 54cm 〃  (e) 47cm 最  大  幅 関 部 脊 厚 0 92cn

特   徴
脊厚やや薄めで、A・ B面で、脊にズレあり。
全長やや短かめで、刃部も短かめ。長い茎。短かめの元部。

遺存状態  Ⅳ
最 大 中昌音焉端 音Б厚

関  端  部  厚

修理中の知見 表面がクレーター状に腐食している。 日
者

月年
測

実
実

1993年 5月 21日

吉 田   広

鉛同位体比
206/204 207/206 208/206
16 771 2 2081

定量分析
Cu(°/0) Sn(%) Pb(%) A貿 (%)I As(%) (%, Co(%)I Fe(協 6)はッIn(DDm) Ni(%)I Sb(%)IZn(DOm)

0030 1  *  1 15 0 12

鋪の蛍光X線

試 料 色  調
狽J定 条 件 1(%) 韻1定 条 件 2(%)

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Acr Cu  Sn Pb Fe As Si  Al  K Ca CI  S そのfL

銅 食情 肇 号 D列 34号 分 翔     
―

仝 長 イ圭   52 40cm 関 幅

切 上 方 向 谷  奥 色 調 1 5G6/2 現 /T 長 52 05cm ≡ 下 端 幅 1 37cm
画 lAl 尾   根 lBl  谷 剣 身 長 推   50 20cm 突 起 の 位 置 lt   16 00cm

×印 ω  あ  り lBl な  し 刃  部  長 推   34 20cm ll方 最小幅の位置

重量 (含浸前 ) 397 9寅 重量(含浸後| 387 0富 割  方  長 到方 下 端 の位 署

A面脊 幅 (al 1_33cm B面脊 幅 (a) 1 38cm 茎 長 2 20cm 最 大 幅 の 作 着 推   8 10cln
〃  (b) 1 36cm 〃  (b) 1 42cm 突 起 幅 突 起 部 脊 厚 0 83cm

1 41cm 〃  (C) 48cm 到 方 下 端 脊 厚 0 87cn
″  (d) 1 46cm 1 50cm 奪U方下 端 幅 最 大 幅 部 脊 厚 0 91cm
〃  (e) 1 48cm 1 58cm 最  大  幅 推   6 10cm 関  部  春  厚 1 06cm

特   徴
脊厚が厚い。突起の位置が低い
刃部が長い。茎が長めで細い。

遺存状態  Ⅳ
最大幅部端部厚 0 15cm

関 端 部 厚

‖ケ理中の知見 刃部の残存状態悪い。九みのある茎部。 日
者

月年
測

預実
実

日

子

月

ま
年
津

‐９
金

鉛同位体比
206/204 207/206

17 652 0 8785 2 1668

定 量 分 析
Cu(%) Sn(%) Pb(%) Ag(%)I As(%)I Bi(%) Co(%)I Fe(%)IMn(Dつm) Ni(%)I Sb(%)IZn(oom

錆の蛍光X線

試 料 色  調
演1冠 条 件 ] (%) 測 定 条 件 2(° /。 )

Cu  Sn  Pb  Fe  Sb  Ag Cu  Sn  Pb  Fe  As  Si A K  Ca CI  S その礼
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